『三体詩』　五言律詩

[bookmark: _Hlk115711528]『三体詩』においては、五言律詩を、①四実、②四虚、③前虚後実、④前実後虚、⑤一意、⑥起句、⑦結句、⑧詠物に区分しているこのうち、
⑤一意…首聯から尾聯まで一繋がりになっているもの
⑥起句…首聯に特徴の有るもの
⑦結句…尾聯に特徴が有るもの
⑤詠物…物を詠じたことに特徴が有るもの

であるが、①四実、②四虚、③前虚後実、④前実後虚においては、頷聯と頸聯に着目すると共に、実体のあるもの（景物）を述べている場合（典型的には写景）を「実」、実態のないもの（情思・作者の思い、感情）を述べているものを「虚」と呼び、
頷聯、頸聯とも「実」である詩を①「四実」、頷聯が「虚」、頸聯が「実」である詩を②前虚後実、頷聯が「実」で頸聯が「虚」で有るある詩を③前実後虚と呼んでいる。
　
『三体詩』収録の詩には、難解なものもあるが、『國譯漢文大成・三体詩』には、殆どの詩について、頷聯、頸聯の構成が記載されているので、律詩の作詩においては非常に参考になると考えられる。

四実
[bookmark: _Hlk113475506]
早春遊望           早春遊望	　　　　　　　　　　　　　　　　　　杜審言

獨有宦遊人　　　　独り 宦遊 (かんゆう)の人有りて
偏驚物候新　　　　偏 (ひとえ)に 驚く 物候 (ぶっこう)の新なるに
雲霞出海曙　　　　雲霞 海を出でて曙 (あ)け
梅柳渡江春　　　　梅柳 江を渡りて春なり
淑氣催黃鳥　　　　淑気 黄鳥を催 (うなが)し
晴光照綠蘋　　　　晴光 緑蘋 (りょくひん)を照らす
忽聞歌古調　　　　忽 (たちま)ち 古調を歌うを聞けば
歸思欲霑巾　　　　帰思 (きし) 巾を霑 (うるお)さんと欲す

【語釈】
○遊望…出遊して景色を眺望すること。○宦遊…故郷を離れてほかの地方に行く役人のこと。○物候…万物が気候に応じて移り変わること。○雲霞…雲と、かすみ。○曙…夜が明ける。○淑気…春の和気。○黄鳥…コウライうぐいす。○晴光…明るい日の光。○緑蘋…浮草。○古調…古風な調子の詩。○帰思…故郷に帰りたいと思う心。○巾…ハンカチ。○沾…涙でぬらすこと。
（参考文献）　『唐詩選』


[bookmark: _Hlk113478377]遊少林寺 	　　少林寺に遊ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　沈佺期	

[bookmark: _Hlk113480031]長歌遊寶地　　　　長歌して宝地に遊び
[bookmark: _Hlk113480230]徙倚對珠林　　　　徙倚 (とい)として珠林に対す
[bookmark: _Hlk113480396]雁塔風霜古　　　　雁塔 風霜古 (ふ)り
龍池歲月深　　　　竜 (りょう)池 (ち) 歳月深し
[bookmark: _Hlk113480568]紺園澄夕霽　　　　紺園 夕霽 (せきせい)を澄ましめ
[bookmark: _Hlk113480598]碧殿下秋陰　　　　碧殿 秋陰を下す
歸路煙霞晚　　　　帰路 煙霞 (えんか)の晩 (くれ)
山蟬處處吟　　　　山 (さん)蝉 (せん) 処々に吟ず

【語釈】
○少林寺…河南省河南府の崇山にある寺。○宝地…寺院。○徙倚…立ちもとほる。○珠林…寺院の中の林。○雁塔…寺院内の塔。○龍池…寺院内の池。○紺園…寺院内の園。○夕霽…夕方の雨の後の晴れ空。○碧殿…緑色の仏殿。○秋陰…秋の夕暮れ。○煙霞…靄と霞。


晚至華陰 	　　晚に華陰に至る　　　　　　　　　　　　　　　皇甫曾	

[bookmark: _Hlk113511824][bookmark: _Hlk113511851]臘盡促歸心　　　　臘 (ろう) 尽きて 帰心を促し
行人及華陰　　　　行人 華 (か)陰 (いん)に及ぶ
[bookmark: _Hlk113511955]雲霞仙掌出　　　　雲霞 仙掌より出で
松柏古祠深　　　　松柏 古祠 (こし)深し
[bookmark: _Hlk113512138]野渡冰生岸　　　　野渡 氷岸に生じ
[bookmark: _Hlk113512198]寒川燒隔林　　　　寒川　焼けて林を隔つ
[bookmark: _Hlk113512352]溫泉看漸近　　　　温泉　看て漸く近し
[bookmark: _Hlk113512430]宮樹晚沈沈　　　　宮樹　晩 (ばん)に沈々

【語釈】
○華陰…陝西省華陰市。○臘…蝋燭。○帰心…帰りたいという気持。○仙掌…仙掌のような形をした華山（五嶽の一つ）。○野渡冰生岸…倒置法、氷が野にある渡し場の岸に生じる。○寒川燒隔林…倒置法、野火は寒い川と林を隔てて見る。○温泉…驪山の温泉宮（華清旧）。○沈沈…草木の茂っているさま。


[bookmark: _Hlk113514662]經廃寶慶寺	　　廃 (はい)宝慶 (ほうけい)寺 (じ)を経 (ふ)　　　　　　　　　　　　　　唐　　司空曙	
[bookmark: _Hlk113515134]黃葉前朝寺　　　　黄葉 前朝の寺
無僧寒殿開　　　　僧無くして 寒殿開く
池晴龜出曝　　　　池晴れて 亀 出でて曝 (さら)し
松暝鶴飛迴　　　　松暝 (くら)くして 鶴 飛び迴 (めぐ)る
古井碑橫草　　　　古井 碑 草に横わり
陰廊畫雜苔　　　　陰廊 画 苔に雑 (まじ)る
[bookmark: _Hlk113515701]禪宮亦銷歇　　　　禅宮 亦た銷歇 (しょうけつ)
[bookmark: _Hlk113515995]塵世轉堪哀　　　　塵 (じん)世 (せい) 転 (うた)た 哀むに堪えたり

【語釈】
○寶慶寺…則天武后が建てた寺で廃寺となっていた。○前朝寺…寶慶寺。○寒殿…荒涼として落ちぶれた寺院。○曝…甲羅ぼし。○陰廊…暗い廊下。○禅宮…寺院。○銷歇…衰え落ちぶれること。○塵世…俗世間。



[bookmark: _Hlk113519528]次北固山下 	　　北固山の下に次 (やど)る　　　　　　　　　　　唐　　王　灣	

客路青山外　　　　客 (かく)路 (ろ) 青山の外 (ほか)
行舟綠水前　　　　行舟 緑水の前
潮平兩岸闊　　　　潮平かにして 両岸闊 (ひら)き
風正一帆懸　　　　風正しくして 一帆懸 (かか)る
[bookmark: _Hlk113519870][bookmark: _Hlk113519834]海日生殘夜　　　　海日 残夜に生じ
江春入舊年　　　　江春 旧年に入る
郷書何處達　　　　郷書 (きょうしょ) 何れの処にか 達せん
歸雁洛陽邊　　　　帰雁 洛陽の辺 (ほとり)

【語釈】
○北固山…江蘇省鎮江市の東北にある山。○客路…旅路。○風正…順風。○懸…帆を開く。○海日…海から昇る太陽。○殘夜…夜がまさに尽きようとするとき。○江春…江上の春。○旧年…前年。○郷書…故郷への手紙。○結句…書を伝えるという雁は故郷の洛陽のあたりに向かって帰る。


[bookmark: _Hlk113521681]岳陽晚景	　　岳陽の晚景　　　　　　　　　　　　　　　唐　　張　均	
晚景寒鴉集　　　　晩景 寒 (かん)鴉 (あ)集り
秋聲旅雁歸　　　　秋声 旅 (りょ)雁 (がん)帰る
水光浮日去　　　　水光 日を浮べて去り
霞彩映江飛　　　　霞 (か)彩 (さい) 江に映じて飛ぶ
洲白蘆花吐　　　　洲 白くして 蘆花を吐き
園紅柿葉稀　　　　園 紅にして 柿 (し)葉 (よう)稀なり
[bookmark: _Hlk113524852]長沙卑濕地　　　　長沙 卑湿の地
九月未成衣　　　　九月 未だ 衣を成さず

【語釈】
○岳陽…湖南省岳暘市。○寒鴉…晩秋から冬にかけての烏。○秋声…秋の気配を感じさせる物音。○霞彩…夕焼けの彩り。○長沙…湖南省長沙市。○成衣…夏服を脱ぎ、冬服を着る。


[bookmark: _Hlk113525979]晚發五渓	　　晚に五渓を発す　　　　　　　　　　　　　　　岑　參	

客厭巴南地　　　　客 (かく)は厭う 巴 (は)南 (なん)の地
鄉鄰劒北天　　　　鄉は隣 (とな)る 剣 (けん)北 (ほく)の天
江村片雨外　　　　江村 片雨の外 (ほか)
野寺夕陽邊　　　　野寺 (やじ) 夕陽 (せきよう)の辺 (ほとり)
芋葉藏山徑　　　　芋 (う)葉 (よう) 山径を蔵 (かく)し
[bookmark: _Hlk113531612]蘆花間渚田　　　　蘆花 渚 (ちょ)田 (でん)に間 (まじ)わる
舟行未可住　　　　舟行 未だ住 (とど)まるべからず
乘月且須牽　　　　月に乗じ 且つ須 (すべか)らく牽 (ひ)くべし

【語釈】
○五渓…湖南省懐化市一帯にある五つの渓。○客…旅人。作者。○巴南…五溪のあたり。○劒北…。○片雨…局地的に降る雨。○渚田…渚の側の田。未可住…出発すべきである。○乘月…月明かりを利用して。○牽…曳き船を曳く。



[bookmark: _Hlk113532803]仲夏江陰官舍寄裴明府	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李嘉祐	
[bookmark: _Hlk113533013]仲夏 江 (こう)陰 (いん)の官舍にて裴 (はい)明府 (めいふ)に寄す　

萬室邊江次　　　　万室 江に辺 (へん)して次 (じ)し
孤城對海安　　　　孤城 海に対して安 (やす)し
朝霞晴作雨　　　　朝霞 (ちょうか) 晴れて雨を作 (な)し
濕氣晚生寒　　　　湿気 晩 (ばん)に寒を生ず
[bookmark: _Hlk113534592][bookmark: _Hlk113534616]苔色侵衣桁　　　　苔 (たい)色 (しょく) 衣桁 (いこう)を侵 (おか)し
潮痕上井欄　　　　潮 (ちょう)痕 (こん) 井欄 (せいらん)に上る
[bookmark: _Hlk113534803]題詩招茂宰　　　　詩を題して  茂 (も)宰 (さい)を招き
思爾欲辭官　　　　思う 爾 (なんじ)が官を辞さんと欲するを

【語釈】
○仲夏…陰暦五月。○江陰…江蘇省無錫市の江陰市。○裴明府…不祥、明府は県令の称号。○萬室…万家。○邊江次…江に沿って次第にある。○孤城…官舎。○安…安全である。○苔色…カビの色。○衣桁…衣を掛ける横木。○井欄…井戸の闌干。○招…留任を勧告する。○茂宰…県官の尊称。


山行	　　　　　　山行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殷　遙	

寂歷青山暁　　　　寂 (じゃく)歴 (れき)たり 青山の暁
[bookmark: _Hlk113538808]山行趣不稀　　　　山行 趣 (おもむき) 稀 (まれ)ならず
野花成子落　　　　野花 子 (み)を成して落ち
江燕引雛飛　　　　江燕 雛を引いて飛ぶ
暗草薰苔徑　　　　暗草 苔径 (たいけい)に薫 (くん)じ
[bookmark: _Hlk113539135]晴楊拂石磯　　　　晴 (せい)楊 (よう) 石 (せき)磯 (き)を払う
俗人猶語此　　　　俗人 猶お 此 (これ)を語る
[bookmark: _Hlk113539234]余亦轉忘歸　　　　余も亦た 転 (うた)た 帰るを忘る

【語釈】
○寂歷…ひっそりとして物寂しいさま。○不稀…少なからず。○暗草…名前を知らない草。○苔徑…苔の生えた道。○石磯…石の磯。○此…山中の趣味。○轉…ますます。


[bookmark: _Hlk113539736][bookmark: _Hlk113541066]送陸明府之盱眙 　 陸 (りく)明府 (めいふ)の盱眙 (くち)に之くを送る　　　　　　　　　崔　峒	
[bookmark: _Hlk113541105]
陶令之官去　　　　陶令 官に之 (ゆ)きて去る
[bookmark: _Hlk113541170]離愁慘別魂　　　　離愁 (りしゅう) 別 (べつ)魂 (こん)を惨 (いた)ましむ
[bookmark: _Hlk113541251]白煙橫海戍　　　　白煙 海戍 (かいじゅ)に横わり
紅葉近淮村　　　　紅葉 淮 (わい)村 (そん)に近し
[bookmark: _Hlk113541860]遠浪搖山郭　　　　遠浪 山郭を揺がし
平蕪到縣門　　　　平 (へい)蕪 (ぶ) 県門に到たる
政成堪吏隱　　　　政 (まつりごと)成って 吏隠 (りいん)するに堪えたり
免負府公恩　　　　府公の恩に 負 (そむ)くことを免る

【語釈】
○陸明府…不祥、○盱眙…泗州（安徽省東北部および江蘇省西部にまたがる地域に設置された）。○陶令…陶淵明、陸明府をなぞらえる。○離愁…離別の愁い。○海戍…海を守る守衛所。○淮村…淮水（河南省に源を発し、安徽省と江蘇省を流れる川。○山郭…山村。○平蕪…原野。○縣門…盱眙の県境の門。○吏隱…官となっても隠者の志を持ち続けること。○府公…州の長官。

【構成】
○首聯は離恨を説き起こし、頷聯、頸聯は道中の景を述べ、尾聯は友の為の訓戒を述べる。


[bookmark: _Hlk113646308]溪南書斎　　　　　溪南の書斎　　　　　　　　　　　　　	　　　于　鵠	

[bookmark: _Hlk113646138]茅屋住來久　　　　茅屋　住 (じゅう)し来たること久し
山深不閉門　　　　山深くして 門を閉ず
草生垂井口　　　　草は生じて 井口 (せいこう)に垂れ
[bookmark: _Hlk113646404]花發擁籬根　　　　花は発きて 籬 (り)根 (こん)を擁 (よう)す
入院將雛鳥　　　　院に入りて 雛 (ひな)を将 (ひき)いる鳥
攀蘿抱子猨　　　　蘿 (ら)を攀 (よ)じて 子を抱く猨
曾逢異人說　　　　曽つて 異人の説に逢う
風景似桃源　　　　風景 桃源に似たり

【語釈】
○茅屋…茅吹きの粗末な家。○籬根…垣根の根本。○院…書院。○異人…漁人。○桃源…桃源郷（『桃花源記』）

【構成】
○頷聯は非情、頸聯は有情。○題目は書斎であっても、書斎のことは言わず書斎の外のことを示す。


[bookmark: _Hlk113647544]泊揚子岸	　　揚子の岸に泊す　　　　　　　　　　　　　　　　祖　詠	
纔入維揚郡　　　　纔 (わずか)に維揚 (いよう)郡 (ぐん)に入れば
郷關北路遙　　　　郷関 (きょうかん) 北路 遥 (はるか)なり
林藏初霽雨　　　　林は蔵す 初めて霽 (は)るる雨
風退欲歸潮　　　　風は退く 帰らんと欲する潮
江火明沙岸　　　　江火 沙岸に明かに
雲帆礙浦橋　　　　雲 (うん)帆 (ぱん) 浦 (ほ)橋 (きょう)に礙 (さまた)げらる
客衣今日薄　　　　客 (かく)衣 (い) 今日薄く
寒氣近來饒　　　　寒気 近来饒 (おお)し

【語釈】
○揚子…長江。○維揚郡…江蘇省揚州市。○郷關…故郷。○雲帆…雲のように大きな帆の舟。○礙浦橋…浦にかけた橋に妨げられて通過することが出来ない。○客衣…旅衣。○近來…近ごろ。○饒…多と同意。

【構成】
○第三句…江上の景。○第四句…江中の景。○頸聯…水中の景。


[bookmark: _Hlk113649009][bookmark: _Hlk113650082]新秋寄樂天　　　　 新秋 楽天に寄す	　　　　　　　　　　　　　　劉禹錫	

[bookmark: _Hlk113650106]月露發光彩　　　　月露 光彩を発す
此時方見秋　　　　此の時 方 (まさ)に秋を見る
夜涼金氣應　　　　夜 涼くして 金気応じ
天靜火星流　　　　天 静かにして 火星流る
蟲響偏依井　　　　虫 響いて 偏 (ひとえ)に 井 (せい)に依り
螢飛直過樓　　　　蛍 飛びて 直ちに楼を過ぐ
相知盡白首　　　　相知るは 尽く白首
[bookmark: _Hlk113651047]清景復追遊　　　　清景 (せいけい) 復た 追遊 (ついゆう)せんや

【語釈】
○樂天…白居易。○月露…月に照らされた露。○金気…秋の気配、冷涼。○白首…白髪頭。○清景…清らかな景色。○追遊…共に鑑賞し共に楽しむ。
（白居易は左遷されて杭州（浙江省杭州市）に、劉禹錫は左遷されて朗州（湖南省常徳市）にあった。）

【構成】
○首聯、頷聯、頸聯は秋を述べ、尾聯は自分の思いを述べる。


秋日送客至潜水駅　　　 秋日 客 (かく)を送り潜水駅に至る	 	　　　劉禹錫	

[bookmark: _Hlk113687510]候吏立沙際　　　　候吏 (こうり) 沙 (さ)際 (さい)に立ち
田家連竹溪　　　　田家 竹渓 (ちくけい)に連なる
楓林社日鼓　　　　楓林 社日の鼓 (こ)
茅屋午時雞　　　　茅屋 午時の雞 (けい)
雀噪晚禾地　　　　雀は噪ぐ 晩禾 (ばんか)の地
蝶飛秋草畦　　　　蝶は飛ぶ 秋草の畦 (けい)
[bookmark: _Hlk113687803]驛樓宮樹近　　　　駅楼 宮樹近く
疲馬再三嘶　　　　疲 (ひ)馬 (ば) 再三嘶 (いなな)く

【語釈】
○潜水駅…浙江省杭州市にある宿場町。○候吏…駅吏。○社日…春と秋の土地の神を祀る祭り。ここでは秋社。○茅屋…茅吹きの家。○晚禾地…稲の実った晩秋の地。○驛樓…二階建ての宿舎。○宮樹…都（呉の都）の樹。


[bookmark: _Hlk113699547]得日観東房　　　　得 (とく)日 (じつ)観 (かん)の東房　  	　　　　　　　　　　　　　　李　質	

曾入桃溪路　　　　曽 (かつ)て 桃渓の路に入れば
[bookmark: _Hlk113700285]仙源信少雙　　　　仙源 信 (まこと)に双 (なら)び少 (すくな)し
洞霞飄素練　　　　洞 (どう)霞 (か) 素 (そ)練 (れん)を飄 (ひるがえ)し
[bookmark: _Hlk113700503]壁蘚畫陰窗　　　　壁蘚 (へきせん) 陰窓に画 (えが)く
古木疑撐月　　　　古木 月を撐 (ささ)うかと疑い
危峰欲墮江　　　　危峰 江に堕ちんと欲す
自吟空向寂　　　　自 (みずか)ら吟じ 空しく 寂 (せき)に向わんとす
[bookmark: _Hlk113699864]誰共倒秋釭　　　　誰と共にか 秋釭 (しゅうこう)を倒さん

○得日観…道士の住居（觀）の名。○桃溪路…『桃花源記』の桃源郷への道、得日観への道になぞらえる。○仙源…道教の仙人の住所。得日観のこと。○少雙…比べられるものが少ない。○素練…白色の絹のカーテン。○壁蘚…壁に生えた苔。○陰窓…位窓。○危峰…険しい峯。○寂…寂寞。○釭…油つぎ、酒杯の代用。


[bookmark: _Hlk113703836]北固晚眺　　　　　北固 (ほくこ)の晚眺	　　　　　　　　　　　唐　　竇　常	

水國芒種後　　　　水国 芒種 (ぼうしゅ)の後
梅天風雨涼　　　　梅天 風雨涼し
露蠶開晚簇　　　　露 (ろ)蚕 (さん) 晩簇 (ばんぞく)を開き
江燕語危檣　　　　江 (こう)燕 (えん) 危檣 (きしょう)を語 (かた)る
山址北來固　　　　山 (さん)址 (し) 北来 (ほくらい)固く
潮頭西去長　　　　潮頭 西去 (せいきょ)長し
年年此登眺　　　　年々 此 (ここ)に登眺 (とうちょう)す
[bookmark: _Hlk113705227]人事幾銷亡　　　　人事 幾ばくか銷 (しょう)亡 (ぼう)す

【語釈】
○北固…北固山。江蘇省鎮江市の東北にある山。○晚眺…夕方の眺望。○芒種…旧暦五月。○梅天…梅雨の天気。○露蠶…屋外で飼育されている蚕。○晚簇…。○危檣…高い帆柱。○山址…山の麓。○登眺…登って眺望する。○人事…人のしわざ。○銷亡…消失。




送朱可久歸越中　　朱可久が越中に帰るを送る	　　　　　　　賈　島	

石頭城下泊　　　　石頭 (せきとう)城下 (じょうか)に泊す
北固暝鐘初　　　　北固 暝 (めい)鐘 (しょう)の初 (はじめ)
汀鷺衝潮起　　　　汀 (てい)鷺 (ろ) 潮 (うしお)を衝 (つ)いて起ち
船窗過月虛　　　　船窓 月を過ごして虚 (きょ)なり
吳山侵越衆　　　　呉山　越を侵して衆 (おお)く
隋柳入唐疎　　　　隋柳 唐に入りて疎 (そ)なり
日欲供調膳　　　　日に 調膳を供せんと欲す
[bookmark: _Hlk113708882]辟來何府書　　　　辟 (め)し来たるは 何れの府の書ぞ

【語釈】
[bookmark: _Hlk113707206]○朱可久…朱慶餘、越州(浙江省紹興市)の人，敬宗寶歷二年の進士。秘書省校書郎となる。○越中…浙江省紹興市。○石頭城…南京市にあった城郭。○北固…北固山、江蘇省鎮江市の東北にある山。○暝鐘…晩鐘。○汀鷺…渚にいるサギ。○供調膳…親に膳を整えて差し上げる。○辟來…（孝行）をすると名が皇帝に知れてお召しがある。


【構成】
○首聯、頷聯、頸聯は道中の事を述べ、尾聯は自分の志を示す。


[bookmark: _Hlk113709654]新安江行　　　　　新安江行 　　　　　　　　　　　　　　　　　　章八元	

[bookmark: _Hlk113709899]江源南出永　　　　江源 南に出でて永く
野渡暫維梢　　　　野渡 暫く梢 (ほずな)を維 (つな)ぐ
[bookmark: _Hlk113710058]古戍懸魚網　　　　古戍 (こじゅ) 魚網を懸 (か)け
空林露鳥巢　　　　空林 鳥巣 (ちょうそう)を露 (あらわ)す
雪晴山脊現　　　　雪晴れて 山脊 (さんせき)現われ
[bookmark: _Hlk113710387]沙淺浪痕交　　　　沙 (すな)浅くして 浪 (ろう)痕 (こん)交わる
自笑無媒者　　　　自ら笑う 無媒の者
逢人作解嘲　　　　人に逢い 解嘲 (かいちょう)を作ることを

【語釈】
○新安江…安徽省黄山市新安江。○江源…川のみなもと。○野渡…野原にある渡し場。○梢…帆綱。○古戍…古い物見櫓。○空林…人気の無い葉の落ちた林。○山脊…山の稜線。○浪痕…波が曳いた痕の紋。○解嘲…人のあざけりを弁解する。漢の揚雄の故事（漢書）。


三月五日汎長沙東湖　　三月五日 長沙の東湖に汎 (うか)ぶ	　　　　　　　李羣玉	

上巳餘風景　　　　上巳 (じょうし)風景を余す
芳辰集遠坰　　　　芳 (ほう)辰 (しん) 遠坰 (えんけい)に集る
湖光迷翡翠　　　　湖光 翡翠 (ひすい)を迷わし
[bookmark: _Hlk113714381]草色醉蜻蜓　　　　草色 蜻蜓 (せいてい)を酔わす
鳥弄桐花日　　　　鳥は 桐花の日を弄 (ろう)し
魚翻穀雨萍　　　　魚は 穀雨 (こくう)の萍 (ひょう)を翻えす
從今留勝會　　　　今 (いま)より 勝会を留めば
誰看畫蘭亭　　　　誰か看ん 画 (が)蘭亭 (らんてい)

【語釈】
○長沙東湖…湖南省長沙市の東湖。○上巳…上巳の節句。旧暦三月三日。○芳辰…（春の）景色の美しい時候。○遠坰…遙かに遠い郊野。○翡翠…かわせみ。○蜻蜓…とんぼ。○弄…楽しむ。○穀雨…二十四節季の一つ、淸明後十五日。○萍…浮き草。○勝會…盛大な宴会。○留…後世に伝わるようにする。○畫蘭亭…王羲之が開いた蘭亭の会を画いた絵。

【構成】
○首聯も対句。○第三句、第六句は水中の景。第四句、第五句は地上の景（互鎖の変格）



[bookmark: _Hlk113718160]送人入蜀 	    人の蜀に入るを送る　　　　　　　　　　　　　李　遠	

蜀客本多愁　　　　蜀客 本 (もと) 愁 (うれい)多し
[bookmark: _Hlk113718716]君今是勝遊　　　　君 今 是 (ここ)に勝遊 (しょうゆう)す
碧藏雲外樹　　　　碧は蔵す 雲外の樹
紅露驛邊樓　　　　紅は露 (あらわ)す 駅辺の楼
杜于呼名語　　　　杜于 (とう) 名を呼んで語り
[bookmark: _Hlk113718947]巴江學字流　　　　巴江 字を学んで流る
不知煙雨夜　　　　知らず 煙雨の夜
何處夢刀州　　　　何れの処にか 刀州 (とうしゅう)を夢みん

【語釈】
○蜀客…蜀から来た旅人。○勝遊…景勝地を繞って遊ぶ。○杜于…ホトトギス。蜀の望帝（名は杜于）が死んでその魂がホトトギスになったという伝え。○學字流…巴という字を学んだように、曲がりくねって流れる。○煙雨…霧雨。○夢刀州…栄転して蜀の益州の刺史になること。「刀州夢」（晉書、王濬傳）。

【構成】
○頷聯、頸聯は蜀の事を述べ、首聯、尾聯は人のことを述べる。


七里灘	　　　　　七里灘 (しちりたん)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許　渾	

天晚日沈沈　　　　天晩 (く)れて 日沈々 (ちんちん)
歸舟繫柳陰　　　　帰舟 柳 (りゅう)陰 (いん)に繫 (つな)ぐ
江村平見寺　　　　江村 平 (たいらか)にして寺を見
山郭遠聞砧　　　　山郭 遠くして砧 (きぬた)を聞く
樹密猿聲響　　　　樹密にして猿声響き
波澄鴈影深　　　　波澄んで　鴈影深し
榮華暫時事　　　　栄華　暫時の事
誰識子陵心　　　　誰か識らん　子陵の心

【語釈】　
七里灘…浙江省権徳市の近くにある早瀬。沈沈…奥深いさま、静かなさま。江村…川辺の村。山郭…山の街。子陵…厳光のこと、光武帝の友人であったが、光武帝が即位しても招きに応ぜず、七里灘に隠棲した。


孤山寺	　　　　　孤山寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張　祜	

樓臺聳碧岑　　　　楼台 碧岑に聳え
一徑入湖心　　　　一径 湖心に入る
不雨山長潤　　　　雨ならずして 山 長く潤い
無雲水自陰　　　　雲くして 水 自ら陰る
斷橋荒蘚合　　　　断橋 荒蘚合し
空院落花深　　　　空院 落花深し
[bookmark: _Hlk113727147][bookmark: _Hlk113727120]猶憶西窗夜　　　　猶お憶う西窓の夜
鐘聲出北林　　　　鐘声 北林より出でしことを

【語釈】
○孤山…浙江省杭州市の名勝、西湖の中にある山。○碧岑…青緑色の峯。○長…つねに。○斷橋…弧山と岸をつなぐ橋。○荒蘚…荒い苔。○空院…人気のない部屋。○西窗…寝室。


惠山寺　　　　　　惠 (けい)山寺 (ざんじ)	　　　　　　　　　　　　　　　　　張　祜	

舊宅人何在　　　　旧宅 人 何 (いずく)にか在る
空門客自過　　　　空門 客 (かく) 自ら過ぐ
泉聲到池盡　　　　泉声 池に到りて尽き
山色上樓多　　　　山色 楼に上りて多し
小洞穿斜竹　　　　小洞 斜 (しゃ)竹 (ちく)を穿ち
重堦夾細莎　　　　重堦 (ちょうかい) 細莎 (さいさ)を夾 (はさ)む
殷勤望城市　　　　殷 (いん)勤 (ぎん)に 城市を望めば
雲水暮鐘和　　　　雲水 暮鐘に和す

【語釈】
○惠山寺…江蘇省無錫市の郊外の惠山にある寺。○舊宅…古い建物。○山色…山の気配。○斜竹…斜めに生えた竹。○重堦…重なった階段。○細莎…細いはまなすげ。○殷勤…心を込めてするさま。


[bookmark: _Hlk113728582][bookmark: _Hlk113729520]登蒲澗寺後二巖　　蒲澗寺 (ほかんじ)後の二 (に)巌 (がん)に登る	　　　　　　　　　　李羣玉	

五仙騎五羊　　　　五仙 五羊に騎りて
何代降茲鄉　　　　何れの代か 茲 (こ)の鄉に降 (くだ)る
[bookmark: _Hlk113729942]澗有堯時韭　　　　澗 (たに)には 尭 (ぎょう)時 (じ)の韭 (きゅう)有り
[bookmark: _Hlk113729989]山餘禹日糧　　　　山には 禹 (う)日 (じつ)の糧 (りょう)を余す
[bookmark: _Hlk113730370]樓臺籠海色　　　　楼台 海色を籠 (こ)め
[bookmark: _Hlk113730456]草樹發天香　　　　草樹 天香を発す
[bookmark: _Hlk113730272][bookmark: _Hlk113730615]浩笑煙波裏　　　　浩笑 (こうしょう) す煙波の裏
浮溟興甚長　　　　溟 (めい)に浮びて 興 甚だ長し

【語釈】
[bookmark: _Hlk113729716]○蒲澗寺…広州府（広東省広州市一帯）の寺。○起句…『寰宇記』『列仙傳』。○茲鄉…広州府。○堯時…堯帝が天下を収めていた時代。○韭…菖蒲。○禹日糧…藤の木。『南越誌』禹が藤の根を採って糧となし、饑民を救った。○浩笑…高笑い。○海色…海面が作り出す景色。○天香…芳香の美称。○煙波…靄のかかった水面。○溟…蒼溟、蒼く薄暗い。海。


[bookmark: _Hlk113769828]送僧還南海	　　僧の南海に還るを送る　　　　　　　　　　　李　洞	

春往海南邊　　　　春に海南の辺 (ほとり)に往き
[bookmark: _Hlk113770363]秋聞半夜蟬　　　　秋に半夜の蝉を聞く
鯨吞洗鉢水　　　　鯨は 鉢を洗う水を吞 (の)み
[bookmark: _Hlk113770579]犀觸點燈船　　　　犀 (さい)は 灯を点ずる船に触る
[bookmark: _Hlk113770669]島嶼分諸國　　　　島嶼 (とうしょ) 諸国を分かち
星河共一天　　　　星 (せい)河 (か) 一天を共にす
長安却迴日　　　　長安 却迴 (きゃくかい)の日
[bookmark: _Hlk113771892]松偃舊房前　　　　松は偃 (ふ)す　旧房の前

【語釈】
○僧…雲卿上人、河南省新故市の人、韓愈の祖父。○南海…河南省。○半夜…真夜中。○鉢…僧食を入れる鉢。食後水で洗う。○犀…水犀。月を喜ぶ性質がある。○島嶼…島々。○却迴…戻ってくる。○偃…倒れる。玄奘三蔵が西域に行ったとき、松の枝が西に倒れ、帰ったとき東に倒れたという故事。

【構成】
○交股格…第三句と第五句は昼景、第四句と第六句は夜景。


[bookmark: _Hlk113773668][bookmark: _Hlk113773012]鄠北李生舍	　　鄠 (こ)北 (ほく)の李生の舍　　　　　　　　　　　　唐　　李　洞	

[bookmark: _Hlk113773730]圭峰秋後夜　　　　圭 (けい)峰 (ほう) 秋後の夜
[bookmark: _Hlk113774749]亂葉落寒墟　　　　乱葉 寒墟 (かんきょ)より落つ
四五百竿竹　　　　四五百竿 の竹
二三千卷書　　　　二三千巻 の書
雲深猿盜栗　　　　雲深くして 猿 栗を盗み
雨霽螘沾蔬　　　　雨霽れて 螘 (あり) 蔬 (そ)に沾 (てん)す
只隔門前水　　　　只だ 門前の水を隔てて
如同萬里餘　　　　万里余に 如 (じょ)同 (どう)す

【語釈】
○鄠…陝西省西安市の一部。○李生…不祥。○圭峰…終南山の別峯。○寒墟…寒空。○蔬…野菜として食用出来る植物。○如同…同じようである。



[bookmark: _Hlk113777889]塞上	　　　　　 塞上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司空圖	

萬里隋城在　　　　万里 隋 (ずい)城 (じょう)在り
[bookmark: _Hlk113779176]三邊虜氣衰　　　　三辺 虜気 (りょき)衰う
沙填孤障角　　　　沙は填 (うず)む 孤障 (こしょう)の角 (かど)
燒斷故關碑　　　　焼 (しょう)は断つ 故関の碑
馬色經寒慘　　　　馬色 寒を経て惨 (いた)み
鵰聲帶晚悲　　　　鵰声 (ちょうせい) 晩 (ばん)を帯びて悲し
將軍正閑暇　　　　将軍 正に閑暇 (かんか)
[bookmark: _Hlk113779603]留客換歌辭　　　　客を留めて 歌辞 (かじ)に換う

【語釈】
○萬里隋城…隋によって修復された万里の長城。○三邊…南蛮、北狄、西戎。○虜氣…周辺国が中国を侵そうとする気。○孤障…孤立した城塞。○燒斷…（太平の世なので）かがり火を焚くこともない。○鵰…猛禽類、屍肉を食う。○換歌辭…軍事を歌辞に変える。


[bookmark: _Hlk113859361][bookmark: _Hlk113859407]寄永嘉崔道融　　　永 (えい)嘉 (か)の崔 (さい)道 (どう)融 (ゆう)に寄す　　　	　　　　　　　司空圖	

旅寓雖難定　　　　旅寓 (りょぐう) 定め難しと雖 (いえど)も
乘閑是勝遊　　　　閑 (かん)に乗じて是に勝遊す
碧雲蕭寺霽　　　　碧雲 蕭寺 (しょうじ) 霽 (は)る
[bookmark: _Hlk113860514]紅樹謝村秋　　　　紅樹 謝 (しゃ)村 (そん) 秋なり
戍鼓和潮暗　　　　戍 (じゅう)鼓 (こ) 潮に和して暗く
船燈照島幽　　　　船灯　島を照らして幽なり
詩家多滯此　　　　詩家 多く 此 (ここ)に滞 (とどこお)る
風景似相留　　　　風景　相 (あい)留 (とど)むるに似たり

【語釈】
○永嘉…永嘉州（浙江省永嘉県）。○崔道融…不祥。○旅寓…旅の中での仮住まい。○勝遊…心にかなった遊びをする。○蕭寺…寺院。○謝村…謝霊運が住んで居た村。○戍鼓…兵営で鳴らす太鼓。○滯…滞留する。


[bookmark: _Hlk113860994][bookmark: _Hlk113863712]泊靈溪館　　　　　靈溪館 (れいけいかん)に泊す	　　　　　　　　　　　　　　鄭　巢	

孤吟疎雨絕　　　　孤吟 疎雨 絶ゆ
荒館亂峰前　　　　荒館 乱峰の前
曉鷺棲危石　　　　暁 (ぎょう)鷺 (ろ) 危石に棲み
[bookmark: _Hlk113863862]秋萍滿敗船　　　　秋萍 (しゅうひょう) 敗船に満つ
[bookmark: _Hlk113864031]溜從華頂落　　　　溜 (りゅう)は 華頂従 (よ)り落ち
樹與赤城連　　　　樹は 赤城 (せきじょう)と連がる
[bookmark: _Hlk113864324]已有求閑意　　　　已に 閑 (かん)を求むる意有り
相期在暮年　　　　相 (あい)期 (き)すは 暮年に在り

【語釈】
[bookmark: _Hlk113864236]○靈溪館…不祥、靈溪は渓の美称。○疎雨…疎らな雨。○危石…人が見て危ないと思うような岩。○秋萍…秋の浮き草。○敗船…廃船。○溜…滝のこと。○華頂…浙江省台州市の華頂峯。○赤城…浙江省台州市の赤城峰。○求閑意…隠棲の意。○相期…期待する。○暮年…晩年


[bookmark: _Hlk113865389]甘露寺            甘露寺         　　　　　　　　　　　　　　　孫　魴	

寒暄皆有景　　　　寒暄 (かんけん) 皆 景有り
[bookmark: _Hlk113865465]孤絶畫難形　　　　孤絶 画けども 形どり難し
地拱千尋嶮　　　　地は 千尋の嶮 (けん)を拱 (きょう)し
天垂四面青　　　　天は四面の青 (せい)に垂 (た)る
晝燈籠雁塔　　　　昼灯 雁塔に籠め
夜磬徹漁汀　　　　夜磬 (やけい) 漁汀に徹 (とお)る
最愛僧房好　　　　最も愛す 僧房の好きを
波光滿戸庭　　　　波光 戸庭 (こてい)に満つ

【語釈】
[bookmark: _Hlk113867702]○甘露寺…江蘇省鎮江市の北固山の上にある山。○寒暄…四時。○孤絶…高く聳える。○拱…とりまく。○雁塔…甘露寺にある塔の名。○夜磬…夜鳴らす磬（への字型の打楽器）の音。


江行　　　　　　　 江行	　　　　　　　　　　　　　　　　　李咸用	

[bookmark: _Hlk113868818]瀟湘無事後　　　　瀟湘 無事の後
征棹復嘔啞　　　　征 (せい)棹 (とう) 復 (ま)た嘔啞 (おうあ)
高岫留斜照　　　　高岫 (こうしゅう) 斜照を留め
[bookmark: _Hlk113871405]歸鴻背落霞　　　　帰 (き)鴻 (こう) 落霞に背 (そむ)く
魚依沙岸草　　　　魚は　沙岸の草に依り　
蝶寄洑流槎　　　　蝶は　洑流 (ふくりゅう)の槎 (さ)に寄る
共說干戈苦　　　　共に　説く干戈 (かんか)の苦 (く)
汀洲減釣家　　　　汀 (てい)洲 (しゅう) 釣家を減ずと

【語釈】
○瀟湘…湖南省の地。○無事後…兵乱が終わった後。○征棹…船遊びの櫂の音。○復…再び。○嘔啞…喧しいさま。○高岫…山の極めて高いところ。○斜照…夕陽の光。○落霞…夕焼け。○洑流…逆流。○槎…浮き草。○干戈…戦乱。○汀洲…水中の中洲。


春日野望 　　　　　春日野望	　　　　　　　　　　　　　　　　　李　中	

[bookmark: _Hlk113872091]野外登臨望　　　　野外 登臨して望めば
[bookmark: _Hlk113872151]蒼蒼煙景昏　　　　蒼々として 煙景昏し
暖風醫病草　　　　暖風 病草を医し
甘雨洗荒村　　　　甘雨 荒村を洗う
雲散天邊影　　　　雲は散ず 天辺の影
潮迴島上痕　　　　潮 (うしお)は迴 (めぐ)る 島上の痕
故人不可見　　　　故人 見るべからず
倚杖役吟魂　　　　杖に倚りて 吟魂を役す

【語釈】
○野望…野原の眺め。○登臨…高いところに登って下を眺望する。○蒼蒼…天の青々としたさま。○煙景…霞のかかった景色。○病草…冬にいたんだ草。○甘雨…好時の雨、慈雨。○雲散…賊軍が去ったこと。○天邊…地平線。○吟魂…詩人の魂。


勝果寺　　　　　　 勝果寺	　　　　　　　　　　　　　　　　　處　默	

路自中峰上　　　　路は 中峰より上る
盤回出薜蘿　　　　盤回 (ばんかい)して 薜蘿 (へきら)を出ず
到江呉地盡　　　　江に到りて 呉地尽き
隔岸越山多　　　　岸を隔てて 越山多し
古木叢青靄　　　　古木 青 (せい)靄 (か)を叢 (あつ)め
遙天浸白波　　　　遥天 (ようてん) 白波を浸 (ひた)す
下方城郭近　　　　下方 城郭近し
[bookmark: _Hlk113875720][bookmark: _Hlk113875803]鐘磬雜笙歌　　　　鐘磬 (しょうけい) 笙歌 (しょうか)を雑 (まじ)う

【語釈】
○勝果寺…浙江省杭州城南の鳳凰山にある寺。○中峰…山の中腹あたり。○盤回…めぐりめぐること。○薜蘿…かづら等の茂。○江…銭塘江。○呉地…現在の江蘇省の地方。○越…現在の浙江省の地方。○遙天…遙かな空。○鐘磬…鐘と磬（への字型の楽器）の音。○笙歌…笛の音と歌声。
（参考文献）　『唐詩選』

靜林寺	　　　　　 静林寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧靈一	

靜林溪路遠　　　　静林 渓路遠し
[bookmark: _Hlk113878763]蕭帝有遺蹤　　　　蕭 (しょう)帝 (てい) 遺蹤 (いせき)有り
水擊羅浮磬　　　　水は 羅 (ら)浮 (ふ)の磬 (けい)を撃 (う)ち
[bookmark: _Hlk113879422]山鳴于闐鐘　　　　山は 于闐 (うてん)の鐘を鳴らす
燈傳三世火　　　　灯は伝う 三世の火
樹老五株松　　　　樹は老ゆ 五株の松
無數煙霞色　　　　無数 煙霞の色
[bookmark: _Hlk113879782]空聞昔臥龍　　　　空しく聞く 昔の臥竜

【語釈】
[bookmark: _Hlk113878642]○靜林寺…湖北省襄陽市にある寺。梁の武帝の即位前の住居。○蕭帝…梁の武帝。○遺蹤…遺跡。○羅浮磬…羅浮山（広東省増城県北東にある山）から出た石で出来た磬（石で出来たへの字型の楽器）。○于闐…中国の西域にあったオアシス都市国家。現在の中国新疆ウイグル自治区ホータン県。この国の鐘は風が吹くと独りでに鳴るという伝説があった。○三世…過去、現在、未来。○煙霞…靄と霞。○昔臥龍…昔、淵に住んでいた龍。


秋夜同梁鍠文宴　　秋夜 梁鍠 (りょうこう)文 (ぶん)と同 (とも)に宴す	　　　　　　　　　　錢　起	

客到衡門下　　　　客は到る 衡 (こう)門 (もん)の下
盃香蕙草時　　　　杯は香る 蕙 (けい)草 (そう)の時
好風能自至　　　　好風　能 (よ)く自 (おのずか)ら至る
明月不須期　　　　明月 須 (すべから)く期すべからず
秋水翻荷影　　　　秋水 荷 (か)影 (えい)を翻えし
晴霜脆柳枝　　　　晴 (せい)霜 (そう) 柳枝を脆 (もろ)くす
微官是何物　　　　微官 是れ何物ぞ
計可廢吟詩　　　　計可 (そくばく) 吟詩を廃せん

【語釈】
○梁鍠…不詳、天宝年間の人。○衡門…上に横木を渡しただけの粗末な門、冠木門。○蕙草…香草の一種。○不須期…期待しないでも自然に登ってくる。○荷影…蓮の葉。○脆…脆弱。○是何物…反語、軽んずる意味。○計可…反語、どうして～しようか。


望秦川　　　　　　秦川を望む　　　　　　　　　　　　　　	李　頎	

秦川朝望迥　　　　秦川 朝望迥 (はるか)なり
日出正東峯　　　　日は出ず 正東の峯
遠近山河淨　　　　遠近 山河浄く
逶迤城闕重　　　　逶迤 (いい)として 城 (じょう)闕 (けつ)重し
秋聲萬戸竹　　　　秋声 万戸の竹
寒色五陵松　　　　寒色 五陵の松
客有歸歟嘆　　　　客に帰歟 (きよ)の嘆き有り
悽其霜露濃　　　　悽 (せい)其 (き)として 霜露濃 (こまやか)なり

【語釈】
○秦川…長安一帯。○正東…真東。○逶迤…うねうねと曲がって長く続くさま。○城闕 … 城門、転じて宮殿。○万戸…長安の家々を指す。○秋聲…秋の気配。○寒色…冬げしき。○五陵…漢の高祖以下五帝の陵墓、長安の北郊にあった。○客…旅人、作者自身を指す。○歸歟…故郷へ帰りたいと言う思い。「帰らん歟」。歟…助辞、「か」と読む、多くは「與」（与）で代用する。悽其…寒風の形容。其は助辞。霜露…霜と露。
（参考文献）　『唐詩選』


池上	　　　　　　池上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白居易	

嫋嫋涼風動　　　　嫋々 (じょうじょう)として 涼風動き
淒淒寒露零　　　　淒々 (せいせい)として 寒露 (かんろ)零 (お)つ
蘭衰花始白　　　　蘭 衰えて 花 始めて白く
[bookmark: _Hlk113887670]荷破葉猶青　　　　荷 (か) 破れて 葉 猶お青し
獨立棲沙鶴　　　　独り立ち 沙に棲 (す)む鶴
雙飛照水螢　　　　双飛す 水を照らす蛍
[bookmark: _Hlk113888131]若爲寥落境　　　　若 (い)為 (か)んぞ 寥落 (りょうらく)の境
仍值酒初醒　　　　仍 (な)お　酒の初めて醒 (さ)むるに值 (あ)う

【語釈】
○嫋嫋…風のそよぐさま。○淒淒…寂しく冷たいさま。○零…落ちる。○荷…蓮の花。○若爲…「いかんぞ」と読み、「どのように」「いかにして」「どれほど」などの意。○寥落…落ちぶれたさま。
（参考文献）　『新釈漢文大系　白氏文集（九）』


[bookmark: _Hlk113891420][bookmark: _Hlk113891030]西陵夜居          西陵夜居	                                   呉　融	

寒潮落遠汀　　　　寒潮 遠汀 (えんてい)に落ち
暝色入柴扃　　　　暝 (めい)色 (しょく) 柴扃 (さいけい)に入る
[bookmark: _Hlk113891591][bookmark: _Hlk113891709]漏永沈沈靜　　　　漏 永くして 沈々 (ちんちん)として静に
[bookmark: _Hlk113891774]燈孤的的清　　　　灯 孤にして 的々 (てきえき)として清し
[bookmark: _Hlk113891797]林風移宿鳥　　　　林風 宿鳥を移し
[bookmark: _Hlk113891838]池雨定流螢　　　　池雨 流蛍定まる
[bookmark: _Hlk113891879]盡夕成愁絶　　　　尽夕 (じんせき) 愁絶 (しゅうぜつ)を成す
啼蛩莫近庭　　　　啼蛩 (ていきょう) 庭に近ずく莫 (な)かれ

【語釈】
○西陵…不祥。○落…潮が引く。○暝色…暗い色。○柴扃…柴門、粗末な家。○漏…水時計。○沈沈…奥深く静かなさま。○的的…明らかなさま。○宿鳥…宿っている鳥。○定…一カ所に集まる。○盡夕…夜通し。○愁絶…愁いの激しいこと。○啼蛩…啼いているキリギリス。


旅遊傷春　　　　　旅遊 春を傷む	　　　　　　　　　　　　　　李昌符	

酒醒郷關遠　　　　酒 醒めて 郷関 (きょうかん)遠し
[bookmark: _Hlk113892787]迢迢聽漏終　　　　迢々 (ちょうちょう)として 漏 (ろう)の終るを聴く
曙分林影外　　　　曙 (しょ)は分かる 林 (りん)影 (えい)の外 (ほか)
春盡雨聲中　　　　春は尽く 雨声の中 (うち)
鳥倦江村路　　　　鳥は倦 (う)む 江村の路
花殘野岸風　　　　花は残る 野岸の風
十年成底事　　　　十年 底事 (なにごと)をか成す
羸馬厭西東　　　　羸 (えい)馬 (ば) 西東を厭 (いと)う

【語釈】
○旅遊…旅行中。○郷關…故郷。○迢迢…夜が更けてゆくさま。遙かなさま。○底事…何事。○羸馬…痩せた馬。


春山	　　　　　　春山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貫　休	

重疊太古色　　　　重畳 (ちょうじょう)たり　太古の色
濛濛花雨時　　　　濛々 (もうもう)たり 花雨の時
好山行恐盡　　　　好山 行ゆく 尽くるを恐れ
流水語相隨　　　　流水 語りて 相 (あい)随 (したが)う
黑壤生紅朮　　　　黒壌 (こくじょう) 紅朮 (こうじゅつ)を生じ
黃猨領白兒　　　　黄猨 (こうえん) 白児を領す
因思石橋月　　　　因 (よ)って思う 石橋の月
曾與道人期　　　　曽 (かつ)て 道人と期せしことを

【語釈】
○重疊…たたみのように重なること。○濛濛…薄暗いさま。○花雨…春雨。○黑壤…黒い肥えた土。○紅朮…赤い野草。○因…従って、そこで。○石橋…天台山の景勝の地。○道人…道を身につけた人。○期…約束する。


[bookmark: _Hlk113899270]送懷州呉別駕	　　懷州 (かいしゅう)の呉別駕 (ごべつが)を送る　　　　　　　　　　　　　岑　參	

灞上柳枝黃　　　　灞上 柳枝 黄なり
[bookmark: _Hlk113899639]壚頭酒正香　　　　壚頭 (ろとう) 酒 正に香 (かんば)し
春流飲去馬　　　　春流 去 (きょ)馬 (ば)に飲 (みずか)い
暮雨濕行裝　　　　暮雨 行装 (こうそう)を湿 (うるお)す
驛路通函谷　　　　駅路 函谷に通じ
州城接太行　　　　州城 太行に接す
[bookmark: _Hlk113900522]覃懷人總喜　　　　覃懐人総べて喜ぶ
[bookmark: _Hlk113900746]別駕得王祥　　　　別駕王祥を得たりと

【語釈】
○懷州…河南省焦作市沁陽市。○呉別駕…不祥。別駕は刺史の巡察に随行する官。○灞上…陝西省西安市の東にあった宿場町。○壚頭…酒屋。○太行…山の名、河南省西北部、山西省東部、河北省西部にある。○州城…懷州の刺史が駐在する町。○覃懷…河南省新鄉市新鄉縣。○王祥…魏末西晉の人、母に孝行して有徳の人として名高い。呉別駕をなぞらえている。


[bookmark: _Hlk113948948]高官谷贈鄭鄠	　　高官 (こうかん)谷 (や)にて鄭鄠 (ていこ)に贈る　　　　　　　　　　　岑　參	

谷口來相訪　　　　谷口より 来 (きた)りて 相 (あい)訪 (と)う
空齋不見君　　　　空 (くう)斎 (さい) 君を見ず
澗花然暮雨　　　　澗 (かん)花 (か) 暮雨に然 (も)え
潭樹暖春雲　　　　潭樹 (たんじゅ) 春雲 暖かなり
[bookmark: _Hlk113950017]門徑稀人迹　　　　門径 人迹 (じんせき)稀に
簷峰下鹿羣　　　　簷 (えん)峰 (ほう) 鹿群 (ろくぐん)下る
衣裳與枕席　　　　衣裳と枕席と
[bookmark: _Hlk113950417]山靄碧氛氳　　　　山 (さん)靄 (はい) 碧 (へき) 氛氳 (ふんうん)

【語釈】
○高官谷…不祥。○鄭鄠…不祥。○相訪…訪問する。相は行動が相手に及ぶ殊を示す。○空齋…人気の無い書斎。○澗花…渓に咲く花。○潭樹…淵に望む樹。○門径…門の前の道。○簷峰…家のひさしのような形をした峰。○山靄…山にかかる靄。○氛氳…気の盛んなさま。


山居即事	    山居即事                                    王　維	

寂寞掩柴扉　　　　寂寞 (せきばく)として 柴 (さい)扉 (ひ)を掩い
蒼茫對落暉　　　　蒼茫 (そうぼう)として 落暉 (らっき)に対す
鶴巢松樹遍　　　　鶴は 松樹に巣いて遍く
人訪蓽門稀　　　　人は 蓽門 (ひつもん)を訪 (と)ふこと稀なり
綠竹含新粉　　　　緑竹 新粉を含み
紅蓮落故衣　　　　紅蓮 (こうれん) 故衣 (こい)を落とす
渡頭煙火起　　　　渡頭 (ととう) 煙火起る
處處采菱歸　　　　処々 菱を采りて帰る

【語釈】
○寂寞…ひっそりとして物寂しいさま。○柴扉…柴で作った戸、粗末な住居。○蒼茫…水面などの青青として果てしなく広いさま。○落暉…夕日の光。○蓽門…柴や竹を編んで作った粗末な門。○紅蓮…紅色の蓮。○故衣…古くから着た衣〔花びらを例えている〕。○渡頭…渡し場。○煙火…ともしび。
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』


[bookmark: _Hlk114026571][bookmark: _Hlk114027263]題薦福寺衡嶽禪師房　　薦福寺の衡岳禅師の房に題す　　　　	韓　翃	

春城乞食還　　　　春城 食を乞いて還える
高論此中閑　　　　高論 此の中 (うち)に閑 (かん)なり
[bookmark: _Hlk114027348][bookmark: _Hlk114027424]僧臘堦前樹　　　　僧臘 (そうろう) 堦 (かい)前 (ぜん)の樹
禪心江上山　　　　禅心 江上の山
疎簾看雪卷　　　　疎簾　雪を看て巻き
深戸映花關　　　　深戸　花を映じて関 (と)ざす
晚送門人去　　　　晩に　門人を送り去り
鐘聲杳靄間　　　　鐘声 杳 (こん)靄 (あい)の間 (かん)

【語釈】
○薦福寺…陝西省西安市薦福寺。○衡岳禅師…不祥。○僧臘…受戒後の期間。○堦前…きざはしの前。○門人…参詣の人。○杳靄…遙かな雲。



[bookmark: _Hlk114031087][bookmark: _Hlk114031122]送史澤之長沙	　　史 (し)澤 (たく)の長沙に之 (い)くを送る　　　　　　　　　　　　司空曙	
謝朓懷西府　　　　謝朓 (しゃちょう) 西府を懐う
[bookmark: _Hlk114031839][bookmark: _Hlk114031990]單車觸火雲　　　　単車 火雲に触る
[bookmark: _Hlk114032102]野蕉依戍客　　　　野蕉 (やしょう) 戍客 (じゅかく)に依 (よ)り
廟竹映湘君　　　　廟 (びょう)竹 (ちく) 湘 (しょう)君 (くん)に映ず
[bookmark: _Hlk114032387][bookmark: _Hlk114032472]夢渚巴山斷　　　　夢 (ぼう)渚 (ちょ) 巴山 (はざん)断え
長沙楚路分　　　　長沙 楚 (そ)路 (ろ)分る
一杯從別後　　　　一杯 別れて従 (よ)り後
風月不相聞　　　　風月 相聞かず

【語釈】
[bookmark: _Hlk114032334]○史澤…不祥。○長沙…湖南省長沙市。○謝朓…南朝斉の詩人・文学者。同族の謝霊運・謝恵連とともに、六朝時代の山水詩人として名高く、あわせて「三謝」と称される。○西府…建業（南京）の西の地名。この場合は西府の同僚のこと。謝朓を史澤に、作者を西府の同僚になぞらえている。○単車…一両の車。急用の為に宿駅に用意してある。○火雲…夏の暑さ。○戍客…太守。○野蕉依戍客…長沙に多い芭蕉が太守である史澤の住居に寄りかかるという意。○廟竹…湘君廟にある竹。○湘君…廟内の湘君の木像。○夢渚…雲夢沢のこと、湖南省岳州市に属す。○巴山…湖北省恵州荊州にある山。○楚路…湖北省の道。



[bookmark: _Hlk114033665][bookmark: _Hlk114038646]送裴侍御歸上都    裴 (はい)侍御 (じろう)が上都 (じょうと)に帰るを送る　　　　　　　　　　　張　謂	
楚地勞行役　　　　楚地 行役に労す
[bookmark: _Hlk114070470][bookmark: _Hlk114070442]秦城罷鼓鼙　　　　秦城 鼓鼙 (こへい)を罷 (や)む
[bookmark: _Hlk114070520]舟移洞庭岸　　　　舟は移る 洞庭の岸
[bookmark: _Hlk114070548]路出武陵谿　　　　路は出ず 武陵の谿
江月隨人影　　　　江月 人影に随い
山花逐馬蹄　　　　山花 馬蹄を逐 (お)う
[bookmark: _Hlk114070981]離魂將別夢　　　　離 (り)魂 (こん) 別夢 (べつむ)を将 (も)って
先爾到關西　　　　爾 (なんじ)に先 (さきだ)って 関西 (かんせい)に到る

【語釈】
○裴侍御…不祥。侍御は天子のお側に使える人。○上都…長安。○楚地…春秋時代の楚の国の地。○行役…官命により土木工事、国境の守りに就くこと。○秦城…長安。○罷鼓鼙…安禄山の乱が治まったこと。○洞庭…洞庭湖。○武陵溪…湖南省常德市武陵溪。○離魂…肉体を離れた魂。○別夢…別れの夢。○關西…長安。


[bookmark: _Hlk114071845]過蕭關 	　　蕭 (しょう)関 (かん)を過ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　張　蠙	

出得蕭關北　　　　蕭関 (しょうかん)の北に 出ずるを得たり
儒衣不稱身　　　　儒 (じゅ)衣 (い) 身に称 (かな)わず
[bookmark: _Hlk114072225]隴狐來試客　　　　隴 (ろう)狐 (こ) 来りて 客 (かく)を試み
沙鶻下欺人　　　　沙鶻 (さこつ) 下りて人を欺 (あざむ)く
[bookmark: _Hlk114072417][bookmark: _Hlk114072433]曉戍殘烽火　　　　暁戍 (ぎょうじゅ) 烽火 (ほうか)残り
[bookmark: _Hlk114072492]晴原起獵塵　　　　晴原　猟 (りょう)塵 (じん)起る
邊戎莫相忌　　　　辺 (へん)戎 (じゅう)　相 (あい)忌 (い)むこと莫かれ
非是霍家親　　　　是れ 霍家 (かくか)の親 (しん)にあらず

【語釈】
○蕭關…寧夏回族自治区の固原の東南にあった関所。○儒衣…儒者の着る服。○隴狐…塚の穴に住む狐。○沙鶻…砂浜に住むクマダカ。○曉戍…暁の防衛のためのとりで。○烽火…のろし火。○獵塵…猟をするための馬蹄の煙。○邊戎…辺境の地の少数民族。○相忌…（自分を）嫌う。○霍家親…霍去病の親族。


秋夜宿僧院 	　　秋夜 僧院に宿す　　　　　　　　　　　　　劉得仁	

禪寂無塵地　　　　禅 (ぜん)寂 (じゃく) 無塵の地
焚香話所歸　　　　香を焚きて 所帰 (しょき)を話 (わ)す
樹搖幽鳥夢　　　　樹は 幽鳥の夢を揺 (うご)かし
螢入定僧衣　　　　蛍は 定僧 (じょうそう)の衣に入る
破月斜天半　　　　破 (は)月 (げつ) 天半に斜めに
高河下露微　　　　高河 (こうか) 露を下して微 (かすか)なり
翻令嫌白日　　　　翻 (かえ)って 白日は嫌 (きら)わしむ
動即與心違　　　　動 (やや)もすれば 即ち心と違 (たが)う

【語釈】
○禪寂…静かに思慮瞑想に耽ること。○所歸…自分の道において心の帰着すること。○幽鳥…声無く隠れ住む鳥。○定僧…座禅に入った僧。○破月…片月。○天半…空の中央。○高河…天の川。○白日…明るい太陽。



宿宣義池亭 	　　宣 (せん)義 (ぎ)の池亭に宿す　　　　　　　　　　　　　　劉得仁	

暮色遶柯亭　　　　暮色 柯亭 (かてい)を遶 (めぐ)ぐり
南山出竹青　　　　南山 竹を出て青し
夜深斜舫月　　　　夜は深し 斜 (しゃ)舫 (ぼう)の月
風定一池星　　　　風は定まる 一池の星
島嶼無人跡　　　　島嶼 (とうしょ) 人跡無く
菰蒲有鶴翎　　　　菰 (こ)蒲 (ほ) 鶴翎 (かくしょう)有り
此中休便得　　　　此の中 (うち)に 休せんば便 (すなわ)ち得ん
何必泛滄溟　　　　何ぞ必ずしも 滄溟 (そうめい)に泛ばん

【語釈】
○宿宣…浙江省紹興市会稽山の地名。○池亭…池の畔にある亭。○柯亭…浙江省紹興市西南の地名。○斜舫…斜めになっている舟。○島嶼…島々。○菰蒲…マコモとガマ。○鶴翎…鶴の羽。○滄溟…大海原。○何必泛滄溟…論語「子曰、「道不行、乘桴浮於海、從我者、其由與。」を踏まえる。



送殷堯藩遊山南 　殷堯藩 (いんぎょうはん)の山南に遊ぶを送る　　　　　　　　　	姚　合	

詩境西南遠　　　　詩境 西南遠し
秋聲晝夜蛩　　　　秋声 昼夜の蛩 (きょう)
人家連水影　　　　人家 水影に連なり
驛路在山峯　　　　駅路 山峰に在り
溪靜雲生石　　　　渓 静かにして 雲 石に生じ
天晴雪覆松　　　　天 晴れて 雪 松を覆う
我爲公府繫　　　　我 公府 (こうふ)に繫 (つな)がれ為 (た)り
不得此相從　　　　此 (ここ)に 相 (あい)従 (したが)うを得ず

【語釈】
○殷堯藩…浙江省嘉興の人。憲宗元和九年の進士、侍御史となる。○遊山南…湖南觀察使李翱の幕僚として長沙に赴く。○詩境…詩情あふれる境地。○秋聲…秋の気配を感じさせる物音。○公府…官府。役人の勤め先。



題李凝幽居　　　　李凝 (りぎ)の幽居に題す　　　　　　　　　　　　	賈　島	

閑居少鄰並　　　　閑居 隣 (りん)並 (ぺい)少なし
草徑入荒園　　　　草径 (そうけい) 荒園に入る
鳥宿池中樹　　　　鳥は宿る 池中の樹
僧敲月下門　　　　僧は敲く 月下の門
過橋分野色　　　　橋を過ぎて 野色を分ち
移石動雲根　　　　石を移して 雲根を動かす
暫去還來此　　　　暫く去りて 還 (かえ)って此 (ここ)に来らん
幽期不負言　　　　幽期 言に負かず

【語釈】
○李凝…不詳。李疑ともする。○幽居…静かなわび住まい。○閒居…静かな住まい。○少…まれである。○鄰並…隣り合う住まい。○草徑…草深い小道、田舎道。○荒園…荒れ果てた畑。○池邊…池の畔。○過橋…橋を渡る。○分…分かつ、分け隔てる。○野色…野原の景色。○雲根…山の高いところ。○幽期…奥深い約束。○不負…そむかない。
（参考文献）　ブログ（詩詞世界）


金山寺　　　　　　金山寺　　　　　	　　　　　　　　　　　　　　張　祜	

一宿金山寺　　　　一宿 金山寺
微茫水國分　　　　微茫 (びぼう) 水国を分つ
僧歸夜船月　　　　僧は帰る 夜船の月
龍出曉堂雲　　　　竜は出ず 暁堂の雲
樹色中流見　　　　樹色 中流に見る
鐘聲兩岸聞　　　　鐘声 両岸に聞ゆ
因悲在城市　　　　因 (よ)りて悲しむ 城市に在りて
終日醉醺醺　　　　終日 酔いて 醺々 (くんくん)たるを

【語釈】
○金山寺…江蘇省鎮江市にある寺。○微茫…かすかでぼんやりしているさま。○城市…俗世間の意。○醺醺…酒の匂いをいう。


[bookmark: _Hlk114126584]商山早行	　　商山早行　　　　　　　　　　　　　　　　　　溫庭筠	

晨起動征鐸　　　　晨 (あした)に起き 征鐸 (せいたく)を動かす　　　　
客行悲故郷　　　　客 (かく)行 (こう) 故郷を悲しむ　　　
雞聲茅店月　　　　雞声 (けいせい) 茅店の月　　　　
人迹板橋霜　　　　人迹 (じんせき) 板橋の霜　　　　　
槲葉落山路　　　　槲 (かい)葉 (よう) 山路に落ち　　　　
枳花明驛牆　　　　枳 (き)花 (か) 駅牆 (えきしょう)に明 (あきらか)なり　　　
因思杜陵夢　　　　因 (よ)りて思う 杜陵の夢　　　　
鳧雁滿迴塘　　　　鳧 (ふ)雁 (がん) 迴塘 (かいとう)に満つ
　　　　
【語釈】
商山 … 山の名。陝西省商県の東南にある、漢代の初めに、四人の隠士が乱を避けて隠れ住んだことで有名、四人とも鬚ひげや眉が皓白の老人であったので、「商山の四皓」と呼ばれた。早行 … 早朝に旅立つこと。晨起 … 朝早く起きる。征鐸 … 旅の車の鈴。動 …あるいは鈴を鳴らしつつ車を進めること。客行 … 故郷を離れ、旅路にあること。茅店 … 茅かや葺ぶき屋根の粗末な宿屋。人迹 … 人の足あと。板橋 … 木の板を渡しただけの粗末な橋。槲葉 … かしわの葉。枳花 … からたちの花。駅牆 … 駅舎の土塀。因思 … そこでふと思い起こされる。杜陵 … 長安城の東南の郊外にある高台、当時有名な行楽地であった。鳧雁 … 野鴨と雁。迴塘 … 回るように湾曲した池、曲江を指すと思われる。
（参考文献）　『唐詩三百首』


[bookmark: _Hlk114133815]秋日送方干遊上元    秋日 方 (ほう)干 (かん)の上元 (じょうげん)に遊ぶを送る　　　　　	曹　松	

[bookmark: _Hlk114292093]天高淮泗白　　　　天高く 淮 (わい)泗 (し)白し
[bookmark: _Hlk114294177]料子趣修程　　　　料 (はか)る 子 (し)が 修 (しゅう)程 (てい)に趣 (おもむ)くことを
汲水疑山動　　　　水を汲めば 山の動くかと疑い
揚帆覺岸行　　　　帆を揚げて 岸の行くかと覚ゆ
雲離京口樹　　　　雲は離る 京口の樹
[bookmark: _Hlk114294375]鴈入石頭城　　　　鴈は入る 石頭 (せきとう)城 (じょう)
[bookmark: _Hlk114294616]後夜分遙念　　　　後夜 遥 (よう)念 (ねん)を分 (わか)たば
諸峰霜露生　　　　諸峰 霜 (そう)露 (ろ)生ぜん

【語釈】
○晩唐の詩人新定（浙江省建徳県）の人。宣宗の大中年間に、進士を受験して失敗。会稽の鏡湖に隠棲をして、布衣で終わった。○上元…南京市江寧県。○淮泗…淮水（江蘇省を流れる川）と泗水（淮水に合流する川）。○修程…長い道のり。○京口…浙江省鎮江市の地名。○石頭城…南京市の古名。○後夜…別れて後の夜。○（相手を）遙かに思う気持ち。



[bookmark: _Hlk114295979]寄睦州陸          陸 (りく)睦州 (むつしゅう)に寄す	　　　　　　　　　　　　　　許　棠	

下國多高趣　　　　下国 (かこく) 高趣多し
終年半是吟　　　　終年 半ば是 (こ)れ吟
[bookmark: _Hlk114296692]汐潮通越分　　　　汐 (せき)潮 (ちょう) 越分 (えつぶん)に通じ
部伍雜蠻音　　　　部伍 (ぶご) 蛮音 (ばんおん)を雑 (まじ)う
曉郭雲藏市　　　　暁郭 雲 市を蔵し
春山鳥護林　　　　春山 鳥 林を護る
東遊雖未遂　　　　東遊 未だ遂げずと雖 (いえど)も
日日至中心　　　　日々 中心に至る

【語釈】
[bookmark: _Hlk114296122][bookmark: _Hlk114297019]○陸睦州…不祥。睦州は睦州（浙江省杭州市建德市）の刺史。○下國…地方の下等の国。小国。○高趣…高尚な趣の在る風景。○汐潮…潮、海原。○越分…越の地方との分点。○部伍…軍隊の部分けの組。○蠻音…南蛮の方言。○日日至中心…東游（睦州に行こうと思う）気持は日々心の中にある。


[bookmark: _Hlk114298659]與崔員外秋直	　　崔 (さい)員外 (いんがい)と秋に直す　　　　　　　　　　　　　　王　維	

[bookmark: _Hlk114299074]建禮高秋夜　　　　建礼 高秋の夜
承明候曉過　　　　承明 暁の過ぐるを候 (ま)つ
[bookmark: _Hlk114299633][bookmark: _Hlk114299468]九門寒漏徹　　　　九門 寒 (かん)漏 (ろう)徹 (てっ)し
[bookmark: _Hlk114299771]萬井曙鐘多　　　　万井 曙 (しょ)鐘 (しょう)多し
月迥藏珠斗　　　　月は迥 (めぐ)りて 珠斗 (しゅと)を蔵し
[bookmark: _Hlk114301192]雲消出絳河　　　　雲は消えて 絳 (こう)河 (か)を出だす
更慙衰朽質　　　　更に慙 (は)ず 衰朽 (すいきゅう)の質の
[bookmark: _Hlk114301484]南陌共鳴珂　　　　南陌 (なんぱく) 共に珂 (か)を鳴すことを

【語釈】
○建礼…宮門の名。尚書省がこの前に置かれた。○承明…漢代の未央宮にある侍従の部屋。転じて宿直の場所。○九門…宮廷の門。○寒漏…寒々とした水時計の音。○万井…千門万戸。○珠斗…北斗七星。○絳河…天の川。○衰朽…老い衰えて能力のないこと。○南陌…南に面する道路。天子の住まいの道。○珂…礼服や馬に付ける装飾の具。


[bookmark: _Hlk114302126]送梓州李使君　　　梓州 (ししゅう)の李使 (りし)君 (くん)を送る　　　　　　　　　　　	王　維	

萬壑樹參天　　　　万壑 樹 天に参し
千山響杜鵑　　　　千山 杜鵑 (とけん)響く
山中一夜雨　　　　山中 一夜の雨
樹杪百重泉　　　　樹杪 (じゅしょう) 百重の泉
漢女輸賨布　　　　漢女 賨 (そう)布 (ふ)を輸 (いた)し
巴人訟芋田　　　　巴人 芋 (う)田 (でん)を訟う
文翁翻教授　　　　文翁 翻 (かえ)って教授す
不敢倚先賢　　　　敢 (あえ)て 先賢に倚 (よ)らざらんや

【語釈】
○梓州…四川省三台県。○李使君…不詳、使君は刺史のこと。○萬壑…多くの谷あい。○參天…高く伸びて天に達する。○杜鵑…ホトトギス。○一半雨…山が深く暗いため､晴れと雨とが交錯する。○樹杪…木の梢。○百重泉…木の梢から雨が泉のように落ちてくる。○橦布…橦という木の花で織った布。○輸…粗税として納めること。○巴人…重慶地方の人。○文翁…前漢の蜀の太守で、民の強化に努めた。○翻…物事を反対の方向に転じる意。未開の土地で蜀を文化ある地に改めたこと。○先賢…昔の賢人、文翁。
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』


[bookmark: _Hlk114309115][bookmark: _Hlk114310212]送楊長史赴果州    楊 (よう)長史 (ちょうし)の果 (か)州 (しゅう)に赴 (おもむ)くを送る　　　　　　　	王　維	

褒斜不容幰　　　　褒 (ほう)斜 (しゃ) 幰 (けん)を容れず
之子去何之　　　　之 (こ)の子 去りて 何くにか之く
鳥道一千里　　　　鳥道 一千里
猿聲十二時　　　　猿声 十二時
[bookmark: _Hlk114310847]官橋祭酒客　　　　官橋 祭酒の客 (かく)
山木女郎祠　　　　山木 女郎の祠
別後同明月　　　　別後 明月を同じうせば
君應聽子規　　　　君 応に子規を聴くべし

【語釈】
○楊長史…不祥。○果州…四川省南充市。漢中から北の秦嶺を越えて蜀に入る桟道。○幰…車。○之子…親しみを込めて相手を呼ぶ言葉。○鳥道…鳥しか通わないような険しい道。○官橋…官営の橋。○祭酒…送る者が送られる者についていう言葉。○女郎祠…果州の金華山にある謝自然という女神を祀る祠。○子規…ホトトギス、故郷を思い出させるという。


赴京途中遇雪　　　京に赴 (おもむ)く途中 雪に遇う	　　　　　　　　　　孟浩然	

迢遞秦京道　　　　迢逓 (ちょうてい)たり 秦 (しん)京 (けい)の道
蒼茫藏暮天　　　　蒼茫 (そうぼう)たり 蔵 (さい)暮 (ぼ)の天
窮陰連晦朔　　　　窮 (きゅう)陰 (いん) 晦朔 (かいさく)を連ね
積雪遍山川　　　　積雪 山川に遍 (あまね)し
落雁迷沙渚　　　　落雁 沙 (さ)渚 (ちょ)に迷い
飢烏噪野田　　　　飢 (き)烏 (う) 野田に噪ぐ
客愁空佇立　　　　客 愁いて 空しく佇立 (ちょりつ)し
不見有人煙　　　　人煙 有るを見ず

【語釈】
○迢遞…遠く遙かなさま。○秦京…秦の都咸陽。○蒼茫…果てしなく広がって視界のかすかなさま。○窮陰…陰の気が窮まる旧暦十二月、冬の末。○晦朔…旧暦十一月から旧暦十二月。○沙渚…砂浜の渚。○饑烏…饑えた鴉。○客愁…旅の愁い（を抱いた作者）。○佇立…何時までもたたずむ。○人煙…人家から立ち上るかまどの煙。
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』



早行               早行	                                    郭　良	
早行星尚在　　　　早行 星 尚お在り
[bookmark: _Hlk114369100]數里未天明　　　　数里 未だ天明 (てんめい)ならず
不辨雲林色　　　　雲林の色を 弁ぜず
空聞風水聲　　　　空しく 風水の声を聞く
月從山上落　　　　月は山上より落ち
[bookmark: _Hlk114369191]河入斗間橫　　　　河は斗間 (とかん)に入りて横わる
[bookmark: _Hlk114369301]漸至重門外　　　　漸 (ようや)く至る 重門 (ちょうもん)の外 (そと)
依稀見洛城　　　　依 (い)稀 (き)として 洛城を見る

【語釈】
○早行…朝早くでかけること。○天明…夜明け。○河…天の川。○斗間…北斗七星の間。○重門…幾つも重なり合った門。○依稀…ぼんやりと。○洛城…洛陽。



[bookmark: _Hlk114379211]荊溪館呈丘義興　　荊溪館 (けいけいかん)にて丘 (きゅう)義 (ぎ)興 (こう)に呈す　　　　　　　　　　　嚴　維	

[bookmark: _Hlk114379067]失路荊溪上　　　　路を失す 荊渓 (けいけい)の上
[bookmark: _Hlk114379773]依仁忽暝投　　　　仁に依りて 忽 (たちま)ち暝投 (めいとう)す
長橋今夜月　　　　長橋 今夜の月
陽羨古時州　　　　陽羨 (ようい) 古時の州
野燒明山郭　　　　野焼 (やしょう) 山郭に明かに
[bookmark: _Hlk114382826]寒更出縣樓　　　　寒 (かん)更 (こう) 県楼 (けんろう)より出ず
先生能館我　　　　先生 能く我を館す
何事五湖遊　　　　何ぞ 五湖の遊を事とせん

【語釈】
[bookmark: _Hlk114379282]○荊溪…江蘇省常州市荆溪。○丘義興…不祥。義興は江蘇省無錫市宜興市で、その県令であったと思われる。○暝投…晩になってやどる。○陽羨…江蘇省無錫市宜興市。○寒更…寒々とした時を告げる水時計の音。○縣樓…県の役所の楼。○先生…丘義興のこと。○館…泊まらせる。○五湖遊…范蠡が効なりて後に官を辞して五湖に舟を浮かべて去ったこと。


漂母墓　　　　　　 漂母の墓	　　　　　　　　　　　　　　　　　劉長卿	

昔賢懷一飯　　　　昔 (せき)賢 (けん) 一飯を懐 (おも)う
茲事已千秋　　　　茲事 (じじ) 已に千秋
古墓樵人識　　　　古墓 樵人 (しょうじん)識り
前朝楚水流　　　　前朝 楚水流る
渚蘋行客薦　　　　渚蘋 (しょひん) 行 (こう)客 (かく)薦 (すす)め
山木杜鵑愁　　　　山木 杜鵑 (とけん)愁う
春草年年綠　　　　春草 年々緑なり
王孫舊此遊　　　　王孫 旧 (むかし) 此 (ここ)に遊ぶ

【語釈】
○漂母…糸さらしのおばあさん（韓信の恩人の漂母）。○昔賢…韓信。○懷一飯…飢えていたとき食事を恵んでもらったこと。○茲事…起句のできごと。○樵人…樵。○前朝…そのときのまま、此の地はそのとき楚と呼ばれた。○渚蘋…渚にある浮き草の一種。○行客…旅人。○薦…お供えをする。○王孫舊此遊…楚辞「招隠士」王孫遊不帰 春草生萋萋。



[bookmark: _Hlk114391091]湖中閑夜　　　　　湖中閑夜	　　　　　　　　　　　　　　　　　朱慶餘	

釣艇同琴酒　　　　釣 (ちょう)艇 (てい) 琴 (きん)酒 (しゅ)を同じうす
良宵背水濱　　　　良 (りょう)宵 (しょう) 水 (すい)浜 (ひん)に背く
風波不起處　　　　風波 起こらざる処
星月盡隨身　　　　星月 尽 (ことごと)く身に随う
浦迥湘煙卷　　　　浦 迥 (はる)かにして 湘煙巻き
林香嶽氣春　　　　林 香 (かんば)しくして 岳気春なり
誰知此中興　　　　誰か知らん 此の中 (うち)の興 (きょう)
寧羨五湖人　　　　寧 (いずくん)ぞ 五湖の人を羨 (うらや)まんや

【語釈】
○良宵…景色の美しい宵。○背水濱…岸辺を背にして舟を進める。○湘煙…瀟湘地方の雲。○岳気…洞庭湖の回りの山岳からの気。○五湖人…功がなって後に五湖に浮かんで去った范蠡。


四虚


[bookmark: _Hlk114393491]陸渾山莊 	　　陸渾 (りくこん)の山莊　　　　　　　　　　　　　　　　　宋之問	

[bookmark: _Hlk114394963]歸來物外情　　　　帰り来る物外の情
負杖閱巖耕　　　　杖を負いて巌 (がん)耕 (こう)を閲 (えら)ぶ
源水看花入　　　　源水 花を看て入り
幽林採藥行　　　　幽林 薬を採りて行く
[bookmark: _Hlk114397735]野人相問姓　　　　野人 姓を相 (あい)問 (と)う
山鳥自呼名　　　　山鳥 自 (みずか)ら名を呼ぶ
去去獨吾樂　　　　去々 (きょきょ) 独り 吾れ楽んで
無能愧此生　　　　無能 此の生を愧ず

【語釈】
○陸渾…陸渾山。洛陽にある山。○物外…世の中の外。○巖耕…山中の耕作地を耕す。○閱…視察する。○野人…田舎の人。○相問…（自分に向かって）問いかける。相は行為が相手に及ぶことを示す助字。○去去…物事に頓着せず。


[bookmark: _Hlk114398956]新年作 	　　新年の作　　　　　　　　　　　　　　　　　　宋之問	

郷心新歲切　　　　郷心 新歳 (しんさい)切なり
[bookmark: _Hlk114399141]天畔獨澘然　　　　天畔 独り澘 (さん)然 (ぜん)たり
老至居人下　　　　老 至りて 人の下に居し
春歸在客先　　　　春帰りて 客の先に在り
嶺猨同旦暮　　　　嶺猨 (れいえん) 旦 (たん)暮 (ぼ)を同じくし
江柳共風煙　　　　江柳 風煙を共にす
[bookmark: _Hlk114399585]已似長沙傅　　　　已に 長沙の傅 (ふ)に似たり
從今又幾年　　　　今より 又幾年

【語釈】
○郷心…故郷を思う気持ち。○天畔…天際。空のはて。○澘然…涙の落ちるさま。さめざめ。○嶺猨…峰に住む猿。○旦暮…日夜。終日。○風煙…風光と煙景。○長沙傅…漢の買誼。讒言のために長沙に流されていたことがあった。


喜鮑禪師自龍山至　　　鮑禅師の龍山より至るを喜ぶ　　　　 	劉長卿	

[bookmark: _Hlk114400797]故居何日下　　　　故居 何れの日か下る
[bookmark: _Hlk114400826]春草欲芊芊　　　　春草 芊々 (せんせん)たらんと欲す
猶對山中月　　　　猶 (な)お 山中の月に対して
誰聽石上泉　　　　誰か 石上の泉を聴かん
[bookmark: _Hlk114401163]猨聲知後夜　　　　猨 声 (な)いて 後 (ご)夜 (や)を知り
花發見流年　　　　花 発 (ひら)いて 流年を見る
[bookmark: _Hlk114401675]杖錫閑來往　　　　錫 (しゃく)を杖 (つえつ)きて 閑かに来往し
無心到處禪　　　　無心 到る処に禅す

【語釈】
○喜鮑禪師…不祥。○龍山…不確定。○故居…前に住んでいた所。○芊芊…草木が盛んに生い茂るさま。○後夜…夜半から明け方までの間。○流年…過ぎ去る年月、転じて年月。○錫…錫杖。


[bookmark: _Hlk114404036]酬秦系 	　　秦系に酬 (むく)ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　劉長卿	

鶴書猶未至　　　　鶴書 (かくしょ) 猶お未だ至らず
那出白雲來　　　　那 (な)んぞ 白雲を出でて来る
舊路經年別　　　　旧路 年を経 (へ)て別れ
寒潮每日迴　　　　寒潮 毎日迴 (かえ)る
家空歸海燕　　　　家 空しうして 海 (かい)燕 (えん)帰り
人老發江梅　　　　人 老いて 江梅発 (ひら)く
最憶門前柳　　　　最も憶う 門前の柳
閑居手自栽　　　　閑居して 手自 (てみずから)栽えしことを

【語釈】
○秦系…劉長卿の友人。○鶴書…朝廷が賢者を招く詔書。○白雲…白雲が湧くような山中（隠棲の地）。○閑居…することもなく、のんびり暮らす。○自栽…陶淵明が隠棲するに際して自ら柳を植えたことに倣ったこと。


[bookmark: _Hlk114463623][bookmark: _Hlk114464415][bookmark: _Hlk114464501]送朱放賊退後往山陰	朱 (しゅ)放 (ほう)の 賊退きて後 山陰に往くを送る　　　　劉長卿	

越州初罷戰　　　　越州 (えつしゅう) 初めて 戦うを罷 (や)め
江上送歸橈　　　　江上 帰橈 (きぎょう)を送る
南渡無來客　　　　南渡 来客無し
[bookmark: _Hlk114465035]西陵自落潮　　　　西陵 自ら潮を落す
空城垂故柳　　　　空城 故柳垂れ
[bookmark: _Hlk114465064]舊業廢春苗　　　　旧業 春苗を廃す
[bookmark: _Hlk114465356]閭里稀相見　　　　閭里 (こうり) 相見ること稀に
鶯花共寂寥　　　　鶯 (おう)花 (か) 共に寂寥 (せきりょう)たらん

【語釈】
○朱放…襄州襄陽(湖北襄樊)の人。安史の乱中剡縣に逃れたが，代宗宝応年間、山陰に居を移す。○賊…永王李璘（粛宗の弟）。○山陰…浙江省紹興市。○越州…浙江省紹興市。○歸橈…帰って行く舟。○南渡…呉越の地方。○西陵…浙江省 蕭山市。○舊業…昔の田畑などの財産。○閭里…平民。山陰の住人。



尋南溪常道人隱居    南溪の常道人の隱居を尋ぬ	　　　　　　　劉長卿	

一路經行處　　　　一路 経 (けい)行 (こう)の処
莓苔見履痕　　　　莓 (まい)苔 (たい) 履 (り)痕 (こん)を見る
白雲依靜渚　　　　白雲 静 (せい)渚 (ちょ)に依り
春草閉閑門　　　　春草 閑門を閉ざす
過雨看松色　　　　雨を過ぎて 松色を看
隨山到水源　　　　山に随って 水源に到る
溪花與禪意　　　　渓花と禅意と
相對亦忘言　　　　相対 (あいたい)して 亦 (ま)た言を忘る

【語釈】
○南渓…浙江省紹興市の南にある鏡湖の南渓か。○常山道人…劉長卿の知人らしいが、未詳、「道人」は道士、俗世間をはなれた隠者。○莓苔…こけ。○履痕…履き物の跡。○依…たなびく。○静渚…しずかな水ぎわの地。○過雨…雨があがったあと。○隨山…山路をたどる。○禪意…道を修めて心を静めること
（参考文献）　『唐詩三百首』


題元錄事開元所居　　　元錄事 (げんろくじ)の開 (かい)元所 (げんじょ)居 (きょ)に題す　　　　　　　　　劉長卿	

幽居蘿薜情　　　　幽居 蘿薜 (へきら)の情
高臥紀綱行　　　　高臥 紀綱 (きこう)の行
鳥散秋鷹下　　　　鳥散じ 秋 (しゅう)鷹 (よう)下り
人閑春草生　　　　人閑かに 春草生ず
冒風歸野寺　　　　風を冒 (おか)して 野寺に帰り
收印出山城　　　　印を收めて 山城を出ず
今日新安郡　　　　今日 新安郡
因君水更清　　　　君に因りて 水更に清し

【語釈】
○元錄事…不詳、錄事は官名（録事参軍）で、刺史に下属する官。○幽居…世を避けて静かなところに住む。○蘿薜…蔦や葛、山深い処の象徴、蘿薜情とは、そこを慕う気持。○高臥…高逸の心を持って隠棲すること。○紀綱…法律規則。○鳥散…小人どもが恐れて退散すること。○秋鷹下…元錄事が隠棲したことを喩える。○收印…官職を辞する。○新安郡…歙州、浙江省杭州市や安徽省黄山市にまたがる。



寄靈一上人　　　　靈一 (れいいつ)上人 (しょうにん)に寄す　　　　　　　　　　　　　　劉長卿	

高僧本姓竺　　　　高僧 本姓 (ほんせい)は竺 (じく)
開士舊名林　　　　開士 旧名は林
一入春山裏　　　　一たび 春山の裏 (うち)に入 (い)り
千峰不可尋　　　　千峰 尋ぬべからず
新年芳草徧　　　　新年 芳草徧 (あまね)く
終日白雲深　　　　終日 白雲深し
[bookmark: _Hlk116816032]欲徇微官去　　　　微官に徇 (したが)いて去らんと欲す
[bookmark: _Hlk116816108]懸知訝此心　　　　懸 (はるか)に知る此の心を訝 (いぶか)らんことを

【語釈】
○靈一上人…不祥。○開士…菩薩。○芳草…かおりぐさ。○徇微官…天子の命により微官となる。○懸知…離れていても知る。○此心…官吏となって俗世間に埋もれようとする心。


除夜宿石頭驛　　　除夜 石頭駅に宿す　　　　　	             戴叔倫	

旅館誰相問　　　　旅館 誰か相 (あい)問 (と)わん
寒燈獨可親　　　　寒灯 独り親しむべし
一年將盡夜　　　　一年 将 (まさ)に尽きんとする夜
萬里未歸人　　　　万里 未だ帰らざる人　
寥落悲前事　　　　寥落 (りょうらく) 前事を悲しみ
支離笑此身　　　　支離 (しり) 此の身を笑う
愁顏與衰鬢　　　　愁顔と衰鬢と
明日又逢春　　　　明日 又春に逢う　

【語釈】
○寒燈…冬の夜の灯。○寥落…落ちぶれた様。○前事…今までの人生で起こったこと。○支離…ちぐはぐなこと。○愁顏…愁いに満ちた顔。○衰鬢…苦労や老年のために艶を失った、又は薄くなった髪の毛。


汝南逢董校書　　　汝南にて董校書に逢う	　　　　　　　　　戴叔倫	

擾擾倦行役　　　　擾々 (じょうじょう)として 行役に倦 (う)み
相逢陳蔡間　　　　相逢う 陳 (ちん)蔡 (さい)の間
如何百年內　　　　如何 (いかん)ぞ 百年の內
不見一人閑　　　　一人の 閑 (かん)なるを見ず
對酒惜餘景　　　　酒に対して 余景 (よけい)を惜み
問程愁亂山　　　　程 (てい)を問いて 乱山を愁う
秋風萬里路　　　　秋風万里の路
又出穆陵關　　　　又 穆 (ぼく)陵関 (りょうかん)を出ず　

【語釈】
○汝南…中国河南省駐馬店市の県。○校書…校書郎、秘書を校堪することを司る官。○擾擾…ごたごたしたさま。○行役…仕事としての旅行。○相逢…出会う。○陳蔡間…陳と蔡の間 (孔子が難儀したところ)。○餘景…残っている光。○程…道のり。○亂山…不揃いに連なっている山々。○穆陵關…山東省青州府にあった関所。	


江上別張勸　　　　江上 張 (ちょう)勧 (かん)に別る　　　　　　　　　　　　　	戴叔倫	

年年五湖上　　　　年々 五湖の上
厭見五湖春　　　　厭 (いと)い見る 五湖の春
長醉非關酒　　　　長酔 酒に関するに非ず
多愁不爲貧　　　　多愁 貧の為ならず　
山川迷道路　　　　山川 道路に迷い
伊洛暗風塵　　　　伊洛 (いらく) 風塵暗し
今日扁舟別　　　　今日 扁舟の別 (わかれ)
俱爲滄海人　　　　俱 (とも)に 滄海 (そうかい)の人と為 (な)る

【語釈】
○張歡…人名、不詳。○五湖…江蘇省と浙江省の間にある大湖。○伊洛…伊水と洛水、共に洛陽付近を流れる川。○暗風塵…その地方が安定でないこと。○滄海…海、あてどない旅の比喩。


送丘爲落第歸江東　　丘為が落第して江東に帰るを送る　　　	王　維	

憐君不得意　　　　憐む 君が意を得ず
況復柳條春　　　　況 (いわん)や復 (ま)た 柳条の春
爲客黃金盡　　　　客 (かく)と為りて 黄金尽き
還家白髮新　　　　家に還って 白髪新なり
五湖三畝宅　　　　五湖 三畝の宅
萬里一歸人　　　　万里 一帰人
知爾不能薦　　　　爾 (なんじ)を知って 薦 (すす)むること能 (あた)わず
羞稱獻納臣　　　　献納 (けんのう)の臣と称せらるるを羞ず　

【語釈】
○丘爲…盛唐の詩人。○落第…科挙に不合格となること。○江東…長江下流の南岸地方。○五湖…太湖とその他の五つの湖、丘爲の故郷の地。○三畝宅…狭い屋敷。○獻納臣…皇帝に忠言をする官、王維はこのとき左補闕。
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』


岳州逢司空曙　　　岳州 (がくしゅう)にて司 (し)空 (くう)曙 (しょ)に逢う　　　　　　　　　	李　端	

共有髫年故　　　　共に 髫 (ちょう)年 (ねん)の故 (こ)有り
相逢萬里餘　　　　相 (あい)逢 (あ)う 万里余
新春兩行淚　　　　新春 両行 (りょうこう)の涙
故國一封書　　　　故国 一封の書　
[bookmark: _Hlk116821608]夏口帆初落　　　　夏口 帆 初めて落ち
涔陽雁正疎　　　　涔 (しん)陽 (よう) 雁 正 (まさ)に疎 (そ)なり
唯當執杯酒　　　　唯だ 当 (まさ)に杯酒を執 (と)りて
暫食漢江魚　　　　暫 (しばら)く 漢江の魚を食 (くら)うべし

【語釈】
○岳州…湖南省岳暘市。○司空曙…中唐の詩人。○髫年…幼年。○夏口…湖北省武漢市夏口。○涔陽…湖南省常德市澧県。

　


洛陽早春　　　　　洛陽の早春	　　　　　　　　　　　　　顧　況	

何地避春愁　　　　何れの地にか 春愁を避けん
終年憶舊遊　　　　終年 旧遊を憶う
一家千里外　　　　一家 千里の外
[bookmark: _Hlk116822613]百舌五更頭　　　　百舌 (ひゃくぜつ) 五更の頭 (はじめ)　　
客路偏逢雨　　　　客 (かく)路 (ろ) 偏 (ひとえ)に雨に逢い
[bookmark: _Hlk116822268]郷山不入樓　　　　郷山 楼に入らず
故園桃李月　　　　故園 桃李の月
伊水向東流　　　　伊水 東に向って流る

【語釈】
○春愁…春のもの悲しい気持。○百舌…モズ。○五更…夜明けのとき。○客路…旅路。○郷山…故郷（蘇州）の山。○伊水…洛陽を流れる川。　

　


送陸羽　　　　　　陸羽を送る　　　　　　　　　　　　　　	皇甫曾	

千峯待逋客　　　　千峰 逋客 (ほかく)を待つ
[bookmark: _Hlk116823861]香茗復叢生　　　　香茗 (こうめい) 復た叢 (そう)生 (せい)す
採摘知深處　　　　採摘 (さいてき) 深処を知り
烟霞羨獨行　　　　煙 (えん)霞 (か) 独行を羨やむ　
[bookmark: _Hlk116823941]幽期山寺遠　　　　幽期 山寺遠く
[bookmark: _Hlk116823996]野飯石泉清　　　　野飯 石泉清し
[bookmark: _Hlk116824038][bookmark: _Hlk116824064]寂寂燃燈夜　　　　寂々 (せきせき)たる 燃 (ねん)灯 (とう)の夜
[bookmark: _Hlk116824135]相思磬一聲　　　　相思う 磬 (けい) 一声ならんことを　

【語釈】　
○陸羽…復州竟陵(湖北省天門)の人。僧皎然、顏真卿と交流があった。○逋客…官にならず隠棲する人。○香茗…香りのある茶。○幽期…再会を約した時。○野飯…山間の宿舎での食事。○寂寂…物寂しいさま。○燃燈…灯火。○磬…への字型の楽器。


[bookmark: _Hlk116824273][bookmark: _Hlk116825486]贈喬尊師　　　　　喬尊師に贈る　　　　　　　　　	張　鴻	

長忌時人識　　　　長く忌む 時人の識らんことを
[bookmark: _Hlk116825720]有家雲澗深　　　　家有り 雲 (うん)澗 (かん)深し
性惟耽嗜酒　　　　性は惟 (た)だ 酒を耽嗜 (たんし)す
[bookmark: _Hlk116825944]貧不破除琴　　　　貧なるも 琴を破除 (はじょ)せず
靜鼓三通齒　　　　静 (しずか)に 三通の歯を鼓し
[bookmark: _Hlk116826148]頻湯一味參　　　　頻 (しきり)に 一味の参 (さん)を湯にす
知師最知我　　　　知んぬ 師の最も我を知るを
[bookmark: _Hlk116826206]相引坐檉陰　　　　相引きて 檉 (てい)陰 (いん)に坐せしむ　

【語釈】
○喬尊師…不祥。尊師は道士の敬称語。○雲澗…雲のかかっている渓。○耽嗜…耽りたしなむ。○破除…捨てる。○一味參…何も加えない人参。○檉陰…カワヤナギの影。


客中　　　　　　　客中 (かくちゅう)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　于武陵	
楚人歌竹枝　　　　楚人 竹 (ちく)枝 (し)を歌う
遊子淚沾衣　　　　遊子 涙 衣 (ころも)を沾す
異國久爲客　　　　異国 久しく客 (かく)と為り
寒宵頻夢歸　　　　寒宵 頻 (しきり)に帰るを夢む　
一封書未返　　　　一封 書 未だ返らず
千樹葉皆飛　　　　千樹 葉 皆飛ぶ
南過洞庭水　　　　南洞庭の水を過れば
[bookmark: _Hlk116826871]更應消息稀　　　　更に応 (まさ)に 消息 (しょうそく)稀なるべし　
　　　　
【語釈】
○客中…旅の途中。○楚人…戦国時代の楚の地方（湖北省、湖南省一帯）。○竹枝…民謡の一種。○遊子…さすらい人。○寒宵…寒い夜。○消息…故郷からの便り。○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。　



長安春日　　　　　長安の春日 	　　　　　　　　　　　　　　曹　松	

浩浩看花晨　　　　浩々 (こうこう)たり 花を看る晨 (あした)
[bookmark: _Hlk116827849]六街揚遠塵　　　　六街 遠塵を揚ぐ
塵中一丈日　　　　塵中 一丈の日
[bookmark: _Hlk116828009]誰是晏眠人　　　　誰か是れ 晏眠 (あんみん)の人
御柳垂着水　　　　御柳 (ぎょりゅう) 垂れて水に着き
野鶯啼破春　　　　野鶯 (やおう) 啼いて春を破る
徒云多失意　　　　徒 (いたずら)に云う 失意多しと
猶自惜離秦　　　　猶お自ら秦を離るることを惜しむ

【語釈】
○浩浩…広大なさま。○六街…都大路。○晏眠…遅くまで寝ていること。○御柳…宮中の柳。○秦…長安。



題破山寺後院　　　破山寺の後院に題す　　　　　　　　　　	常　建	

清晨入古寺　　　　清晨 (せいしん) 古寺に入れば
初日照高林　　　　初日 高林を照す
曲逕通幽處　　　　曲逕 (きょくけい) 幽処に通じ
禪房花木深　　　　禅房 花木深し
山光悅鳥性　　　　山光 鳥性を悦ばしめ
[bookmark: _Hlk116829883]潭影空人心　　　　潭 (たん)影 (えい) 人心を空しうす
[bookmark: _Hlk116829957]萬籟此倶寂　　　　万籟 (ばんらい) 此れ倶 (とも)に寂 (じゃく)なり
但聞鐘磬音　　　　但 (た)だ聞く 鐘磬 (かねけい)の音　

【語釈】　
○破山寺…興福寺。江蘇省常熟市虞山にある寺。○清晨…日の出前後のすがすがしい朝。○初日…朝日。○幽處…静かな処。○潭影…深い淵の色。○萬籟…風のため諸物が発する音。○磬…への字型の楽器。
　　　


暮過山村　　　　　暮に山村を過ぐ	　　　　　　　　　　　　　　賈　島	

數里聞寒水　　　　数里 寒水を聞く
山家少四鄰　　　　山家 四隣少なし
怪禽啼曠野　　　　怪禽 (かいきん) 曠野 (こうや)に啼き
落日恐行人　　　　落日 行人を恐れしむ
初月未終夕　　　　初月 未だ夕 (ゆうべ)を終えず
邊烽不過秦　　　　辺烽 (へんぽう) 秦 (しん)を過ぎず
蕭條桑柘外　　　　蕭 (しょう)条 (じょう)たる 桑 (そう)柘 (たく)の外 (ほか)
煙火漸相親　　　　煙火 漸 (ようや)く相親しむ　

【語釈】
○寒水…寒々とした川の流れ。○四鄰…あたり、四辺。○怪禽…怪しげな鳥。○曠野…荒れ野。○行人…旅人。○初月…三日月。○未終夕…夜を待たずに沈む。○邊烽…辺境ののろし。○秦…長安地方。○蕭條…物寂しいさま。○煙火…かまどの炊飯の煙。
（参考文献）　『唐詩選』（吉川幸次郎）　　　
　　　　


山中道士　　　　　山中の道士	　　　　　　　　　　　　　賈　島	

[bookmark: _Hlk116833518]頭髮梳千下　　　　頭髪梳 (くしけず)ること千 (せん)下 (か)
休糧帶瘦容　　　　糧を休 (や)めて痩 (そう)容 (よう)を帯 (お)ぶ
養雛成大鶴　　　　雛を養いて 大鶴 (だいかく)と成し
種子作高松　　　　子 (み)を種えて 高松と作す
[bookmark: _Hlk116833677]白石通宵煮　　　　白石 通 (つう)宵 (しょう) 煮 (に)
寒泉盡日舂　　　　寒泉 尽日 舂 (うすず)く
不曾離隱處　　　　曽て 隠処を離れず
那得世人逢　　　　那 (な)んぞ　世人に逢うことを得ん　

○千下…多数回。○白石…道士の糧となる白石。○舂…白石を粉にするために薄で付く。


贈山中日南僧　　　山中日南の僧に贈る　　　　　　　　　　	張　籍	

獨向雙峰老　　　　独り 双峰 (そうほう)に向って 老ゆ
松門閉兩涯　　　　松門 両涯を閉ず
翻經上蕉葉　　　　経 (きょう)を翻えして 蕉 (しょう)葉 (よう)に上 (のぼ)せ
挂衲落藤花　　　　衲を挂けて 藤花を落す　
甃石新開井　　　　石を甃 (たた)んで 新たに井 (せい)を開き
穿林自種茶　　　　林を穿 (うが)ちて 自ら茶を種 (う)ゆ
時逢海南客　　　　時に 海南の客 (かく)に逢い
蠻語問誰家　　　　蛮 (ばん)語 (ご) 誰が家ぞと問う

【語釈】　
○日南…ベトナムの一角。○雙峰…福建省南平市双峰。○向…於いて、場所を表す前置詞。○松門…自然の松を使って作った門。○翻經…お経を翻訳する。○蕉葉…芭蕉の葉、字を書くのに使う。○蠻語…野蛮国の言葉。



田家　　　　　　　田家	　　　　　　　　　　　　　　　　　章孝標	

[bookmark: _Hlk116836438]田家無五行　　　　田家 五行無し
[bookmark: _Hlk116836504]水旱卜蛙聲　　　　水 (すい)旱 (かん) 蛙声 (あせい)を卜す
牛犢乘春放　　　　牛犢 (ぎゅうとく) 春に乗じて放ち
兒童候暖耕　　　　児童 暖を候 (うかが)って耕す
[bookmark: _Hlk116836726][bookmark: _Hlk116836772]池塘煙未歇　　　　池塘 煙 未だ歇 (や)まず
桑柘雨初晴　　　　桑 (そう)柘 (しゃ)　雨　初めて晴る
[bookmark: _Hlk116836841]歲晚香醪熟　　　　歳晩 (さいばん) 香 (こう)醪 (ろう)熟し
村村自送迎　　　　村 (そん)々 (そん) 自 (おのずか)ら送迎す

【語釈】
○五行…五行説による判断。○水旱…水が出るか日照りか。○卜蛙聲…蛙の声で判断する。○牛犢…牛と子牛。○池塘…池。○煙…もや。○桑柘…桑とヤマグワ。○歲晚…年末。○香醪…香りのよい酒。
　　


秦原早望　　　　　秦原の早望	　　　　　　　　　　　　　　章孝標	

[bookmark: _Hlk116839286]一忝郷書薦　　　　一たび　郷書の薦めを忝 (かたじけな)くせられて
長安未得回　　　　長安 未 (いま)だ回 (かえ)るを得ず
年光逐渭水　　　　年光 渭水を逐い
[bookmark: _Hlk116839571]春色上秦臺　　　　春色 秦 (しん)台 (だい)に上る　
[bookmark: _Hlk116839833]燕掠平蕪去　　　　燕は 平 (へい)蕪 (ぶ)を掠めて去り
人衝細雨來　　　　人は 細雨を衝 (つ)いて来る
東風生故里　　　　東風 故里に生ずるならん
又過幾花開　　　　又 幾 (いく)花 (か)の開くを過ぎん

【語釈】
○秦原…長安の郊外。○早望…朝早くの眺め。○忝郷書薦…科挙の府試（地方試験）に受かって、郷試（中央試験）の答案を書くことを許された。○未得回…郷試不合格で、長安に留まることができない。○年光…光陰。○渭水…長安の側を流れる黄河最大の支流。○春色…春景色。○秦臺…長安の台。○平蕪…原野。
　


　　　　
　　　　

前虚後実

[bookmark: _Hlk115247850][bookmark: _Hlk115249943]雲陽館與韓少卿宿別　　　雲陽館にて韓少卿と宿別す　　　　　　　　司空曙

故人江海別　　　　故人 江海の別れ
幾度隔山川　　　　幾度 (いくたび)か 山川を隔つ
乍見翻疑夢　　　　乍 (たちまち)ち見て 翻 (かえ)って夢かと疑い
相悲各問年　　　　相悲みて 各 (おのおの)年を問う
孤燈寒照雨　　　　孤灯 寒くして雨を照らし
[bookmark: _Hlk115250160]深竹暗浮煙　　　　深竹 暗くして煙を浮ぶ
更有明朝恨　　　　更に 明朝の恨 (うらみ)有り
離杯惜共傳　　　　離杯 (りはい) 共に伝えんことを惜しむ　

【語釈】
○雲陽館…長安の酒楼。○韓少卿…不祥。○宿別…一宿して別れる。○故人…昔からの友人。○乍見…偶然に出会って。○煙…もや。○離杯…別れの盃。



酬暢當　　　　　　暢 (ちょう)当 (とう)に酬 (むく)ゆ    　　　　　　　　　　　　　耿  湋	

[bookmark: _Hlk115251307]同遊漆沮後　　　　同じく 漆沮 (しつしょ)に遊びし後
已是十年餘　　　　已に是れ 十年余
幾度曾相夢　　　　幾度か 曽つて相夢 (あいゆめ)む
何時定得書　　　　何れの時にか 定めて書を得ん
月高城影盡　　　　月 高くして 城影尽き
霜重柳條疎　　　　霜 重くして 柳条疎 (そ)なり
[bookmark: _Hlk115250801]且對樽前酒　　　　且つ 樽前の酒に対して
千般想未如　　　　千般想えども 未だ如くならず

【語釈】
○暢當…河東(山西省永濟西)の人。代宗大歷七年(772)の進士。果州の刺史となった。○漆沮…漆水と沮水　共に陝西省の川。
　　　　　　　　


寄友人　　　　　　友人に寄す　　　　　　　　　　　　　　	張　蠙	

世道復何如　　　　世道 (せどう) 復 (ま)た何如 (いかん)　
東西遠索居　　　　東西 遠く索 (さく)居 (きょ)す　
長疑即見面　　　　長く疑う 即 (も)し面を見ると
翻致久無書　　　　翻 (かえ)って久しく書の無きことを致す
[bookmark: _Hlk115256546]甸麥深藏雉　　　　甸 (でん)麦 (ばく) 深くして 雉を蔵し
淮苔淺露魚　　　　淮 (わい)苔 (たい) 浅くして 魚を露す
相思不我會　　　　相思 (あいおも)ども 我と会せず
[bookmark: _Hlk115256842]明月幾盈虛　　　　明月 幾たびか盈虚 (えいきょ)す　

【語釈】
○世道…世の中の道。○索居…友人と交際せずに孤独でいる。○甸麥…畑に植えた麦。○淮苔…淮水（揚州の北部を繞る川、秦淮）に生える苔。○盈虛…満ちたり欠けたりする。
	　　


[bookmark: _Hlk115260588]送喻坦之歸睦州  　喻坦 (ゆたん)之 (し)の睦州 (ぼくしゅう)に帰るを送る　　　　　　	　　　李　頻

歸心常共知　　　　帰心 常に共に知る
歸路不相隨　　　　帰路 相い随 (したが)わず
彼此無依倚　　　　彼此 (ひし) 依 (よ)り倚 (よ)る無し
東西又別離　　　　東西 又た別離
山花含雨潤　　　　山花 雨を含んで潤 (うるお)い
江樹逆潮欹　　　　江樹 潮 (うしお)に逆って欹 (そばだ)つ
莫戀漁樵興　　　　漁 (ぎょ)樵 (しょう)の興を 恋うる莫かれ
生涯各有爲　　　　生涯 各 (おの)おの 為すこと有り　

【語釈】
○喻坦之…睦州(浙江省建德市)の人。科挙に合格せず、久しく長安に寓居した。結局舊山に帰って落寞して終わった。李頻の同郷の友人。○歸心…故郷に帰りたいという気持。○漁樵…漁夫と樵。共に隠者を示す。

　


[bookmark: _Hlk115261901]送李給事歸徐州覲省    李給事 (りきゅうじ)が徐州に帰りて覲 (きん)省 (せい)するを送る	孫　逖	

列位登青瑣　　　　位を列して 青瑣 (せいさ)に登り
[bookmark: _Hlk115261244]還郷服綵衣　　　　郷に還って 綵 (さい)衣 (い)を服す
[bookmark: _Hlk115262642]共言晨省日　　　　共に言う 晨省 (しんせい)の日
[bookmark: _Hlk115262755]便是晝遊歸　　　　便 (すなわ)ち是れ 昼遊 (ちゅうゆう)して帰る
春水經梁宋　　　　春水 梁 (りょう)宋 (そう)を経 (へ)
晴山入海沂　　　　晴山 海沂 (かいき)に入る
莫愁東路遠　　　　東路 遠きを愁うる莫かれ
四牡正騑騑　　　　四 (し)牡 (ぼ) 正 (まさ)に騑々 (ひひ)

【語釈】　
[bookmark: _Hlk115263176]○李給事…不祥。給事は天子の身の周りの世話をする官職。○覲省…二親の安否を問いて帰る。○青瑣…宮廷。○服綵衣…周の老萊子は父母を歓ばそうとして五色班闌の衣を付けて、小兒の風をして父母に仕えた。李給事を老萊子になぞらえている。○晨省…早朝父母の安否を尋ねる（礼記）。○晝遊…故郷に錦をかざる。○梁宋…宋州（河南省商丘市一帯）。○海沂…東海郡（￥山東省臨沂市と江蘇省北部、および安徽省天長市にまたがる地域）と沂州（山東省臨沂市一帯）。○四牡…四頭立ての馬車。○騑騑…馬が走って止まらないさま。


[bookmark: _Hlk115266559][bookmark: _Hlk115266604]送溧水唐明府　　　溧 (りつ)水 (すい)の唐 (とう)明府 (めいふ)を送る	　　　　　　　　　　韋應物	

三爲百里宰　　　　三たび 百里の宰 (さい)と為りて
已過十餘年　　　　已に過ぐ 十余年
祗嘆官如舊　　　　祗 (た)だ 官の旧の如きを嘆じ
[bookmark: _Hlk115266748]旋聞邑屢遷　　　　旋 (かえ)って 邑 (ゆう)の屢 (しばしば)遷 (うつ)るを聞く
魚鹽濱海利　　　　魚塩 海利に浜 (ひん)し
[bookmark: _Hlk115267015][bookmark: _Hlk115267199]桑柘傍湖田　　　　桑 (そう)柘 (しゃ) 湖田に傍 (そ)う
到此安民俗　　　　此 (ここ)に到りて 民俗を安 (やす)んぜば
琴堂又晏然　　　　琴堂 (きんどう) 又た晏 (あん)然 (ぜん)たらん

【語釈】　
○溧水…南京市溧水区。○唐明府…不祥。明府は県令。○宰…主。ここでは明府。○邑…任地。○魚鹽…魚と塩。海産物。○桑柘…くわとやまぐわ。○湖田…湖のほとりの田。○民俗…人民の習わし。○琴堂…『呂子春秋』に、「宓子賤、禪父を治む、琴を弾じ、身堂を下らずして治む。」とあるのに基づく。唐明府を宓子賤になぞらえる。○晏然…安定。
　　　　


[bookmark: _Hlk115268845]送王錄事赴虢州　　王録事 (おうろくじ)の虢 (かく)州 (しゅう)に赴 (おもむ)くを送る	岑　參	

早歲即相知　　　　早 (そう)歳 (さい) 即 (すなわ)ち相知る　
嗟君最後時　　　　嗟 (さ)す 君が最も時に後 (おく)るることを　
青雲仍未達　　　　青雲 仍 (な)お 未だ達せず　
白髮欲成絲　　　　白髪 糸を成さんと欲す　
[bookmark: _Hlk115269286]小店關門樹　　　　小店 関門の樹　
長河華岳祠　　　　長河 華岳の祠　
[bookmark: _Hlk115269895]弘農民吏待　　　　弘農 民吏待たん
莫使馬行遲　　　　馬行をして 遅 (おそ)からしむる莫かれ

【語釈】
○王錄事…不祥。錄事は、記録・文簿を司る官職。○虢州…河南省三門峽市靈寶市。○後時…出世が遅い。○青雲…青雲の志。功名を立て立身出世をしようとする心。○關門…函谷関。○長河…黄河。○華岳祠…五嶽の一つである崋山にある嶽定を祀る祠。○弘農…弘農郡、河南省西部に位置する三門峡市・南陽市西部及び陝西省商洛市した。○民吏…官吏。


別鄭礒　　　　　　鄭 (てい)礒 (ぎ)に別る	　　　　　　　　　　　　　　郎士元	

暮蟬不可聽　　　　暮蟬 (ぼせん) 聴くべからず　
落葉豈堪聞　　　　落葉 豈 (あ)に 聞くに堪えんや　
共是悲秋客　　　　共に是れ 悲秋の客 (かく)　
那知此路分　　　　那 (なん)ぞ知らん 此の路より分れんとは　
荒城背流水　　　　荒城 流水に背き　
遠鴈入寒雲　　　　遠鴈 寒雲に入る　
陶令門前菊　　　　陶令 (とうれい) 門前の菊
餘花可贈君　　　　余花 君に贈るべし

【語釈】　
○鄭礒…不祥。○荒城…荒れた九江郡（江西省北部）の街、江水を背にして立つ。○陶令…陶淵明。陶淵明の故里は栗里といい、九江郡にある。



[bookmark: _Hlk115275521]送韓司直　　　　　韓 (かん)司直 (しちょく)を送る　　　　　　　　　　　　　　	皇甫冉	

[bookmark: _Hlk115276914]遊呉還適越　　　　呉に遊び 還 (ま)た 越に適 (ゆ)かん
來往任風波　　　　来往 風波に任す
復送王孫去　　　　復 (ま)た 王孫の去るを送り
其如春草何　　　　其れ 春草如何 (いかん)
山明殘雪在　　　　山明かにして 残雪在り
潮滿夕陽多　　　　潮満ちて 夕陽 (せきよう)多し
季子留遺廟　　　　季子 (きし) 遺 (い)廟 (びょう)を留む
停舟試一過　　　　舟を停めて 試 (こころみ)に一たび過 (よぎ)れ

【語釈】	　　　　　　　
○韓司直…不祥。司直は裁判官。○呉・越…春秋時代の呉と越の地方。○王孫…貴公子。《楚辭·淮南小山〈招隱士〉》：“王孫遊兮不歸　春草生兮萋萋。”を踏まえる。ここでは、韓司直のこと。○如～何…～如何（いかん）と訓読し、～はどうでろうかの意。○季子…春秋時代の呉の李札。呉の初代王寿夢の少子。清廉賢哲を以って知られ、延陵季子として知られる。○遺廟…李札の廟は江蘇省蘇州市にある。○過…訪れる。


途中送權曙　　　　途中 権 (けん)曙 (ちょ)を送る	　　　　　　　　　　　　　　皇甫冉	

淮海風濤起　　　　淮 (わい)海 (かい) 風濤 (ふうとう)起り
[bookmark: _Hlk115285354][bookmark: _Hlk115286489]江關幽思長　　　　江関 幽 (ゆう)思 (し)長し
同悲鵲遶樹　　　　同じく悲しむ 鵲 (かささぎ)の樹 (き)を遶 (めぐ)るを
[bookmark: _Hlk115286967]獨作雁隨陽　　　　独り作す 雁の陽 (よう)に随うを
山晚雲和雪　　　　山晩 (く)れて 雲 雪に和し
天寒月照霜　　　　天寒くして 月 霜を照す
由來濯纓處　　　　由来 纓 (えい)を濯 (あら)いし処
漁父愛滄浪　　　　漁父 滄浪 (そうろう)を愛す

【語釈】
○權曙…權と曙の二人、不祥。○淮海…淮水と海の畔の地方。○風濤…風波と安史の乱。○江關…湖北省枝城市の荊門と宜昌県の虎牙二山に長江が挟まれたところ。○幽思…心閑に思いやること。○鵲遶樹…曹操詩・短歌行「月明星稀　烏鵲南飛。繞樹三匝　何枝可依。」身寄りのないこと。○雁隨陽…「鴻雁の属は陽に従う」『尚書』　知る物があってそちらに行く。○濯纓處…「滄浪之水清兮　可以濯我纓」『楚辞・漁父辭』即ち　屈原が漁父辭を作った滄浪水（漢陽郡の川）。○漁父愛滄浪…纓が清いから。


[bookmark: _Hlk115288229][bookmark: _Hlk115288891]酬普選二上人　　　　普選 (ふせん)二上人に酬 (むく)ゆ	　　　　　　　　　　嚴　維	

本意宿東林　　　　本 意 (おも)う 東林に宿せんことを
[bookmark: _Hlk115288615]因聽子賤琴　　　　因 (よ)りて聴く 子賤 (しせん)の琴
遙知大小朗　　　　遥 (はるか)に知る 大小の朗 (ろう)
已斷去來心　　　　已に断つ 去来 (きょらい)の心
夜靜溪聲近　　　　夜静かにして 渓声近く
庭寒月色深　　　　庭寒くして 月色深し
寧知塵外意　　　　寧 (な)んぞ知らんや 塵外の意
定後更成吟　　　　定まりて後 更に吟を成さんとは

【語釈】
○普選…普と選の二人、不祥。○本意…本来の意思。○東林…廬山の名刹、東林寺。○子賤琴…『呂子春秋』に、「宓子賤、禪父を治む、琴を弾じ、身堂を下らずして治む。」とあるのに基づく。上人の玄話を聴くの意。○大小朗…晉の恵朗禅師を大朗、振朗禅師を小朗という。普選二上人をなぞらえる。○去來…過去と未来。○塵外意…日常生活に関しない意思。



送鄭宥入蜀　　　　鄭宥 (ていゆう)の蜀に入るを送る　　　　　　　　　　　	李　端	

寧親西陟險　　　　親を寧 (やす)んじて 西のかた険を陟 (のぼ)る
[bookmark: _Hlk115345522]君去異王陽　　　　君去りて 王 (おう)陽 (よう)に異る
在世誰非客　　　　世に在りて 誰か客に非 (あら)ざる
還家即是郷　　　　家に還れば　即ち是れ郷
[bookmark: _Hlk115345897]劍門千轉盡　　　　剣門 千転尽き
[bookmark: _Hlk115345763]巴水一支長　　　　巴水 一支長し
請語愁猿道　　　　請う 愁猿に語りて道 (い)え
無煩促淚行　　　　煩 (わずらわ)しく涙 (るい)行 (こう)を促さしむるなかれと

【語釈】
○鄭宥…不祥。○寧…安心させる。○王陽…前漢の人、益州蜀の刺史となって車を駆って蜀の天険に到ったときに、父母があるため、身を傷つけることを畏れて車を返した。○千転…道の曲がることが数多いさま。○一支…一筋。○劍門…四川省廣元市劍門　蜀道の難所。○巴水…巴蜀を流れる川。○愁猿…悲しそうに鳴く猿。
　


杭州郡齋南亭　　杭州の郡 (ぐん)斎 (さい)の南亭 	　　　　　　　　　　　　　　姚　合	

[bookmark: _Hlk115347375]符印懸腰下　　　　符印 (ふいん) 腰下 (ようか)に懸け
東山不得歸　　　　東山 帰るを得ず
獨行南北近　　　　独り行けば 南北近し
漸老往還稀　　　　漸く老いて 往還稀なり
[bookmark: _Hlk115347727]迸笋侵窗長　　　　迸笋 (ほうじゅん) 窓を侵して長く
驚蟬出樹飛　　　　驚蟬 (きょうせん) 樹を出て飛ぶ
[bookmark: _Hlk115347830]田田池上葉　　　　田 (でん)々 (でん) 池上の葉
[bookmark: _Hlk115347929]長是使君衣　　　　長く是れ 使君の衣　

【語釈】
○郡齋…郡の長官の宿舎。○符印…割り符。○東山不得歸…東晋の謝安は、若い頃は出仕せずに妓女を携えて東山に登って遊んだが　官吏の身としてはそのまねは出来ない。○迸笋…勢いよいタケノコ。○長…生長する。○田田…田の池。○使君…刺史。
	　　　　　　　


[bookmark: _Hlk115348045]日東病僧　　　　　日東の病僧 	　　　　　　　　　　　　　　項　斯	

[bookmark: _Hlk115349074]雲水絕歸路　　　　雲水 帰路を絶 (た)つ
來時風送船　　　　来時 風 船を送る
不言身後事　　　　言わず 身後の事
猶坐病中禪　　　　猶お坐す 病中の禅
深壁藏燈影　　　　深壁 灯影を蔵し
[bookmark: _Hlk115349217]空窗出艾煙　　　　空窓 艾 (かい)煙 (えん)を出 (いだ)す
已無郷土夢　　　　已に 鄉土の夢無く
起塔寺門前　　　　塔を起つ 寺門の前　

【語釈】
○日東…日本。○雲水…雲水万里、道が遠いこと。○艾煙…灸の藻草の煙。○塔…墓。



送友人下第歸覲　　　友人の下第して帰覲するを送る	　　　　　　　劉得仁	

君此卜行日　　　　君は 此 (ここ)に行日を卜す
[bookmark: _Hlk116885899]高堂應夢歸　　　　高堂 応 (まさ)に帰るを夢むべし
[bookmark: _Hlk116886869]莫將和氏淚　　　　和氏が 涙を将 (も)って
滴著老萊衣　　　　老萊 (ろうらい)が衣に 滴著 (てきちゃく)すること莫かれ　
嶽雨連河細　　　　岳雨 河に連なりて細く
田禽出麥飛　　　　田禽 (でんきん) 麦を出て飛ぶ
到家調膳後　　　　家に到りて 調膳の後
[bookmark: _Hlk116887179]吟好送斜暉　　　　吟じて好し 斜暉 (しゃき)を送るに　

【語釈】
○歸覲…帰って両親に謁する。○卜行日…占って出発の日を定める。○高堂…父母。○應…「まさに～すべし」と読み、「きっと～であろう」の意。○和氏淚…
和氏の璧」の故事。○老萊衣…「老莱子」の故事。○斜暉…夕陽。


南遊有感　　　　南遊して感有り	　　　　　　　　　　　　　　于武陵	

[bookmark: _Hlk115422986]杜陵無厚業　　　　杜陵 厚業無し　
不得駐車輪　　　　車輪を駐 (とど)むることを得ず
[bookmark: _Hlk115423566]重到曾遊處　　　　重ねて 曽 (そう)遊 (ゆう)の処に到れば 
多非舊主人　　　　多くは 旧主人 (きゅうしゅじん)に非ず
東風千里樹　　　　東風 千里の樹
[bookmark: _Hlk115423648]西日一洲蘋　　　　西日 一洲の蘋 (ひん)
又渡湘江去　　　　又 湘江を渡りて去れば
湘江水復春　　　　湘江 水 復 (ま)た春なり

【語釈】
○杜陵…長安の地の地名、作者の故郷。○厚業…大きな財産。○曾遊處…曾てあそんだ処。○蘋…浮き草。○広西省に流入し湖南省に入る川、 湖南省で最大の河流。


春早寄華下同志　　春早　華下の同志に寄す　　　　　　　　　　	裴　説	

正是花時節　　　　正に是れ 花時の節
思君寢復興　　　　君を思いて 寝 (いね)て復 (ま)た興 (お)く
市沽終不醉　　　　市沽 (しこ) 終 (つい)に酔わず
春夢亦無憑　　　　春夢も 亦た 憑 (よ)る無し
嶽面懸青雨　　　　岳面　青雨を懸 (か)け
河心走濁冰　　　　河心 濁氷を走らず
東門一條路　　　　東門 一条の路 (みち)
[bookmark: _Hlk115425756]離恨正相仍　　　　離恨 (りこん) 正に相仍 (あいよ)る　

【語釈】
○華下…都下、長安。○市沽…市販の酒。○嶽面…高い山（崋山？）の面。○青雨…煙雨、こぬか雨。○離恨…別れの恨み。


途中別孫璐　　　途中にて孫璐 (そんろ)に別る　　　　　　　　　　　	方　干	

道路本無限　　　　道路 本 (もと) 限り無し　
又應何處逢　　　　又 応 (まさ)に何れの処にて逢うべき
[bookmark: _Hlk115428070]流年莫虛擲　　　　流年 虚 (むな)しく擲 (なげう)つ莫れ
[bookmark: _Hlk115428108]華髪不相容　　　　華 (か)髪 (はつ) 相 (あい)容 (ゆる)さず
[bookmark: _Hlk115428139]野渡波搖月　　　　野 (や)渡 (と) 波 月を揺がし
[bookmark: _Hlk115428423][bookmark: _Hlk115428169]寒城雨翳鐘　　　　寒城 雨 鐘を翳 (えい)ず
此心隨去馬　　　　此の心 去馬に随って
[bookmark: _Hlk115428680]迢遞過重峰　　　　迢逓 (ちょうてい) 重峰を過ぎん

【語釈】
○孫璐…不祥。○流年…流水の如く流れ行く年月。○華髪…白髪頭。○野渡…野にある渡し場。○寒城…冬の城。○翳…覆い隠す。○去馬…去って行く馬。○迢遞…遙かで遠いさま。○重峰…重なり合う山。


送友及第歸浙東　　友の及第して浙東に帰るを送る	　　　　　　　方　干	

南行無俗侶　　　　南行 俗侶 (ぞくりょ)無し
秋鴈與寒雲　　　　秋鴈と寒雲と
[bookmark: _Hlk115435603]野趣自多愜　　　　野趣 自ら多くは愜 (かな)う
[bookmark: _Hlk115435760]名香人共聞　　　　名香 人 共に聞く　
吳山中路斷　　　　呉山 中路より断え
[bookmark: _Hlk115435998]浙水半江分　　　　浙水 半江 分る
[bookmark: _Hlk115436154]此地登臨慣　　　　此の地 登臨して慣 (な)る
含情一送君　　　　情を含みて 一 (いつ)に君を送る　

【語釈】
○浙東…浙江省杭州市。○俗侶…俗世間の友達。○野趣…山野の情味。○愜…心にかなう。○聞…匂いを嗅ぐ。○吳山…春秋時代の呉の地方の山。○浙水…浙水、錢唐江、杭州地方を流れる川。○登臨…高いところ登って下方を眺める。


春宮　　　　　　　春宮	　　　　　　　　　　　　　　　　　杜荀鶴	

早被嬋娟誤　　　　早 (つと)に 嬋娟 (せんけん)に誤まられて　
欲妝臨鏡慵　　　　妝 (よそお)わんと欲して 鏡に臨みて慵 (ものう)し　
承恩不在貌　　　　恩を承 (う)るは 貌 (ぼう)に在らず　
[bookmark: _Hlk115452845]教妾若爲容　　　  妾 (しょう)をして 若 (い)為 (かん)か容 (かたち)つくらしむ　
風暖鳥聲碎　　　　風暖かにして 鳥声砕 (くだ)け　
日高花影重　　　　日高くして 花影重し　
年年越溪女　　　　年々 渓を越える女　
相憶採芙蓉　　　　相 (あい)憶 (おも)いて 芙蓉を採 (つ)む　

【語釈】
○春宮…春宮怨、恩寵を受けられない宮女の怨みを述べた詩。○嬋娟…あでやかで美しいさま。○貌…容貌。○若爲…「若何」に同じ、どのようにして。


[bookmark: _Hlk115504420][bookmark: _Hlk115453051]辭崔尚書          崔 (さい)尚書 (しょうしょ)を辞す　　　　　　　　　　　　　	李　頻	

一飯仍難受　　　　一飯 仍 (な)お受け難し
[bookmark: _Hlk115503602]淹留已半年　　　　淹留 (えんりゅう) 已に半年
終期身可報　　　　終 (つい)に 身の報ずべきを期す
不擬骨空鐫　　　　骨 空しく 鐫 (え)るを擬せず　
[bookmark: _Hlk115504574]城晚風高角　　　　城 晩 (く)れて 風 角 (かく)を高くし
江春浪起船　　　　江 春にして 浪 船を起す
曾同棲止地　　　　曽 (かつ)て 同じく棲止 (せいし)せし地
[bookmark: _Hlk115504977]獨去塞鴻前　　　　独り去る 塞 (さい)鴻 (こう)の前

【語釈】
○辭…（家から）離れる。○崔尚書…不祥。尚書は尚書郎（詔勅を司る官）。○淹留…久しく留まること。○骨…自分の心骨。○鐫…恩を記す。○角…角笛。○棲止…住む。寄食する。○塞鴻…塞上を通り過ぎる雁。

　


下方　　　　　　　下方 	　　　　　　　　　　　　　　　　　司空圖	

[bookmark: _Hlk115506186]三十年來往　　　　三十年 来往す　
中間京洛塵　　　　中間 京洛 (けいらく)の塵
倦行今白首　　　　倦 (けん)行 (こう) 今 白首
[bookmark: _Hlk115506243][bookmark: _Hlk115506413]歸臥已清神　　　　帰臥 (きが) 已に清神
坡暖冬生笋　　　　坡 (つつみ) 暖かにして 冬 笋 (たけのこ)を生じ
松涼夏健人　　　　松 涼しくして 夏 人を健にす
更慚徵詔起　　　　更に慚 (は)ず 徴 (ちょう)詔 (しょう)せられて起って
避世迹非真　　　　世を避けて 迹 (ま)た真に非ざるを

【語釈】
○下方…穢土、仏教用語。ここでは、中條山のふもと（司空圖の住居）と掛ける。○来往…慌ただしく過ごすこと。○京洛…都。○倦行…人事に倦むこと。○白首…白髪頭。○歸臥…官職を辞めて家に帰って静かに過ごすこと。○清神…精神の清浄なさま。○徵詔…詔により官吏となること。


華下送文浦涓　　　　華下 (かか)にて 文浦涓 (ぶんほけん)を送る	　　　　　　　　　司空圖	

[bookmark: _Hlk115513614]郊居謝名利　　　　郊居 名利を謝す　
何事最相親　　　　何事 (なにごと)ぞ 最も相親しむ
漸與論詩久　　　　漸 (ようや)く 与 (とも)に詩を論ずること久し
皆知得句新　　　　皆 知る 句を得ること新たなるを
川明虹照雨　　　　川 明かにして 虹 雨を照らし
樹密鳥衝人　　　　樹 密にして 鳥 人を衝 (つ)く
[bookmark: _Hlk115513851]應念從今去　　　　応 (まさ)に念 (おも)うべし 今従 (よ)り去りて
還來嶽下頻　　　　還 (ま)た 岳下に来ること頻 (しきり)なるを

【語釈】
○華下…ここでは華陰県（陝西省同州府）。○郊居…田舎の家。○謝…謝絶する。○漸…しだいしだいに。○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。


[bookmark: _Hlk115516677]遊東林寺          東林寺に遊ぶ　　　　　　　　　　　　　	黃　滔	

平生愛山水　　　　平生 (へいぜい) 山水を愛す
下馬虎溪時　　　　馬を虎渓 (こけい)に下す時
已到終嫌晚　　　　已に到りて 終 (つい)に晩 (おそ)きことを嫌い
重遊預作期　　　　重遊 (ちょうゆう) 預 (あらかじ)め期を作 (な)す
寺寒三伏雨　　　　寺は寒し 三伏 (さんぷく)の雨
[bookmark: _Hlk115517423][bookmark: _Hlk115517468]松偃數朝枝　　　　松は偃 (ふ)す 数朝の枝
[bookmark: _Hlk115517547]翻譯如曾見　　　　翻訳 曽 (かつ)て見るが如し
白蓮開舊池　　　　白蓮 旧池に開く　

【語釈】
○東林寺…江西省九江市の南、廬山にある名刹。○平生…常日頃。○虎溪…東林寺の前にある渓。○重遊…重ねて（ここに来て）遊ぶ。○三伏…初伏、中伏、末伏。夏の一番暑いとき。○偃…地に横たわる。○数朝…東晉から唐までの時代。長い年月。○翻譯…南宋の高僧が経本を翻訳した翻譯臺。


送僧還南嶽	　　僧の南岳に還 (かえ)るを送る　　　　　　　　　　　　周　賀	

[bookmark: _Hlk115524420]辭僧下水棚　　　　僧に辞して 水 (すい)棚 (ほう)を下る
因聽嶽鐘聲　　　　因 (よ)りて聴く 岳 (がく)鐘 (しょう)の声
遠路獨歸寺　　　　遠路 独り寺に帰る
[bookmark: _Hlk115524562]幾時重到城　　　　幾時 (いつ)か 重ねて城に到らん　
風高寒葉落　　　　風高くして 寒葉落ち
雨絶夜堂清　　　　雨絶絶えて 夜堂清し 	
自說深居後　　　　自 (みずか)ら説く 深居の後
隣州亦不行　　　　隣州 (りんしゅう) 亦 (ま)た 行かじと

【語釈】
○南嶽…五岳の一つである衡山 。○辭僧…周賀は曾て僧侶であったので、同侶の僧に別れを告げるの意。○城…俗世間の街。○深居…下界と接触無く住むこと。○隣州…となり（近くの）州。



送人遊蜀　　　　　人の蜀に遊ぶを送る　　　　　　　　　　	馬　戴	

別離楊柳陌　　　　別離 楊柳の陌 (ちまた)
迢遰蜀門行　　　　迢遰 (ちょうてい)たり 蜀門の行 (こう)
若聽清猨後　　　　若しくは清猨 (せいえん)を聴いて後
應多白髮生　　　　応 (まさ)に 多くは白髪生ずべし　
虹霓侵棧道　　　　虹霓 (こうげい) 桟道 (さんどう)を侵し
雨雪雜江聲　　　　雨雪 江声を雑 (まじ)う
過盡愁人處　　　　人を愁えしむる処を 過ぎ尽くさば
煙花是錦城　　　　煙花 是れ 錦城　

【語釈】
○陌…街路。○迢遰…遙かに遠い。○蜀門…蜀への径には山が重なり門のようである。○清猨…清い猿の声。○虹霓…虹。○棧道…崖に穴を空けて木を差し込んでその上に架けた道。○愁人處…山峡の猿の鳴き声がする所。○煙花…花霞。○錦城…錦官城（成都）。
　


[bookmark: _Hlk115527722][bookmark: _Hlk115527603][bookmark: _Hlk115527640]經周處士故居　　　周処士の故居を経 (ふ)	　　　　　　　　　　　　　　方　干	

愁吟與獨行　　　　愁吟 (しゅうぎん)と独行と　
何事不關情　　　　何事ぞ 情に関らざらん
久立釣魚處　　　　久しく 釣魚 (ちょうぎょ)の処に立てば
唯聞啼鳥聲　　　　唯だ 啼 (てい)鳥 (ちょう)の声を聞く
山蔬和雨歇　　　　山蔬 (さんそ) 雨に和して歇 (や)み
海樹入籬生　　　　海樹 籬に入って生ず
吾在茲溪上　　　　吾 茲 (ここ)の渓上に在りて
懷君恨不平　　　　君を懐 (おも)いて 恨み平かならず　

【語釈】
○經…経過する。○周處士…不祥。處士は官に仕えない人。○故居…昔の住まい。○山蔬…山中の野菜。○歇…無くなる。○海樹…海辺の樹木。


送人歸山　　　　　人の山に帰るを送る　　　　　　　　　　　	石　召	

相逢唯道在　　　　相逢いて 唯 道のみ在り
誰不共知貧　　　　誰か 共に貧しきことを知らざらん
[bookmark: _Hlk115531055]歸路分殘雨　　　　帰路 残雨を分ち
[bookmark: _Hlk115531081]停舟別故人　　　　舟を停めて 故人に別る
霜明松嶺曉　　　　霜は明なり 松嶺の暁
花暗竹房春　　　　花は暗し 竹房の春
[bookmark: _Hlk115531127]亦有棲閑意　　　　亦た 棲閑の意有り
何年可寄身　　　　何れの年にか 身を寄すべき

【語釈】　
○道…人の習得すべき大道。○分…分かち合う。○故人…古くからの友人。○棲閑…静かに生活する。


送友人歸宜春　　　友人の宜春に帰るを送る                      張　喬

落花兼柳絮　　　　落花と柳絮と
無處不紛無　　　　処として 紛々 (ふんぷん)ならざるは無し
遠道空歸去　　　　遠道 (えんどう) 空しく帰り去る
流鶯獨自聞　　　　流 (りゅう)鶯 (おう) 独 (ひと)自 (り) 聞かん
野橋喧碓水　　　　野橋 碓 (うす)に喧 (かまびす)しき水
山郭入樓雲　　　　山郭 楼に入る雲
故里南陵曲　　　　故里 南陵の曲 (くま)
秋期更送君　　　　秋期 更に君を送らん　

【語釈】
○紛紛…一面に乱れ飛ぶさま。○遠道…遙かな道。○流鶯…流れ飛ぶ鶯の声。○野橋…野原の中の橋。○獨自…ひとり、二字でひとり、と読む。○碓…ここでは水の流れを利用して突く碓。○山郭…山の街。○故里…故郷。○南陵…安徽省南陵県。○曲…一部落。○秋期…秋賦（地方より　科挙に人を送ること）。　　　


秋日別王長史　　　　秋日 王長史に別る	　　　　　　　　　　　王　勃	
別路千餘里　　　　別路 千余里
深恩重百年　　　　深恩 百年に重し
正悲西候日　　　　正 (まさ)に悲しむ 西候の日
更動北梁篇　　　　更に動く 北梁 (ほくりょう)の篇 (へん)　
野色籠寒霧　　　　野色 寒 (かん)霧 (む)を籠 (こ)め
山光斂暮煙　　　　山光 暮 (ぼ)煙 (えん)を斂 (おさ)む
終知難再奉　　　　終 (つい)に 再び奉じ難きを知り
懷德自潸然　　　　徳を懐 (おも)いて 自 (おのずか)ら潸然 (さんぜん)　

【語釈】
○王長史…未詳、長史は官名、司馬に相当。○西候…秋。○北梁篇…別れの詩賦。○野色…野原の景色。○寒霧…冷ややかな靄。○山光…山の上の夕日。○暮煙…夕暮れの靄。○潸然…涙の流れるさま。さめざめ。


汝墳別業　　　　　汝墳 (じょふん)の別業 	　　　　　　　　　　　　　　祖　詠	

失路農爲業　　　　路を失いて 農を業と為す
移家到汝墳　　　　家を移して 汝墳 (じょふん)に到る
獨愁常廢卷　　　　独り愁う 常に巻を廃するを
多病久離羣　　　　多病 久しく群を離る　
鳥雀垂窓柳　　　　鳥雀 窓に垂るる柳
虹霓出澗雲　　　　虹霓 (こうげい) 澗 (たに)を出ずる雲
山中無外事　　　　山中 外事 (がいじ)無し
樵唱有時聞　　　　樵 (しょう)唱 (しょう) 時に聞く有り　

【語釈】
汝墳…安徽省阜陽県。別業…別荘。失路…人生行路に行き悩むこと。廃巻…書物を読まなくなった。虹蜺…にじ。澗…谷川。外事…身辺を取り巻く雑事。樵唱…樵の歌。	


宣州使院別韋応物　　宣州の使院にて韋応物に別る　　　　　	劉長卿	

白雲乖始願　　　　白雲 始 (し)願 (がん)に乖 (そむ)く
滄海有微波　　　　滄海 (そうかい) 微波 (びは)有り
戀舊爭趨府　　　　旧を恋 (した)いて 争いて 府に趨 (はし)り
臨危欲負戈　　　　危に臨みて 戈 (ほこ)を負わんと欲す　
春歸花殿暗　　　　春は　花殿に帰りて暗く
秋傍竹房多　　　　秋は　竹房に傍 (そ)いて多し
耐可機心息　　　　機心の 息 (や)むべきに耐えたり
其如羽檄何　　　　其れ 羽檄 (うげき)を如 (いか)何 (ん)せん

【語釈】
○宣州…安徽省宣城市宣州区。○使院…節度使の役所。○始願…最初の願望。○舊…旧友である韋応物。○爭趨府…急いで節度使の幕府を訪問する。○危…安史の乱。○機心…いつわり巧む心。栄達しようとする心。○羽檄…軍中の命令書。

　　


又送陸潛夫茅山尋友　　又 陸 (りく)潜夫 (せんふ)が茅山 (ちざん)に友を尋ぬるを送る　	皇甫冉	

登山自補屐　　　　山に登りて 自 (みずか)ら屐 (げき)を補 (おぎな)う
訪友不齎糧　　　　友を訪 (と)いて 糧を齎 (もたら)さず
坐歇青松晚　　　　坐 (そぞろ)に歇 (いこ)う 青松の晩 (くれ)
行吟白日長　　　　行吟すれば 白日長し　
人烟隔水見　　　　人煙 水を隔てて見え
草氣入林香　　　　草 (そう)気 (き) 林に入りて香 (かんば)し
[bookmark: _Hlk115547394]誰作招尋侶　　　　誰か 招 (しょう)尋 (じん)の侶 (りょ)と作 (な)りて
[bookmark: _Hlk115547550][bookmark: _Hlk115547905]清齋宿紫陽　　　　清斎 (せいさい)して 紫 (し)陽 (よう)に宿せん

【語釈】
○陸潛夫…不祥。潛夫は隠者。○補屐…折れた木屐（歯の付いた下駄）の歯を繕う。○齎糧…金銭を持って行く。○人煙…人家の炊煙。○招尋…人を招く。○侶…複数の友。○清齋…肉食せず、清泉を飲む。○紫陽…紫陽觀、延陵（江蘇省常州）にあった道教の寺。

夏夜西亭即事　　　夏夜西亭即事	　　　　　　　　　　　　　　耿　湋	

高亭賓客散　　　　高亭 賓客 (ひんかく)散ず
[bookmark: _Hlk115581994]暑夜最相和　　　　暑夜 最も相和 (あいわ)す
細汗凝衣集　　　　細汗 衣に凝りて集まり
微涼待扇過　　　　微涼 扇を待ちて過ぐ　
[bookmark: _Hlk115582094]風還池色定　　　　風 還 (かえ)りて 池色定まり
月晚樹陰多　　　　月 晩 (おそ)くして 樹陰多し
遙想隨行者　　　　遥かに想う 行に随う者
[bookmark: _Hlk115582246][bookmark: _Hlk115582382]珊珊動曉珂　　　　珊々 (さんさん)として 暁珂 (ぎょうが)を動ぜしことを

【語釈】
○賓客…ここでは銭記のこと。○即事…事に触れてその場のことを題材にして作った詩。○相和…此処では、暑気の甚だしいこと。○風還…風が無くなること。○隨行者…宮城に行く者。○珊珊…佩玉（腰に付けるおび玉）の鳴る音。



庭春　　　　　　　庭春	　　　　　　　　　　　　　　　　　姚　合	

[bookmark: _Hlk115587787]塵中主印吏　　　　塵中 主印の吏
誰遣有高情　　　　誰か 高情有らしむ
趁煖簷前坐　　　　煖 (だん)を趁 (お)いて 簷 (えん)前 (ぜん)に坐し
尋芳樹底行　　　　芳 (ほう)を尋ねて 樹底に行く
土融凝野色　　　　土 融けて 野色凝 (こ)り　
冰敗滿池聲　　　　氷 敗れて 池声満つ
[bookmark: _Hlk115587899]漸覺春相泥　　　　漸 (ようや)く覚ゆ 春の相 (あい)泥 (なず)むことを
朝來睡不輕　　　　朝来 (ちょうらい) 睡 (ねむり) 軽からず

【語釈】
○塵中…俗世間。○主印吏…印判を司る官。○趁…求める。○簷前…のきさき。○野色…野の景色。○漸…しだいしだいに。○凝…形成する。○泥…まとわりつく→定着する。


新春　　　　　　　新春	　　　　　　　　　　　　　　　　　姚　合	

官卑長少事　　　　官 卑 (いやし)くして 長く 事少なし
縣僻又無城　　　　県 僻 (へき)にして 又た城無し
未曉衝寒起　　　　未だ暁 (あ)けざるに 寒を衝 (つ)きて起き
迎春忍病行　　　　春を迎えて 病を忍びて行く　
樹枝風掉軟　　　　樹枝　風 掉 (はら)いて軟かく
菜甲土浮輕　　　　菜 (さい)甲 (こう)　土に浮んで軽 (かろ)し
最好林間鶴　　　　最も好し 林間の鶴
今朝足喜聲　　　　今朝 喜声足 (おお)し　

【語釈】
○僻…辺鄙。○掉…震える､揺れる。○菜甲…草や蔬菜の芽。○足…多い。　　　　
　　　　


晚春答嚴少尹與諸公見過晩	王　維	
晩春 厳少尹 (げんしょうい)と諸公の過 (よぎ)らるるに答う

松菊荒三徑　　　　松菊 三径 (さんけい)に荒る
圖書共五車　　　　図書 共に五車
[bookmark: _Hlk115596661]烹葵邀上客　　　　葵 (き)を烹 (に)て 上客を邀 (むか)え
看竹到貧家　　　　竹を看て 貧家に到る
雀乳先春草　　　　雀乳 (じゃくにゅう) 春草に先だち
鶯啼過落花　　　　鶯啼いて 落花を過ぐ　
[bookmark: _Hlk115596824]自憐黃髪暮　　　　自ら憐れむ 黄髪の暮
一倍惜年華　　　　一倍 年華を惜しむことを

【語釈】
○嚴少尹…不祥。○府の長官の次官。○松菊…松と　寒さに耐えた菊。「松菊猶存」の陶淵明の詩を借用して、嚴少尹を陶淵明になぞらえる。○葵…オアイ菜、貧者の食べ物。○雀乳…子に乳をやる雀。○黄髪…白髪と同じく老人。王維自身。○年華…歳月。


送王正字山寺讀書　　王 (おう)正字 (せいじ)が山寺にて読書するを送る	　　李嘉祐	

[bookmark: _Hlk115600494]欲究先儒教　　　　先儒の教 (おしえ)を究めんとして
還過支遁居　　　　還 (かえ)って支遁 (しとん)の居を過ぐ
山堦閑聽法　　　　山堦 (さんかい) 閑 (かん)に法を聴き
竹寺獨看書　　　　竹寺 独り書を看る　
[bookmark: _Hlk115600822]向日荷新卷　　　　日に向って 荷 (か) 新たに巻き
迎秋柳半疎　　　　秋を迎えて 柳 半ば疎 (そ)なり
風流有佳句　　　　風流 佳句 (かく)有り
[bookmark: _Hlk115717353][bookmark: _Hlk115717376]不似帶經鋤　　　　経を帯びて鋤くには似ず　

【語釈】
○王正字…不祥。○先儒…先賢の儒者。○支遁…東晉の僧、王羲之、謝安と交流があった。○山堦…山家のきざはし。○荷…蓮の葉。○帶經…経書を読む。○鋤…農作業をする。


秋日過徐氏園林   秋日 徐氏の園林に過ぎる	                    包　佶	

[bookmark: _Hlk115676053][bookmark: _Hlk115676242]回塘分越水　　　　回塘 (かいとう) 越水を分ち
古樹積呉煙　　　　古樹 呉煙を積む
[bookmark: _Hlk115676335]掃竹催鋪席　　　　掃 (そう)竹 (ちく) 席を鋪 (し)くを催 (もよお)し
[bookmark: _Hlk115676401]垂蘿待繫船　　　　垂蘿 (すいら) 船を繫ぐを待つ　
鳥窺新罅栗　　　　鳥は窺う 新罅 (しんか)の栗
龜上半攲蓮　　　　亀は上る 半攲 (はんき)の蓮
屢入忘歸地　　　　屢 (しばし)ば 忘帰 (ぼうき)の地に入る
[bookmark: _Hlk115676628]長嗟俗事牽　　　　長 (ちょう)嗟 (さ)す 俗事に牽 (ひ)かるることを

【語釈】　
○過…訪れる。○徐氏…不祥。○回塘…曲がっている隄。○越水…越の地方の川。○呉煙…越の地方に見える靄。○掃竹…塵気を払う竹。○垂蘿…垂れ下がっている藤。○新罅…皮のむけた。○長嗟…歎く。


灞東司馬郊園　　灞 (は)東 (とう)の司馬の郊園	　　　　　　　　　　　　　　許　渾	

[bookmark: _Hlk115718561]楚翁秦塞住　　　　楚 (そ)翁 (おう) 秦 (しん)塞 (さい)に住 (じゅう)す
[bookmark: _Hlk115718689]昔事李輕車　　　　昔 事 (つか)う 李 (り)軽車 (けいしゃ)
白社貧思橘　　　　白社 貧しくして 橘 (きつ)を思い
青門老種瓜　　　　青門 (せいもん) 老いて瓜を種う　
讀書三徑草　　　　読書 三径の草
沽酒一籬花　　　　沽 (こ)酒 (しゅ) 一籬 (いちり)の花
更欲尋芝朮　　　　更に芝朮 (しじゅつ)を尋ねんと欲す
[bookmark: _Hlk115720025]商山便寄家　　　　商山 (しょうざん) 便 (すなわ)ち家を寄せん

【語釈】
○灞東…長安の地名。○司馬…刺史の補佐官。○楚翁…楚の生まれの老人。○秦塞…灞東。○李輕車…李広の弟の李蔡。大将軍衛青に従って軍功があり、輕車將軍となった。司馬をなぞらえる。○白社…洪州（江西省南昌市一帯）。○青門…漢陽城の東門。○沽酒…市販の酒。○芝朮…芝は靈芝、朮は白朮、共に薬草。○商山…商山四皓のこと。

　


下第寓居崇聖寺感事  下第し崇 (すう)聖寺 (せいじ)に寓居し事に感ず　　	許　渾	

懷玉泣京華　　　　玉を懐いて 京 (けい)華 (か)に泣き
舊山歸路賒　　　　旧山 帰路賒 (はるか)なり
靜依禪客院　　　　静に 禅客の院に依 (よ)りて　
幽學野人家　　　　幽 (かすか)に 野人の家に学ぶ
林晚鳥爭樹　　　　林 晩 (く)れて 鳥 樹を争い
園春蝶護花　　　　園 春にして 蝶 花を護る
東門有閑地　　　　東門に 閑地有り
誰種邵平瓜　　　　誰か 邵 (しょう)平 (へい)の瓜を種えん　

【語釈】
○下第…科挙に不合格となること。○寓居…仮住まい。○崇聖寺…雲南省大理市の郊外にある寺。○土…故郷。○京華…京城（長安）の美称。○舊山…故郷の山。○靜…静寂。○依…求める。禪客院…座禅をする僧院。○幽…幽趣。○野人…農夫。○閑地…空き地。○邵平瓜…秦の東陵侯であった招平は、秦が滅んでから長安城の東門に瓜を植えて暮らしたという故事、帰農の生活に甘んじること。
（参考文献）　『唐詩選』吉川幸次郎編　　　　


寄山中高逸人　　　山中の高逸人 (こういつじん)に寄す	　　　　　　　　　　　孟　貫	
煙霞多放曠　　　　煙霞 (えんか) 多くは放曠 (ほうこう)
[bookmark: _Hlk115761121][bookmark: _Hlk115761134]吟嘯是尋尋　　　　吟嘯 是れ尋常
猨共摘山果　　　　猨 (さる)と共に 山果を摘み
僧鄰住石房　　　　僧に隣 (とな)りて 石房に住 (じゅう)す
躡雲雙屐冷　　　　雲を躡 (ふ)んで 双屐 (そうり) 冷やかに
採藥一身香　　　　薬を採りて 一身 香 (かんば)し
我憶相逢夜　　　　我は憶う 相 (あい)逢 (あ)いし夜
松潭月色涼　　　　松潭 (しょうたん) 月色涼しかりしことを


【語釈】
○高逸人…高潔なる隠棲人。○煙霞…靄と霞。○放曠…からりと開けて束縛のないこと。○吟嘯…詩を吟ずる。○雙屐…ふたつのあしだ。○松潭…松の茂る淵。
　　　


贈廬嶽隱者　　　　廬 (いおり)岳 (だけ)の隠者に贈る  	杜荀鶴	

[bookmark: _Hlk115766656]説見來此居　　　　　説 (みる)見 (ならく) 来りて此 (ここ)に居り　　　　　　　　　　
未嘗離洞門　　　　未だ嘗つて 洞門を離れずと
[bookmark: _Hlk115766692]結茅遮雨結　　　　茅 (かや)を結んで 雨結を遮け
採藥給晨昏　　　　薬を採りて 晨昏 (しんこん)に給す
古樹藤纏殺　　　　古樹 藤 纏 (まと)いて殺し　
春泉鹿過渾　　　　春泉 鹿 過ぎて渾 (にご)る　
悠悠無一事　　　　悠々として 一事無く　
[bookmark: _Hlk115766891]不似屬乾坤　　　　乾坤に属すに似ず

【語釈】
○廬嶽…廬山。江西省九江市南部にある名山。○説見…見る。○茅…茅屋。茅葺きの粗末な家。○晨昏…朝晩。○悠悠…のんびり、ゆったりしたさま。○乾坤…天地。


[bookmark: _Hlk115775213][bookmark: _Hlk115775307]寄司空圖　　　　　司空圖 (しくうと)に寄す　　　　　　　　　　　　　　　　僧虛中	

[bookmark: _Hlk115776422]逍遙短褐成　　　　逍遥 (しょうよう) 短褐 (たんかつ)成る
一劒動精靈　　　　一剣 精霊を動かす
[bookmark: _Hlk115776781]白晝夢仙島　　　　白昼 仙島を夢み
[bookmark: _Hlk115776851]清晨禮道經　　　　清晨 (せいしん) 道 (どう)経 (きょう)を礼す
黍苗侵野徑　　　　黍 (しょ)苗 (びょう) 野径を侵し
[bookmark: _Hlk115776952]桑椹汚閑庭　　　　桑椹 (そうしん) 閑庭 (かんてい)を汚す
肯要爲隣肯　　　　肯えて 隣 (となり)を為す者を要せんや
[bookmark: _Hlk115777249]西南太華青　　　　西南 太 (たい)華 (か)青し　

【語釈】
○司空圖…唐末の詩人。○逍遙…さまよい歩く。○短褐…短い毛布の服。賎者の着する服。○精靈…神鬼。神仙。○仙島…仙人の住む海の島。○清晨…日の出の前の時間。○桑椹…桑の実。○太華…華山。陝西省華陰市にある山。五岳のひとつ。


送成州程使君赴　　成州 (せいしゅう)程使 (ていし)君 (くん)の赴くを送る　　　　　　　　	岑　參	

[bookmark: _Hlk115935740]程侯新出守　　　　程 (てい)侯 (こう) 新たに出 (いで)て守たり
好日發行軍　　　　好日 行軍を発す
拜命時人羨　　　　命を拝して 時人羨 (うら)やみ
能官聖主聞　　　　官を能 (よ)くして 聖主聞く
江樓黑寒雨　　　　江楼 寒 (かん)雨 (う)黒く　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk115936036]山郭冷秋雲　　　　山郭 秋雲冷 (ひややか)なり
竹馬諸童子　　　　竹馬の諸童子
[bookmark: _Hlk115936096]朝朝待使君　　　　朝々 使君を待つ

【語釈】　
○成州…甘粛省隴南市北部。○程使君…不祥。使君は刺史。○程侯…程使君。○山郭…山里。○朝朝…毎朝。



[bookmark: _Hlk115936886][bookmark: _Hlk115936934]漢陽即事　　　　　漢 (かん)陽 (よう)即事 (そくじ) 	　　　　　　　　　　　　　　　　　儲光羲	

[bookmark: _Hlk115937048]楚國千里遠　　　　楚国 千里遠し
孰知方寸違　　　　孰 (たれ)か知らん 方寸の違うことを
春遊歡有客　　　　春遊 有客を歓び
夕寢賦無衣　　　　夕 (せき)寝 (しん) 無衣を賦 (ふ)す　
江水帶冰綠　　　　江水 氷を帯びて緑に
桃花隨雨飛　　　　桃花 雨に随って飛ぶ
[bookmark: _Hlk116123306]九歌有深意　　　　九歌 深意有り
[bookmark: _Hlk116123489]捐佩乃言歸　　　　佩を捐てて 乃 (すなわ)ち言に帰らん

【語釈】
○漢陽…湖北省武漢市漢陽区。○即事…事に触れてその場のことを詠った詩。○楚國…春秋時代の楚の国の地方。ここでは、漢陽。○方寸…心。意思。○九歌…屈原の作った詩の一つ。○佩…官吏が腰に付けるおびたま。官吏。○言歸…故郷に帰る。


酬劉員外見寄　　　劉 (りゅう)員外 (いんがい)が寄せらるるに酬 (むく)ゆ　　　　　　　	嚴　維	

[bookmark: _Hlk116124881]蘇耽佐郡時　　　　蘇耽 (そたん) 郡に佐 (さ)たる時
[bookmark: _Hlk116125013]近出白雲司　　　　近ごろ 白雲の司 (し)より出ず
[bookmark: _Hlk116125068]藥補清羸疾　　　　薬は 清羸 (せいえい)の疾 (やまい)を補い
窗吟絕妙詞　　　　窓には 絶妙の詞を吟ず
柳塘春水漫　　　　柳塘 春水漫 (まん)に
花塢夕陽遲　　　　花塢 (かお) 夕陽遅し
欲識懷君意　　　　君を懐うの 意を識らんと欲せば
[bookmark: _Hlk116125155][bookmark: _Hlk116125283]朝朝訪檝師　　　　朝々 (ちょうちょう) 檝師 (しゅうし)に訪 (と)え

【語釈】
○劉員外…中唐の詩人劉長卿。○蘇耽…伝説中の仙人。裁判官となったことがある。劉員外をなぞらえる。○佐…補佐官。○白雲司…刑部の官吏。○清羸…痩せ疲れること。○朝朝…毎朝。○檝師…船頭。○訪…問う。


[bookmark: _Hlk116130881]別至弘上人　　　　至 (し)弘 (こう)上人 (しょうにん)に別る　　　　　　　　　　　　	嚴　維	

[bookmark: _Hlk116131481]最稱弘偃少　　　　最も称す 弘偃 (こうえん)少しと
[bookmark: _Hlk116131615]早歳草茆居　　　　早歳より 草茆 (そうぼう)に居す
年老從僧律　　　　年老いて 僧律に従い
[bookmark: _Hlk116140395]生知解佛書　　　　生 (せい)知 (ち) 仏書を解す　
衲衣求壞帛　　　　衲 (のう)衣 (え) 壊帛 (えはく)を求め
野飯拾春蔬　　　　野飯 春蔬 (しゅんそ)を拾う
[bookmark: _Hlk116132341]章句無求斷　　　　章句 求断 (きゅうだん)無し
[bookmark: _Hlk116132504]時中學有餘　　　　時中 学余り有り

【語釈】
○至弘上人…不祥。○弘偃…行、住、坐、臥の行のうち臥。○草茆…在野、寺でない民間家。○生知…うまれながらの知恵。○衲衣…布の着物、人の使わない布をつなぎ合わせた粗末な着物。○壞帛…土の如くに染まったもの。○野飯…粗末な食事。○春蔬…春の野菜。○章句…文章の句。○求斷…判断を求める。○時中…時に従い変に応じてよろしきをえること。


送王牧往吉州謁使君叔	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李嘉祐	
[bookmark: _Hlk116133377]王牧の吉州に往 (ゆ)きて使君叔 (しくんしゅく)に謁するを送る

細草綠汀洲　　　　細草 汀 (てい)洲 (しゅう)に緑なり
[bookmark: _Hlk116133957][bookmark: _Hlk116133819]王孫耐薄遊　　　　王孫 薄遊 (はくゆう)に耐えたり
[bookmark: _Hlk116134243]年華初冠帶　　　　年華 初めて冠 (かん)帯 (たい)す
[bookmark: _Hlk116134082][bookmark: _Hlk116134472]文彩舊弓裘　　　　文彩 旧 (もと) 弓裘 (きゅうきゅう)　
野渡花爭發　　　　野渡 花 争い発 (ひら)き
[bookmark: _Hlk116134743]春塘水亂流　　　　春塘 水 乱れ流る
使君憐小阮　　　　使君 小阮 (しょうげん)を憐れむとも
應念倚門愁　　　　応に 倚門 (いもん)の愁いを念ずべし

【語釈】
○王牧…不祥。○吉州…江西省吉安市。○使君叔…王牧の叔父で吉州刺史。○汀洲…中洲。○王孫…貴公子。王牧のこと。《楚辭·淮南小山〈招隱士〉》：“王孫遊兮不歸　春草生兮萋萋。”。○薄遊…ここ（吉州）を旅行すること。○文彩…立派なこと。○年華…若い年頃。○冠帶…冠と帯を着ける日本の元服。○文彩…立派なこと。○弓裘…荘子「弓人の子は先ず裘を作ることを学ぶ」、父や叔父の後を継ぐこと。○野渡…野原の渡し。○春塘…春の隄。○使君…使君叔。○小阮…
晉の阮咸、阮藉が叔父であったので、王牧を阮咸、使君叔を阮藉になぞらえる。
[bookmark: _Hlk116139866]○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。○倚門愁…《戰國策》卷十三《齊策六》王孫賈年十五　事閔王。王出走　失王之處。其母曰：「女朝出而晚來　則吾倚門而望；女暮出而不還　則吾倚閭而望。女今事王　王出走　女不知其處　女尚何歸？」。子供の帰りを待つ愁い。

　　　　
[bookmark: _Hlk116135885]送章彝下第　　　　章彝の下第するを送る	　　　　　　　　　　綦毋潛	

長安渭橋路　　　　長安 渭 (い)橋 (きょう)の路
行客別時心　　　　行客 (こうかく) 別時の心
[bookmark: _Hlk116136148]獻賦溫泉畢　　　　賦を 温泉に献じて 畢 (おわ)りて
[bookmark: _Hlk116136484]無媒魏闕深　　　　魏闕 (ぎけつ)の深きに 媒す無し　
黃鶯啼就馬　　　　黄鶯 啼いて 馬に就き
白日暗歸林　　　　白日 暗くして 林に帰る
三十名未立　　　　三十にして 名未だ立たず
君還惜寸陰　　　　君 還 (ま)た 寸陰を惜しめ

【語釈】
○章彝…不祥。○下第…科挙に不合格となる。○渭橋…渭水に架かる橋。○行客…旅人。○獻賦溫泉…玄宗が温泉宮にあった時に劉明霞なるものが「温泉賦」を献じたが科挙に及第しなかった。それを引用する。○魏闕…宮廷。○媒…仲介。○黄鶯…コウライうぐいす。○白日…真昼の太陽。


哭空寂寺玄上人　　空 (くう)寂寺 (じゃくじ)の玄 (げん)上人 (しょうにん)を哭す	　　　　　　　　　錢　起	

悽然雙樹下　　　　悽 (せい)然 (ぜん)たり 双樹 (そうじゅ)の下
[bookmark: _Hlk116139490]垂淚遠公房　　　　涙を垂る 遠 (えん)公 (こう)の房 (ぼう)
燈續生前火　　　　灯は続く 生前の火
爐添沒後香　　　　炉は添う 没後の香　
陰堦明片雪　　　　陰堦 (いんかい) 片雪 明 (あきら)かに
寒竹響空廊　　　　寒竹 空廊に響く
[bookmark: _Hlk116139900][bookmark: _Hlk116139828]寂滅應爲樂　　　　寂滅 (じゃくめつ) 応 (まさ)に為 (い)楽 (らく)たるべし
塵心徒自傷　　　　塵 (じん)心 (しん) 徒に自 (みずか)ら傷む

【語釈】　
○空寂寺…不祥。○玄上人…未詳。○悽然…いたましい。○雙樹…釈迦が入滅した樹を借用。○遠公…晉の恵遠法師に比す。○陰堦…暗いきざはし。○寒竹…冬の竹（が雪で折れる音）。○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。○寂滅爲樂…「般若心経」、煩悩の境を脱し、涅槃の境地にいたって、はじめて真の安楽が得られるということ。○塵心…俗世間の心。作者のこと。


送曹椅　　　　　　曹椅 (そうい)を送る　　　　　　　　　　　　　　	司空曙	

青春三十餘　　　　青春 三十余
[bookmark: _Hlk116145834]衆藝盡無如　　　　衆芸 尽く如 (し)く無し
中散詩傳畫　　　　中散 (ちゅうさん) 詩画 (しが)に伝え
將軍扇賣書　　　　将軍 扇書を売る　
[bookmark: _Hlk116148186]楚田晴下雁　　　　楚田 晴れて雁下り
江日暖多魚　　　　江日 暖かくして魚多し
[bookmark: _Hlk116148279]惆悵空相送　　　　惆悵 (ちゅうちょう) 空しく相送る
歡遊自此疎　　　　歓遊 此 (これ)自 (よ)り疎なり

【語釈】
○曹椅…不祥。○衆藝…各種の技能、芸術。○無如…及ぶ物がない。○中散…晉の嵇中散のこと、詩に巧みで、雇愷之がその詩を画に画いた。○將軍…晉の王羲之のこと。会稽の山陰にいたときに、老婆が来て書を乞い、扇に「清風來故人」の五字を書いて与えたら高く売れた。○楚田…春秋時代の楚の国の田畑。○惆悵…嘆き悲しむこと。
　


[bookmark: _Hlk116152399]送金華王明府　　金華 (きんか)の王 (おう)明府 (めいふ)を送る　　　　　　　　　　　　	韓　翃	

[bookmark: _Hlk116152723]縣舍江雲裏　　　　県舎 (けんしゃ) 江雲の裏
[bookmark: _Hlk116152734]心閑境自偏　　　　心閑かにして 境 (さかい) 自 (おのずか)ら偏 (へん)ならん
[bookmark: _Hlk116152817][bookmark: _Hlk116152843]家資陶令菊　　　　家資 (かし) 陶令の菊
[bookmark: _Hlk116152977][bookmark: _Hlk116153023]月俸沈郎錢　　　　月俸 (げっぽう) 沈郎 (ちんろう)の銭
[bookmark: _Hlk116153850]黃蘗香山路　　　　黄蘗 (こうばく) 香山の路
青楓暮雨天　　　　青楓 暮雨の天
時聞引車騎　　　　時に 車騎を引くを聞かん　
竹外有銅泉　　　　竹外に 銅泉有り

【語釈】
○金華…浙江省金華市婺城区。○王明府…不祥。明府は県令。○縣舍…県令の宿舎。○心閑境自偏…陶淵明飲酒其五「心遠境自偏」。○家資…財産。○陶令…陶淵明。○月俸…月の報酬。○沈郎錢…梁の沈約が金華の官であったので、その報酬をいう。○黃蘗…落葉喬木の名、キハダ。○香山…楚の地にある山。
　


[bookmark: _Hlk116156699]和張侍郎酬馬尚書　　　　張侍郎 (ちょうじろう)の「馬 (ば)尚書 (しょうしょ)に酬る」に和す　　　韓　愈	

[bookmark: _Hlk116157516][bookmark: _Hlk116157422]來朝當路日　　　　来朝 当路の日
承詔改轅時　　　　詔 (みことのり)を承 (う)けて 轅 (えん)を改むる時
出領須句國　　　　出でて 須句 (しゅこう)の国を領じ
[bookmark: _Hlk116158106]仍兼少昊司　　　　仍 (よ)りて 少昊 (しょうこう)の司を兼ぬ
暖風抽宿麥　　　　暖風　宿 (しゅく)麦 (ばく)を抽んで
清雨卷歸旗　　　　清雨　帰旗 (きき)を巻く
[bookmark: _Hlk116158255]賴寄新珠玉　　　　頼 (さいわい)に 新珠玉を寄す
長吟慰我思　　　　長吟 我が思 (おもい)を慰む

【語釈】
[bookmark: _Hlk116157563][bookmark: _Hlk116158025]○張侍郎…張賈。清河(河北省)人。德宗貞元二年(786)の進士、穆宗長慶元年(821)兵部侍郎となり、後兵部尚書となる。○馬尚書…馬總。扶風(陝西省鳳翔)の人。刺史を経て刑部侍郎となり、節度使を経て戶部尚書となる。○来朝…天子の命を受けて参内すること。○當路日…参内の日、馬尚書が鄆州（山東省西部）刺史から、戶部尚書に任ぜられて参内する日。○改轅…改めて車を繞らす。○須句國…鄆州。○少昊…刑部尚書。○宿麥…冬に植えて夏に収穫する麦。○新珠玉…馬尚書の寄せた詩。


[bookmark: _Hlk116193531][bookmark: _Hlk116193688]送董卿赴台州　　　董 (とう)卿 (きょう)が台州に赴くを送る　　　　　　　　　	張  蠙	

[bookmark: _Hlk116193490]九陌除書出　　　　九陌 除書 (じょしょ)出ず
尋僧問海城　　　　僧を尋ねて 海城を問う
[bookmark: _Hlk116193812]家從中路挈　　　　家は 中路より挈 (たずさ)え
[bookmark: _Hlk116193871]吏隔數州迎　　　　吏は 数州を隔てて迎う
夜蚌侵燈影　　　　夜蚌 (やぼう)　灯影を侵し
[bookmark: _Hlk116194623]春禽雜櫓聲　　　　春禽 (しゅんきん)　櫓声を雑 (まじ)う
開圖知異跡　　　　図を開きて 異跡を知る
[bookmark: _Hlk116194661]思上石橋行　　　　思想す 石橋の行

【語釈】
○台州…浙江省台州市临海市。天台山あり。○董卿…不祥。○九陌…宮中。○除書…辞令書。○海城…梵海城、寺院。○家…妻。○吏…台州の官吏達。○夜蚌…夜のハマグリ。○春禽…春の鳥。○石橋…天台山の景勝地。



過香積寺　　　　　香積寺 (こうしゃくじ)に過 (よ)ぎる	　　　　　　　　　　　　　王  維	

不知香積寺　　　　知らず香積寺 (こうしゃくじ)
數里入雲峰　　　　数里 雲 (うん)峰 (ぽう)に入る
古木無人逕　　　　古木 人径無く
深山何處鐘　　　　深山 何れの処の鐘
泉聲咽危石　　　　泉声 危石に咽 (むせ)び
日色冷青松　　　　日色 青松に冷 (ひややか)なり
薄暮空潭曲　　　　薄暮 空潭 (くうたん)の曲
安禪制毒龍　　　　安禅 毒 (どく)竜 (りゅう)を制す　　　

【語釈】
○香積寺…長安の南、終南山山中にある寺。○古木…冬枯れの木や林。○雲峰…雲がかかってる高い峰。○人逕…人の通う小径。○危石…高くそばだっている石。○空潭…人気のない淵。○曲…ほとり。○安禅…坐禅して雑念を去り、精神を統一すること。○毒龍…人を害する龍のことで、人の心に住む邪念をいう
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』


送友人尉蜀中　　友人の蜀中に尉たるを送る	　　　　　　　　　　徐　晶	

[bookmark: _Hlk116215450][bookmark: _Hlk116215474]故友漢中尉　　　　故友 漢中の尉　　　
請爲西蜀吟　　　　請う 西蜀の吟を為せ
人家多種橘　　　　人家 多くは橘 (きつ)を種え
[bookmark: _Hlk116216233]風土愛彈琴　　　　風土 愛して琴を弾ず　　　　
水向昆明闊　　　　水は 昆 (こん)明 (めい)に向って闊 (ひろ)く
山通大夏深　　　　山は 大夏 (たいか)に通じて深し
[bookmark: _Hlk116217917]理閑無別事　　　　閑 (かん)を理して 別事無くんば
時寄一登臨　　　　時に 一登臨を寄せよ

【語釈】
○尉…武官。○故友…昔からの友人。○漢中…成都。○風土愛彈琴…漢の司馬相如が蜀の人で、琴の名手であったので、蜀の人が琴を愛すとした。○大夏…インド。○理閑…清閑無事であること。　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　





[bookmark: _Hlk116218568]與諸子登峴山　　　諸子と峴山 (けんざん)に登る　　　　　　　　　　　	孟浩然	

人事有代謝　　　　人事 代謝 (たいしゃ)有り
往來成古今　　　　往来 古今に成る
江山留勝跡　　　　江山 勝 (しょう)跡 (せき)を留め
我輩復登臨　　　　我輩 (わがはい) 復た登臨 (とうりん)す
水落魚梁淺　　　　水落ちて 魚 (ぎょ)梁 (りょう)浅く
天寒夢澤深　　　　天寒くして 夢 (ぼう)沢 (たく)深し
羊公碑尚在　　　　羊公の碑 尚お在り
讀罷一沾襟　　　　読み罷んで 一 (ひと)たび 襟 (えり)を沾す　　　　

【語釈】
○峴山…湖北省襄陽市にある山。○人事…人の世の営み。○代謝…次々と入れ替わること。○往来…ここでは栄枯盛衰という意味。○古今…古代から今まで。○江山…漢江と峴山。○勝跡…優れて名高い景勝の地。○漁梁…やな。○夢澤…雲夢の沢（うんぼうのたく）湖北省の湿地帯。○羊公…荊州の都督として陸抗と対峙していた羊祜は、荊州の領民を労わるはおろか 相対していた呉の将兵にまで礼節を以て臨み敵味方問わずから尊崇を集めていた。 そんな羊祜も病を得、重篤の身となると後任に杜預を推挙して没した。○碑…羊祜が病死、死を惜しんだ民により生前彼が好んだ峴山に碑が建立された。 その碑を見た者は皆在りし日の羊祜を偲んで涙を堕とすに及んだ。墮淚碣という。
（参考文献）　『新釈漢文大系　詩人編　３』
 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

寄邢逸人　　　　　邢逸人 (けいいつにん)に寄す　　　　　	　　　　　　　　　鄭　常	

羨君無外事　　　　羨 (うらや)む 君が外事無くして
日與世情違　　　　日に 世情と違うことを
地僻人難到　　　　地 僻 (へき)にして 人 到り難く
溪深鳥自飛　　　　渓 深くして 鳥自 (おのずか)ら飛ぶ　　　　
儒衣荷葉老　　　　儒 (じゅ)衣 (い) 荷 (か)葉 (よう)老い
[bookmark: _Hlk116218782]野飯藥苗野　　　　野飯 薬苗肥たり
若問湖邊意　　　　若し 湖辺の意を問わば
而今憶共歸　　　　而 (じ)今 (こん) 共に帰らんことを憶う

【語釈】
○邢逸人…不祥。逸人は自称語。　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　




呉明徹故壘　　　　呉 (ご)明徹 (めいてつ)の故塁 	                         劉長卿	

古臺搖落後　　　　古台 揺落の後
秋日望郷心　　　　秋日 望郷の心
野寺人來少　　　　野寺 人の来ること少 (まれ)なり
雲峰水隔深　　　　雲峰 水深きを隔つ
夕陽依舊壘　　　　夕陽 旧塁に依り
寒磬滿空林　　　　寒磬 (かんけい) 空林に満つ
惆悵南朝事　　　　惆悵 (ちゅうちょう)す 南朝の事
長江獨至今　　　　長江 独り今に至る　　　　

【語釈】
○呉公台…南朝の宋の劉誕が築いた弩台。○呉明徹…陳の将軍。○揺落…木々の葉が風に散る。○寒磬…寒中に響く磬の音。磬はへの字形の楽器。○惆悵…不各嘆き悲しむこと。○南朝…東晉から陳にいたる６つの王朝。


送樊兵曹潭州謁韋大夫　　樊兵曹 (はんへいそう)の潭州韋 (たんしゅうい)大夫 (だゆう)に謁するを送る	李嘉祐	

[bookmark: _Hlk116236440]寒鴻歸欲盡　　　　寒 (かん)鴻 (こう) 帰りて 尽きんと欲す
[bookmark: _Hlk116236523][bookmark: _Hlk116236496]北客始辭秦　　　　北客 始めて 秦を辞す
[bookmark: _Hlk116236600]零桂雖逢竹　　　　零 (れい)桂 (けい) 竹に逢うと雖 (いえど)も
[bookmark: _Hlk116236798]瀟湘少見人　　　　瀟湘 (しょうしょう) 人を見ること少 (まれ)なり
江花鋪淺水　　　　江花 浅水に鋪 (し)き
山木暗殘春　　　　山木 残春に暗し
修刺轅門裏　　　　刺 (し)を修す 轅門 (えんもん)の裏 (うち)
多憐爾爲親　　　　多くは憐 (あわれ)む 爾 (なんじ)が親の為にすることを

【語釈】
○樊兵曹…不祥。兵曹は軍事を司る官吏。○潭州…湖南省長沙市。○韋大夫…不祥。太夫は官名。○寒鴻…冬の鴻雁。○北客…故郷が北国に在る人。樊兵曹。○秦…長安。○零桂…零陵と桂陽 （湖南省南部と広東省東部）。○瀟湘…蕭水と湘水が合流する洞庭湖地方。○修刺…名刺を提出すること。○轅門…軍門。


[bookmark: _Hlk116237751]西郊蘭若　　　　　西郊 (せいこう)蘭 (らん)若 (にゃ) 	　　　　　　　　　　　　　　　　　羊士諤	

雲天宜北戸　　　　雲天 北戸に宜 (よろ)し
[bookmark: _Hlk116279835]塔廟似西方　　　　塔 (とう)廟 (びょう) 西方に似たり
[bookmark: _Hlk116237207]林下僧無事　　　　林下 僧 無事
江清日正長　　　　江 清くして 日 正に長し
[bookmark: _Hlk116281781]石泉盈掬冷　　　　石泉 掬 (きく)に盈 (み)ちて　冷 (ひややか)に
山實滿枝香　　　　山実 枝に満 (み)ちて 香 (かんば)し
[bookmark: _Hlk116281817]寂寞傳心印　　　　寂寞 (せきばく)として 心印を伝う
無言亦已忘　　　　無 (む)言 (ごん) 亦 (ま)た已に忘る

○西郊…秋の郊外の野原。○蘭若…寺院。○北戸…北向き（長安に向かって）に建てられた建物。○塔廟…仏塔。○西方…仏教伝来の西域。○掬…手に水をすくう。○寂寞…ひっそりとして物寂しいさま。○心印…真実の法。　　　


送普門上人　　　　普門 (ふもん)上人 (しょうにん)を送る	　　　　　　　　　　　　　　皇甫冉	

花宮難久別　　　　花宮 久しく 別れ難し
道者憶千燈　　　　道者 千灯を憶う
殘雪入林路　　　　残雪 林に入る路
深山歸寺僧　　　　深山 寺に帰る僧
日光依嫩草　　　　日光 嫩 (どん)草 (そう)に依 (よ)り
泉響滴春冰　　　　泉響 春氷を滴 (したた)らす
何用求方便　　　　何ぞ用いん 方便 (ほうべん)を求むを
看心是一乘　　　　心を看る 是れ一乗 (いちじょう)　

【語釈】
○普門上人…未詳。○花宮…寺院のこと。○燈…ここでは法灯。○嫩草…やらわかい若草。○何用…不要である､反語。○方便…俗人を説くために仏法の本質にかかわりないことを適宜応用すること。○乘…仏の教法。

　　　


送耿處士　　　　　耿処士 (こうしょし)を送る	　　　　　　　　　　　　　　賈　島	

一瓶離別酒　　　　一 (いっ)瓶 (ぺい) 離別の酒
未盡即言行　　　　未だ尽さざるに 即ち行かんと言う
萬水千山路　　　　万水 千山の路
孤舟幾月程　　　　孤舟 幾月の程
川原秋色靜　　　　川原 秋色静かに
蘆葦晚風鳴　　　　蘆 (ろ)葦 (い) 晩風に鳴く
迢遰不歸客　　　　迢遰 (しょうてい)として 不帰の客
人傳虛隱名　　　　人は 虚隠 (きょいん)の名を伝う　　　　

【語釈】
○耿處士…不詳、處士は官職に就かない在野の人。○秋色…秋景色。○蘆葦…あし。○迢遞…遙かに遠いさま。○虛隱…偽の隠者。



春喜友人至山舍　　春	友人の山舎に至るを喜ぶ　　　　　　　	周　賀	

鳥鳴春日曉　　　　鳥は鳴く 春日の暁
喜見竹門開　　　　喜び見る 竹門の開くを
路自高巖出　　　　路は 高巌 (こうがん)より出で
人騎瘦馬來　　　　人は 痩 (そう)馬 (ば)に騎 (の)りて来る
折花林影動　　　　花を折れば 林影動き
[bookmark: _Hlk116284616]移石澗聲迴　　　　石を移せば 澗声 (かんせい)迴 (めぐ)る
更欲留深語　　　　更に 深語を留めんと欲すれば
[bookmark: _Hlk116284885]重城暮色催　　　　重城 (ちょうじょう) 暮色催 (もよお)す

【語釈】
○澗聲…谷川の音。○深語…意味の深い話。○重城…山が重なって城郭のように見えるさま。　　


龍翔喜胡權訪宿　　　　龍 (りゅう)翔 (しょう)に 胡權 (こけん)の宿を訪ぬるを喜ぶ	　　 喻　鳧	

[bookmark: _Hlk116288094]林棲無異歡　　　　林棲 (りんせい) 異歓 (いかん)無し
[bookmark: _Hlk116288141]煮茗就花欄　　　　茗 (めい)を煮て 花欄 (からん)に就く
雀啄北窓晩　　　　雀は啄 (ついば)む 北窓の晩 (くれ)
僧開西閣寒　　　　僧は開く 西閣の寒 (かん)
衝橋二水急　　　　橋を衝 (つ)きて 二水急なり
扣月一鐘殘　　　　月を扣 (たた)いて 一鐘残る
[bookmark: _Hlk116288354]明發還分手　　　　明発 (めいはつ) 還 (ま)た手を分つ
徒悲行路難　　　　徒 (いたずら)に悲む 行路の難　

【語釈】
○龍翔…龍翔寺、複数あり不確定。○胡權…不祥。○林棲…林の中の住居。○異歡…特別のもてなし。○花欄…花壇の闌干。○明發…明け方。



秋晚郊居　　　　　秋晩の郊居 	　　　　　　　　　　　　　　任　翻	

遠聲霜後樹　　　　遠声 霜後の樹
秋色水邊村　　　　秋色 水辺の村
野徑無來客　　　　野径 客の来 (きた)る無く
寒風自動門　　　　寒風 自ら門を動かす
海山藏日影　　　　海山 日影を蔵し
江月落潮痕　　　　江月 潮痕を落す
惆悵高飛晚　　　　惆悵 (ちゅうちょう)す 高飛晩 (おそ)く
年年別故園　　　　年々 故園に別る　　　　
	
【語釈】
○秋晚…秋の終わりころ。○郊居…郊外の住居。○遠聲…遠くから聞こえる落ち葉の音。○秋色…秋景色。○野徑…野径。○海山…海上の山。○藏日影…沈む日を納める。○江石…川辺の石。○落潮痕…潮が引いていった痕。○惆悵…悲しみ嘆く。○高飛…天下に飛揚する。○故園…故郷。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　


友人南遊不還　　　友人南遊して還 (かえ)らず　　　　　　　　　	于武陵	

相思春樹綠　　　　相思 (そうし) 春樹 (しゅんじゅ)緑なり
[bookmark: _Hlk116289687]千里各依依　　　　千里 各 (おのおの)依々
[bookmark: _Hlk116289941]鄠杜月頻滿　　　　鄠 (こ)杜 (と) 月 頻 (しきり)に満つ
瀟湘人未歸　　　　瀟湘 人 未だ帰らず
桂花風半落　　　　桂花 風 半ば落ち
[bookmark: _Hlk116290163]煙草蝶雙飛　　　　煙草 蝶 双 (なら)び飛ぶ
一別無消息　　　　一別 消息無し
[bookmark: _Hlk116290215]水南車跡稀　　　　水南 車 (しゃ)跡 (せき)稀なり

【語釈】
[bookmark: _Hlk116289956]○相思…相思樹、クワアズキ。○依依…離れがたく名残惜しいさま。○鄠杜…鄠県と杜県、共に陝西省に属する。○瀟湘…瀟水と湘水が合流する洞庭湖のあたり。○煙草…草叢の上にかかった靄。○水南…瀟湘の地方。○車跡…車のわだちのあと。　　


夜泊淮陰　　　　　夜 淮 (わい)陰 (いん)に泊す　　　 　　　　　　　　　　　　　項　斯

[bookmark: _Hlk116291651]夜入楚家煙　　　　夜 楚家の煙に入れば
煙中人未眠　　　　煙中 人 未だ眠らず
望來淮岸盡　　　　望み来れば 淮 (わい)岸 (がん)尽き
坐到酒樓前　　　　坐して到る 酒楼の前
燈影半臨水　　　　灯影 半ば水に臨み
箏聲多在船　　　　箏声 (そうせい) 多く船に在り
乘流向東去　　　　流 (ながれ)に乗じて 東に向って去れば
別此易經年　　　　此 (ここ)を別れて 年を経 (へ)易 (やす)からん　　　　

【語釈】
○淮陰…江蘇省淮安市淮陰区。○楚家…淮陰の家。○煙…炊煙。○箏…こと（唐の時代は１３弦。
　


秋夜宿淮口　　　　秋夜 淮 (わい)口 (こう)に宿す	　　　　　　　　　　　　　　景　池	

露白草猶青　　　　露白くして 草 猶 (な)お青し
淮舟倚岸停　　　　淮 (わい)舟 (しゅう) 岸に倚 (よ)りて 停まる
風帆幾處客　　　　風帆 幾処 (いくところ)の客 (かく)
天地兩河星　　　　天地 両河の星
樹靜禽眠草　　　　樹 静 (しずか)にして 禽 (とり) 草に眠り
沙寒鹿過汀　　　　沙 寒くして 鹿 汀 (みぎわ)を過ぐ
[bookmark: _Hlk116293205]明朝誰結伴　　　　明朝 誰か伴 (とも)を結ばん
直去泛滄溟　　　　直ちに去りて 滄溟 (そうめい)に泛 (うか)ばん　

【語釈】
○淮口…江蘇省揚州市。○淮舟…淮口の舟。○兩河…天の銀河と地の河海。○結伴…旅の道ずれなる。○滄溟…海。　　


　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　




村行　　　　　　　村行 	　　　　　　　　　　　　　　　　　姚　揆	

天淡雨初晴　　　　天淡くして 雨初めて晴る
遊人恨不勝　　　　遊人 恨 (うらみ)に勝 (た)えず
亂山啼蜀魄　　　　乱山 蜀魄 (しょくこん)啼き
孤棹宿巴陵　　　　孤 (こ)棹 (とう) 巴陵に宿る
影暗村橋柳　　　　影は暗し 村橋の柳
光寒水寺燈　　　　光は寒し 水寺の灯
罷吟思故國　　　　吟を罷 (や)め 故国を思う
窗外有漁罾　　　　窓外に 漁罾 (ぎょそう)有り　　　　
	
【語釈】
○遊人…旅人。○蜀魄…ホトトギス。○孤棹…孤舟。○巴陵…湖南省岳暘県。○漁罾…しかけ網。
　　　　　　　　　　


題甘露寺　　　　　甘露寺 (かんろじ)に題す　　	　　　　　　　　　　　　　　曹　松	

[bookmark: _Hlk116298630][bookmark: _Hlk116298656]香門接巨壘　　　　香門 巨塁に接し
[bookmark: _Hlk116298737]畫角間清鐘　　　　画角 清鐘を間 (まじ)う
[bookmark: _Hlk116298791]北固一何峭　　　　北固 一 (いつ)に何ぞ峭 (しょう)なる
[bookmark: _Hlk116298944]西僧多此逢　　　　西僧 多く此 (ここ)に逢う
天垂無際海　　　　天は垂 (た)る 無際 (むさい)の海
雲白久晴峰　　　　雲は白し 久 (きゅう)晴 (せい)の峰
旦暮然燈外　　　　旦 (たん)暮 (ぼ) 然 (ねん)灯 (とう)の外 (ほか)
[bookmark: _Hlk116299011]濤頭振蟄龍　　　　濤頭 (とうとう) 蟄 (ちつ)竜 (りょう)を振 (おこ)す　

【語釈】
○甘露寺…江蘇省鎮江市の北固山にある寺。○香門…寺の門。○巨壘…石頭城址。○畫角…彩られ角笛。○北固…北固山。○峭…険しい。○西僧…天竺から来た僧。○濤頭振蟄龍…潮が満ちるときは、龍神が　地中に眠っている龍を起こして、龍灯を寺に献ずる。
　　　


前実後虚

		
秋夜獨坐　　　　　秋夜独坐	　　　　　　　　　　　　　　　　　王　維	

獨坐悲雙鬢　　　　独坐 双鬢 (そうびん)を悲しみ
空堂欲二更　　　　空堂 二更ならんと欲す
雨中山果落　　　　雨中 山果落ち
燈下草蟲鳴　　　　灯下 草虫鳴く
白髮終難變　　　　白髪 終に変じ難し
黃金不可成　　　　黄金成すべからず
欲知除老病　　　　老病を除くを 知らんと欲すれば
唯有覺無生　　　　唯だ 無生 (むしょう)を覚 (さと)るに有り　　　　

【語釈】
○悲雙鬢…髪が白くなったことを悲しむ。○空堂…人気のない堂。○二更…夜の九時ころ。○黃金…道教の錬金術で作られる不老長寿の薬金丹。○無生…仏教用語、生と滅を超えた絶対的真理。
（参考文献）　『新釈漢文大系 詩人編　３』	
　　　　　　　　　　


秋夜汎舟　　　　　秋夜 舟を汎 (うか)ぶ	                          劉方平	

林塘夜汎舟　　　　林塘 (りんとう) 夜舟を汎 (うか)ぶ
[bookmark: _Hlk116301460]蟲響荻颼颼　　　　虫響 荻 (おぎ)颼々 (しゅうしゅう)たり
萬影皆因月　　　　万影 皆 月に因 (よ)り
千聲各爲秋　　　　千声 各 (おのおの) 秋の為なり
[bookmark: _Hlk116301632]歲華空復晚　　　　歳 (さい)華 (か) 空しく 復 (ま)た晩 (く)る
鄉思不堪愁　　　　鄉思 愁いに堪えず
西北浮雲外　　　　西北 浮雲の外
伊川何處流　　　　伊川 (いせん) 何れの処に流る

【語釈】
○林塘…樹林の池塘。○颼颼…寒気のさま。○歲華…年月。○西北…故郷の方角。○伊川…河南省を流れる川。　　


　　　　　　　　　　


春日臥病　　　　　春日臥病 (がびょう)し懐 (おもい)を書す　　　　　　　　　　　　　劉　商	

楚客經年病　　　　楚客 (そかく) 年を経 (へ)て病む
孤舟人事稀　　　　孤舟 人事稀なり
晚晴江柳變　　　　晩晴 江柳変じ
春暮塞鴻歸　　　　春暮 塞 (さい)鴻 (こう)帰る
今日方知命　　　　今日 方 (まさ)に 命を知る
[bookmark: _Hlk116303126]前年自覺非　　　　前年 自 (みずか)ら非なるを覚 (さと)る
不能憂歳計　　　　歳計 (さいけい)を憂 (うれ)うること 能 (あた)わず
無限故山薇　　　　限り無し 故山の薇 (び)

【語釈】　　　　
○楚客…楚の地方の出身で他郷に在る人（作者）。○人事…普通の人のすること。○塞鴻…北方国境の雁。○知命…五十歳。○前年…四十九歳まで。○歳計…生活費。○故山薇…伯夷・叔斉の故事。



林館避暑　　　　　林館避暑 	　　　　　　　　　　　　　　　　羊士諤	

池島清陰裏　　　　池島 清陰の裏 (うち)
無人泛酒船　　　　人の 酒船を泛 (うか)べる無く
山蜩金奏響　　　　山 (さん)蜩 (ちょう) 金奏響き
荷露水精圓　　　　荷 (か)露 (ろ) 水精 円 (まどか)なり
靜勝朝還暮　　　　静 (せい)勝 (しょう) 朝 (ちょう)還 (ま)た暮 (ぼ)
幽觀白已玄　　　　幽観 白 (はく) 已に玄 (げん)
[bookmark: _Hlk116305299]家林正如此　　　　家林 正に此 (こ)の如し
何不賦歸田　　　　何ぞ 帰 (き)田 (でん)を賦 (ふ)せざる

【語釈】
○池島…池の中の島。○清陰…清凉な樹陰。○山蜩…山の蝉。○幽觀…世事と競走しない境地。○白已玄…白髪が黒くなる。○家林…故郷の林。○賦歸田…張衡が「帰田賦」を作って故郷に帰ったのに倣う。



[bookmark: _Hlk116308146]柏梯寺懷舊僧　　　柏梯寺に旧僧を懐う	　　　　　　　　　　司空圖	

雲根禪客居　　　　雲根 禅客の居
皆說舊吾廬　　　　皆説く 旧 (もと) 吾が廬 (ろ)と
[bookmark: _Hlk116308526]松日明金像　　　　松 (しょう)日 (じつ) 金像に明かに
苔龕響木魚　　　　苔龕 (たいがん) 木魚響く　　　　
依棲應不阻　　　　依棲 (いせい) 応 (まさ)に阻 (へだ)てざるべし
名利本來疎　　　　名利 (めいり) 本来疎 (そ)なり
縱有人相問　　　　縦 (たと)い人の相 (あい)問 (と)う有るも
林間懶拆書　　　　林間 書を拆 (ひらく)くに懶 (ものう)からん

【語釈】
[bookmark: _Hlk116318971]○柏梯寺…陝西省華州にあった寺。○雲根…石の異名。○松日…松の間から漏れる日光。○金像…仏像。○苔龕…苔むした塔の下の室。○依棲…他人の家に住むこと。○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。　　　


早春　　　　　　　早春 	　　　　　　　　　　　　　　　　　司空圖	

傷懷仍客處　　　　懐 (かい)を傷めて 仍 (な)お客 (かく)処 (しょ)す
病眼却花朝　　　　病眼 却って花朝
草嫩侵沙短　　　　草 嫩 (わか)くして 沙を侵して短く
冰輕著雨消　　　　氷 軽くして 雨を著 (つ)けて消ゆ
風光知可愛　　　　風光 愛すべきを知る
容髪不相饒　　　　容髪 相饒 (あいゆる)さず
早晚丹丘伴　　　　早晩 丹丘の伴
飛書肯見招　　　　書を飛ばして 肯 (あ)えて招かれん　　　

【語釈】
○傷懷…心を痛めて悲しむこと。○客處…故郷を離れて寓居する。○却…背くこと。○花朝…花咲く朝（旧暦二月十四日ではない）。○嫩…草の柔らかいこと。○容鬢…旅で寓居するときに衰えた髪。○不相饒…勘弁しない。○丹丘…仙山の名。
　　　　　　　　　　


江行二首　　　　　江行二首	　　　　　　　　　　　　　　　　　司空圖	

地闊分吳塞　　　　地 闊 (ひろ)くして 呉 (ご)塞 (さい)を分ち
[bookmark: _Hlk116310970]楓高映楚天　　　　楓 高くして 楚天に映ず
曲塘春盡雨　　　　曲塘 (きょくとう) 春の尽くる雨
方響夜深船　　　　方 (ほう)響 (きょう) 夜の深き船
[bookmark: _Hlk116311126]行紀添新夢　　　　行紀 新夢を添え
[bookmark: _Hlk116311149]羇愁甚往年　　　　羇 (き)愁 (しゅう) 往年より甚 (はなはだ)し
何時京洛路　　　　何れの時か 京洛 (けいらく)の路
馬上見人煙　　　　馬上に 人煙を見ん

【語釈】
○吳塞…呉の地方に設けられたとりで。○楚天…その地方の空。○方響…楽器の名。○行紀…紀行文。○羇愁…旅愁。○往年…以前の年。○京洛…長安。○人煙…炊煙。　　


春日　　　　　　　春日 	　　　　　　　　　　　　　　　　　李咸用	

浩蕩東風裏　　　　浩蕩 (こうとう)たる東風の裏 (うち)
徘徊無所親　　　　徘徊 親しむ所無し
[bookmark: _Hlk116316639]危城三面水　　　　危 (き)城 (じょう) 三面の水
古樹一邊春　　　　古樹 一辺の春
[bookmark: _Hlk116316879]衰世難行道　　　　衰 (すい)世 (せい) 道を行い難し
花時不稱貧　　　　花時 貧に称 (かな)わず
[bookmark: _Hlk116317047]滔滔天下者　　　　滔々 (とうとう)たり 天下の者
何處問通津　　　　何れの処にか 通津 (つうしん)を問わん

【語釈】　
○浩蕩…広大なさま。○東風…春風。○危城…高くて険しい城。○一辺…一面。○衰世…衰乱の時代。○滔滔…多数のさま。○通津…四方八方に通じる津。　　

　


雲居長老　　　　　雲居 (うんきょ)の長老 　　　　　　　　　　　　　　　　　王貞白	

巘路躡雲上　　　　巘 (けん)路 (ろ) 雲を躡 (ふ)んで上り
來參出世僧　　　　来りて参ず 出世の僧
松敧半巖雪　　　　松は敧つ 半巌の雪
竹覆一溪冰　　　　竹は覆う 一渓の氷
不說有爲法　　　　有為 (うい)の法を説かず
非傳無盡燈　　　　尽 (じん)灯 (とう)を伝うるに非ず
了然方寸內　　　　了然たる方寸の內
應秪見南能　　　　応に秪 (た)だ南能 (なんのう)を見るべし

【語釈】
○巘路…山の尾根道。○出世僧…俗世を超越した僧（雲居長老）。○半巖雪…巌を半ば蔽う雪。○有爲法…世間に役立つ法。○傳無盡燈…仏教用語、伝灯は仏法を承け伝えること。○了然…明らかなさま。○方寸…胸。○應…「まさに～すべし」と読み、「～すべきである」「～しなければならない」の意。○南能…禅宗六祖、大鑑禅師慧能。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　


送許棠　　　　　　許棠 (きょどう)を送る　　　　　　　　　　　　　　	張　喬	

離郷積歳年　　　　郷を離れて 歳 (さい)年 (ねん)を積み
歸路遠依然　　　　帰路 遠きこと依然たり
夜火山頭市　　　　夜火 山頭の市
春江樹杪船　　　　春江 樹杪 (じゅしょう)の船
[bookmark: _Hlk116323535]干戈愁鬢改　　　　干戈 (かんか) 鬢 (びん)の改まるを愁え
瘴癘喜身全　　　　瘴癘 (しょうれい) 身の全きを喜ぶ
[bookmark: _Hlk116323576]何處營甘旨　　　　何れの処に 甘 (かん)旨 (し)を営まん
波濤浸薄田　　　　波濤 (はとう) 薄田 (はくでん)をひたす

【語釈】
○許棠…宣州涇縣(安徽省涇県)の人。懿宗咸通十二年(八七一年)の進士（五十歳）。江寧県の丞で終わる。○積歳年…多くの年月を重ねる。○依然…もとのまま。○干戈…戦乱。○鬢改…白髪になる。○瘴癘…風土病。○甘旨…（両親に捧げる）美味のもの。○薄田…貧しく痩せた田畑。
　　　

	


穆陵關北逢人歸漁陽　　　穆 (ぼく)陵関 (りょうかん)の北にて漁 (ぎょ)陽 (よう)に帰る人に逢う	劉長卿	

逢君穆陵路　　　　君に逢う 穆 (ぼく)陵 (りょう)の路
匹馬向桑乾　　　　匹馬 桑 (そう)乾 (かん)に向う
楚國蒼山古　　　　楚国 蒼山古く
幽州白日寒　　　　幽州 白日寒し
城池百戰後　　　　城池 百戦の後
耆舊幾家殘　　　　耆 (き)旧 (きゅう) 幾家か残る
處處蓬蒿遍　　　　処々 蓬 (ほう)蒿 (こう)遍 (あまね)し
歸人掩淚看　　　　帰人 涙を掩 (おお)いて看ん　　　　

【語釈】
○穆陵關…湖北省安陵にあった関所のことか。○漁陽…河北省薊県。○桑乾…山西省の北部から河北省に流れる川。○楚國…戦国時代の楚の国、今の湖南省、湖北省一帯。○幽州…河北省涿県。○耆舊…昔なじみの人々。○蓬蒿…荒れた土地に生える雑草。


早行寄朱山人放　　早行して朱 (しゅ)放 (ほう)に寄す　　　　　　　　　　 	戴叔倫	

山曉旅人去　　　　山暁 (あ)けて 旅人 (りょじん)去り
天高秋氣悲　　　　天高くして 秋気悲し
明河川上沒　　　　明河 川上 (せんじょう)に没し
芳草露中衰　　　　芳草 露中に衰う
此別又千里　　　　此の別れ 又た千里
少年能幾時　　　　少年 能 (よ)く幾 (いく)時 (とき)ぞ
心知剡溪路　　　　心は知る 剡渓 (せんけい)の路
聊且寄前期　　　　聊 (いささ)か且 (か)つ 前期を寄す

【語釈】
○早行…朝早く出発すること。○朱放…河北省㐮陽の人、浙江省紹興に移り、鑑湖のあたりに隠棲して多くの名士と交わった。左拾遺に任じられた。○秋気…秋の気配。○明河…銀河。○川上沒…川の上に見えた銀河が夜明けと共に消え去った。芳草…かぐわしい草。○少年…若いとき。○剡溪…浙江省紹興市の会稽山中の谷川、朱放の隠棲地。○聊且…二字で一語、しばしば自分の行為を謙遜する意味。○前期…将来の約束。



[bookmark: _Hlk116441834][bookmark: _Hlk116441934]陝州河亭陪韋大夫眺望　　	　　　　　　　　　　　　　　　　　劉禹錫	
陝州 (せんしゅう)の河亭にて韋 (い)大夫 (たゆう)に陪 (ばい)して眺望す

雪霽太陽津　　　　雪は霽 (は)る 太陽津
[bookmark: _Hlk116442783]城池表裏春　　　　城池 表裏の春
[bookmark: _Hlk116441376]河流添馬頰　　　　河流 馬頰 (ばけい)を添え
原色動龍鱗　　　　原色 竜 (りゅう)鱗 (りん)を動かす
萬里獨歸客　　　　万里 独り帰る客
一杯逢故人　　　　一杯 故人に逢う
因高向西望　　　　高きに因 (よ)り 西に向いて望めば
關路正飛塵　　　　関路 正に塵を飛ばす　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【語釈】
○陝州…河南省三門峡市と山西省運城市の地方。○河亭…黄河河辺の亭。○韋大夫…未詳。○太陽津…陝州にある津の名。○城池…街の回りの堀。○河流…黄河の流れ。○馬頰…川の名。河北省東光を流れる。○原色…原野の色。○関路…関所の道。


巴南舟中　　　　　　巴 (は)南 (なん)の舟中	                          岑　參	

[bookmark: _Hlk116446461]渡口欲黃昏　　　　渡口 黄昏ならんと欲し
歸人爭渡喧　　　　帰人 渡を争いて喧 (かまびす)し
近鐘清野寺　　　　近鐘 野寺に清く
遠火點江村　　　　遠火 江村に点ず
見雁思郷信　　　　雁を見ては 郷 (きょう)信 (しん)を思い
聞猿積淚痕　　　　猿を聞いては 涙 (るい)痕 (こん)を積む
孤舟萬里夜　　　　孤舟 万里の夜
秋月不堪論　　　　秋月 論ずるに堪えず　　

【語釈】
○巴南…四川省。○渡口…渡し場。○黄昏…夕暮れ。○郷信…故郷からの便り。　　　　　　　　　



宿關西客舍寄東山嚴許二山人	　　　　　　　　　　　　　　　　　岑　參	
[bookmark: _Hlk116460149]関西 (かんせい)の客舎 (かくしゃ)に宿し 厳・許二山人に寄す

雲送關西雨　　　　雲は送る 関西の雨
風傳渭北秋　　　　風は伝う 渭 (い)北 (ほく)の秋
孤燈燃客夢　　　　孤灯 客夢 (かくむ)を燃やし
寒杵搗鄉愁　　　　寒 (かん)杵 (ちん) 鄉愁を搗 (つ)く
[bookmark: _Hlk116459787]灘上思嚴子　　　　灘上 厳子 (げんし)を思い
山中憶許由　　　　山中 許 (きょ)由 (ゆう)を憶う
[bookmark: _Hlk116460081]蒼生今有望　　　　蒼生 (そうせい) 今望み有り
飛詔下林丘　　　　詔を飛ばして 林丘に下さんことを

【語釈】
○關西…函谷関より西の地方。関中(陝西省)。○客舍…旅館。○渭北…渭水(陝西省を流れる黄河の支流)の北。○客夢…旅先で見る夢。○寒杵…寒秋の砧の音。○鄉愁…故郷を思う愁い。○嚴子…漢の嚴子陵。光武帝の旧友であり、光武帝が招いたが応ぜず、灘の上で釣りをする隠棲生活を送った。○許由…堯帝が天下を譲ろうとしたが受けず箕山に隠棲した。○蒼生…人民。○林丘…厳・許二山人が住むところ。


[bookmark: _Hlk116476508]夜宿龍吼灘臨眺思峨眉隠者　　夜 竜吼灘 (りゅうこうたん)に宿し峨 (が)眉 (び)の隠者を思う　　岑　參	
官舍臨江口　　　　官舎 江口に臨む
灘聲已慣聞　　　　灘声 已に聞くに慣 (ならう)う
水煙晴吐月　　　　水煙 晴れて月を吐き
山火夜燒雲　　　　山火 夜雲を焼く
且欲尋方士　　　　且 (か)つ 方士を尋ねんと欲す
無心戀使君　　　　使君を恋うに 心無し
異郷何可住　　　　異郷 何ぞ住まるべきや
[bookmark: _Hlk116476810]況復久離羣　　　　況 (いわ)んや復 (ま)た 久しく群 (ぐん)を離るるをや

【語釈】
○龍吼灘…嘉州（四川省楽山市一帯）にある灘。○峨眉…峨眉山（四川省にある山で）中国三大霊山や中国四大仏教名山の一つ。○使君…刺史(この場合嘉州刺史であった自身の役職のこと)。○羣…ここでは親戚、知人。


南亭送鄭侍御歸東臺　　　南亭に鄭 (てい)侍御 (じぎょ)が東台に帰るを送る 	　　岑　參	

紅亭酒甕香　　　　紅亭 酒 (しゅ)甕 (おう) 香ばし
白面繡衣郎　　　　白面 (はくめん) 繡衣郎 (しゅういろう)
砌冷蟲喧坐　　　　砌 (せい) 冷にして 虫 坐に喧 (かばびす)しく
簾疎月到牀　　　　簾 (れん) 疎にして 月 床に到る
鐘催離興急　　　　鐘は 離興を催 (もよお)して急に
絃逐醉歌長　　　　絃は 酔歌を逐 (お)いて長し
關樹應先落　　　　関樹 応 (まさ)に先に落つべし
隨君滿路霜　　　　君に随う 満路 (まんろ)の霜

【語釈】
○南亭…南のあずまや。○鄭侍御…不詳、侍御は侍御史、御史台（検察庁）に属する微官。○酒甕…酒がめ。○白面…年若き男。○繍衣郎…侍御史のうち強権を有する者。○砌…石畳。○牀…寝椅子。○離興…別離の情。○醉歌…酔っ払って歌う歌。○關樹…関門の樹木。　　　　



南溪別業　　　　　南渓の別業　　　　　　　　　　　　　　　　　岑　參	

[bookmark: _Hlk116480450]結宇依青嶂　　　　宇 (う)を結んで青嶂 (せいしょう)に依る
[bookmark: _Hlk116480528]開軒對綠疇　　　　軒を開いて緑疇 (りょくちゅう)に対す
樹交花兩色　　　　樹 交わりて 花 両色
溪合水重流　　　　渓 合して 水 重流
[bookmark: _Hlk116479261]竹塢春來掃　　　　竹塢 (ちくお) 春来りて掃う
蘭尊夜不收　　　　蘭 (らん)尊 (そん) 夜 収めず
逍遙自得意　　　　逍遥 自得 (じとく)の意
鼓腹醉中遊　　　　腹を鼓して 酔中に遊ぶ　

【語釈】　
○結宇…舎屋を建造する。○青嶂…屏風のような青山。○軒…長廊の窓のあるもの。○綠疇…青田。○塢…山あい。○蘭尊…酒樽。○自得…得意。


泊舟盱眙　　　　　舟を盱眙 (くい)に泊す　　　　　　　　　　　　	常　建	

泊舟淮水次　　　　舟を泊す 淮 (わい)水 (すい)の次 (ほとり)
霜降夕流清　　　　霜降りて 夕 (せき)流 (りゅう)清し
夜久潮侵岸　　　　夜 久くして 潮 岸を侵し
天寒月近城　　　　天 寒くして 月 城に近し
平沙依鴈宿　　　　平沙 鴈の宿するに依 (よ)り
旅館聽雞鳴　　　　旅館 雞の鳴くを聴く
[bookmark: _Hlk116485348][bookmark: _Hlk116485906]郷國雲霄外　　　　郷国 雲霄 (うんしょう)の外 (ほか)
[bookmark: _Hlk116486037]誰堪羈旅情　　　　誰か 羈 (き)旅 (りょ)の情に堪えん

【語釈】
○盱眙…江蘇省淮安市盱眙県。○淮水…江蘇省淮安市淮河。○郷国…家郷。○雲霄…天際。○羈旅情…旅情。　　　


江南旅情　　　　　江南旅情 	　　　　　　　　　　　　　　　　祖　詠	

楚山不可極　　　　楚山 極むべからず
歸客自蕭條　　　　帰客 (きかく) 自ら蕭 (しょう)条 (じょう)
海色晴看雨　　　　海色 晴れて 雨を看
江聲夜聽潮　　　　江声 夜 潮を聴く
劒留南斗近　　　　剣は 南斗に留りて近く
書寄北風遙　　　　書は 北風を寄せて遥 (はるか)なり
爲報空潭橘　　　　為に報ず 空潭 (くうたん)の橘 (きつ)
無媒寄洛橋　　　　洛 (らく)橋 (きょう)に寄するに 媒 (なかだち)無しと
　　　　
【語釈】
○楚山 … 楚の国の山々。○蕭条 … 物寂しいさま。○海色 … 海の色。○江聲…長江の波の音。○聴潮 … 潮騒の音に耳をすます。○南斗 … 星の名。剣留南斗近 …『晋書』巻三十六、張華伝。書寄北風遥 … 李陵の「蘇武に答うるの書」（『文選』巻四十一）に「時に北風ほくふうに因り、復た徳音ふくいんを恵せよ」（時因北風、復惠德音）とある 。○報 … 返事をする。○空潭 … 人気ひとけのないふち。○橘 … たちばな。蜜柑の一種。○媒 … ここではたよりを伝えてくれる人。○洛橋 … 洛陽の町を流れる洛水にかけられた橋。

（参考文献）　『唐詩選』
 	
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

冬日野望　　　　　冬日野望	　　　　　　　　　　　　　　于良史	

地際朝陽滿　　　　地際 朝陽満ち
天邊宿霧收　　　　天辺 宿 (しゅく)霧 (む)収まる
風兼殘雪起　　　　風は 残雪を兼ねて起き
河帶斷冰流　　　　河は 断氷を帯びて流る
北闕馳心極　　　　北闕 (ほっけつ) 心極に馳せ
南圖尚旅遊　　　　南図 (なんと) 尚お旅遊 (りょゆう)す
登臨思不已　　　　登臨 思 已まず
何處可消憂　　　　何れの処にか 憂 (うれい)を消 (しょう)すべき　　　　　

【語釈】
○地際…地の果て。○天邊…空の果て。○宿霧…夜からかかっていた霧。○兼…まじえる。○斷冰…くだけた氷。○北闕…宮廷の北の門、転じて宮城、皇帝。○馳心極…心の奥底から思いを馳せる。○南圖…南に行くこと。○登臨…高いところから下を見下ろす。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　


[bookmark: _Hlk116891129]江南追懐   　　　　江南旅懐 	　　　　　　　　　　　　　祖　詠	

楚山不可極　　　　楚山 極むべからず
帰客自蕭条　　　　帰客 (きかく) 自 (おのずか)ら蕭 (しょう)条 (じょう)
海色晴看雨　　　　海色 晴れて雨を看 (み)
江声夜聴潮　　　　江声 夜潮を聴く
劒留南斗近　　　　劒は南斗に留まりて近く
書寄北風遥　　　　書は北風に寄りて遥なり
為報空潭橘　　　　為に報ず 空潭 (くうたん)の橘 (たちばな)
無媒寄洛橋　　　　洛橋に寄するに 媒 (ばい)無し　

【語釈】
○楚山…楚の国の山々。○蕭条…物寂しいさま。○海色…海の色。○江聲…長江の波の音。○聴潮 … 潮騒の音に耳をすます。○南斗 … 星の名。○剣留南斗近 …『晋書』巻三十六、張華伝。書寄北風遥 … 李陵の「蘇武に答うるの書」（『文選』巻四十一）に「時に北風ほくふうに因り、復た徳音ふくいんを恵せよ」（時因北風、復惠德音）とある 。○報 … 返事をする。○空潭 … 人気ひとけのないふち。○橘 … たちばな。蜜柑の一種。○媒…ここではたよりを伝えてくれる人。○洛橋 … 洛陽の町を流れる洛水にかけられた橋。
（参考文献）　『唐詩選』　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　



早行              早行 	　　　　　　　　　　　　　　　　　劉郇伯	

鐘靜人猶寢　　　　鐘 静 (しずか)にして 人 猶 (なお)寝る
天高月自涼　　　　天 高くして 月 自 (おのずか)ら涼し
一星深戍火　　　　一星 深戍 (しんじゅう)の火
殘月半橋霜　　　　残月 半橋の霜
[bookmark: _Hlk116489913]客老愁城下　　　　客 (かく) 老いて 城下を愁い
蟬寒怨路傍　　　　蟬 寒くして 路傍に怨 (うら)む
青山依舊色　　　　青山 旧色に依 (よ)り
宛是馬卿郷　　　　宛 (あたか)も是れ 馬 (ば)卿 (けい)が郷

【語釈】
○早行…朝早く出かけること。○深戍…遠くにある守備所。○城下…長安城下。○馬卿郷…漢の司馬長卿の故郷。成都。　　　　　
	


逢播公　　　　　　播公に逢う	　　　　　　　　　　　　　周　賀	

帶病希相見　　　　病を帯びて 相見ること希 (まれ)なり
西城早晚來　　　　西城 (さいじょう) 早晩来らん
[bookmark: _Hlk116492762]山衣風壞帛　　　　山衣 風 帛 (はく)を壊り
[bookmark: _Hlk116492980]香印雨霑灰　　　　香印 雨 灰を霑 (うるお)す
坐久鐘聲盡　　　　坐 久しくして 鐘声尽き
禪餘嶽影迴　　　　禅余 (ぜんよ) 岳影迴 (めぐ)る
却思同宿夜　　　　却って思う 同宿の夜
高枕說天台　　　　枕を高くして 天台を説くことを

【語釈】
○播公…不祥。○西城…長安。○山衣…隠者の衣。○香印…卍形に香を置いて焚く香。○禪餘…座禅が終わった後。


[bookmark: _Hlk116493844]宿山寺             山寺に宿す　　　　　　　　　　　　　　	賈　島	

衆岫聳寒色　　　　衆岫 (しゅうしゅう) 寒色聳え
精廬向此分　　　　精廬 (せいろ) 此に向って分る
流星透疎木　　　　流星 疎木を透 (とお)し
走月逆行雲　　　　走月 行雲に逆 (さから)う
絶頂人來少　　　　絶頂 人の来ること少 (まれ)なり
高松鶴不羣　　　　高松 鶴 群ならず
一僧年八十　　　　一僧 年八十
[bookmark: _Hlk116497214]世事未曾聞　　　　世事 (せじ) 未だ曽て聞かず　

【語釈】　
○衆岫…多くの山々。○寒色…寂しい景色。○精廬…精舎、寺。○向…於と同じで場所を示す。○疎木…疎らな木立。○走月…走るように見える月。○世事…俗世間のこと。　


懷永樂殷侍御　　　永楽 (えいらく)の殷 (いん)侍御 (じぎょ)を懐う　　　　　　　　　　　	馬　戴	

[bookmark: _Hlk116499248]石田虞芮接　　　　石田 (せきでん) 虞芮 (ぐへい)に接す
種柳白雲陰　　　　柳を種う 白雲の陰 (いん)
[bookmark: _Hlk116499798]穴閉神踪古　　　　穴 閉じて 神踪 (しんしょう)古 (ふ)り
[bookmark: _Hlk116499867]河流禹鑿深　　　　河 流れて禹 (う)鑿 (さく)深し
樵人應滿郭　　　　樵人 (しょうじん) 応 (まさ)に郭 (かく)に満つべし
仙鳥幾巢林　　　　仙鳥 幾 (いくたび)か林に巣う
此會偏相憶　　　　此の会 偏 (ひとえ)えに相 (あい)憶 (おも)う
曾供雪夜吟　　　　曽て 雪夜の吟に供ぜしことを　

【語釈】　
○永樂…陝西省安康市石泉県。○殷侍御…殷堯潘、永楽県令となり後に侍御（弾劾を司る官）となった。○石田…耕作に適しない田畑。○虞芮…地名（「尚書伝」の故事）。○神踪…神仙の足跡。○禹鑿…伝説で禹が掘削して黄河に通ぜしめた場所。　


題韋處士山居　　　韋処士の山居に題す　　　　　　　　　　	許　渾	

斸藥去還歸　　　　薬を斸 (き)りて 去って還た帰る
家人半掩扉　　　　家人 半ば扉を掩 (おお)う
山風藤子落　　　　山風 藤子 (とうし)落ち
溪雨豆花肥　　　　渓雨 豆花肥ゆ
寺遠僧來少　　　　寺遠くして 僧の来ること少 (まれ)なり
橋危客過稀　　　　橋危くして 客の過ぐること稀 (まれ)なり
[bookmark: _Hlk116501093]不聞砧杵動　　　　砧 (ちん)杵 (しょ)の動くを聞かず
[bookmark: _Hlk116501148]應解製荷衣　　　　応 (まさ)に 荷 (か)衣 (い)を製することを解すべし

【語釈】
○韋処士…不祥。処士は官に使えない人。○砧杵…きぬた。衣を打って柔らかくし艶を出す。○荷衣…蓮の葉で作った粗末な着物。隠者の衣服。


[bookmark: _Hlk116542928]送龍州樊使君　　　竜州の　樊使 (はんし)君 (くん)を送る	　　　　　　　　　　許　棠	

[bookmark: _Hlk116542978]曾見邛人説　　　　曽て 邛 (きょう)人 (じん)の説くを見る
龍州地未深　　　　竜州 地 未だ深からず
碧溪飛白鳥　　　　碧渓 白鳥を飛ばし
紅斾映青林　　　　紅斾 青林に映ず
土產唯宜藥　　　　土産 (どさん) 唯だ 薬にして宜しく
[bookmark: _Hlk116543482]王租只貢金　　　　王 (おう)租 (そ) 只だ 金を貢ぐ
[bookmark: _Hlk116543606]政成閑宴日　　　　政 (まつりごと)成りて 閑 (かん)宴 (えん)の日
誰伴使君吟　　　　誰か伴う 使君の吟

【語釈】
[bookmark: _Hlk116543047]○龍州…廣西崇左市龍州県。○樊使君…不祥。使君は刺史。○邛人…　邛州（四川省邛崍市）の人。○紅斾…紅色の旗｡刺史の威厳を示す。○土產…土地の産物。○王租…租税。○閑宴…ひまでくつろぐこと。　　


[bookmark: _Hlk116545462]送人尉黔中　　　　人の黔中 (げいちゅう)に尉たるを送る	　　　　　　　　　周　繇	

盤山行幾驛　　　　盤山 行くこと幾駅ぞ
[bookmark: _Hlk116545684]水路復通巴　　　　水路 復 (ま)た巴 (は)に通ず
峽漲三川雪　　　　峡には 三川の雪を漲 (みなぎ)らし
園開四季花　　　　園には 四季花を開く
公庭飛白鳥　　　　公庭 白鳥を飛ばし
官俸請丹砂　　　　官俸 丹 (たん)砂 (さ)を請 (う)けん
知尉黔人後　　　　知んぬ　黔人に尉として後
[bookmark: _Hlk116546445]高吟採物華　　　　高吟して 物華を採らんことを　　　　

【語釈】
○黔中…重慶市重慶直轄県。○尉…武官の官名。○盤山…山また山。○巴…重慶市。○公庭…官府の堂。○丹砂…朱砂。意訳として用いる。○黔人…黔中の人。○物華…景色。



道院　　　　　　　道院 	　　　　　　　　　　　　　　　　　王　周	

[bookmark: _Hlk116547416]白日人稀到　　　　白日 人 到ること稀なり　　　
簾垂道院深　　　　簾 (れん)を垂れて 道院深し　　　　
雨苔生古壁　　　　雨 (う)苔 (たい) 古壁に生じ
[bookmark: _Hlk116547483]雪鸛聚寒林　　　　雪鸛 (せつかん) 寒林に聚まる
忘慮憑三樂　　　　慮 (りょ)を忘るるは 三楽に憑り
[bookmark: _Hlk116547869]消閑信五禽　　　　閑を消するは 五禽に信す
誰知是官府　　　　誰か知らん 是れ 官府なるを
[bookmark: _Hlk116547084]煙縷滿爐の沈　　　　煙縷 (えんる) 満爐 (まんろ)の沈 (ちん)　

【語釈】　　　
○道院…役人の休息所。○白日…昼間。○雪鸛…羽の色が雪のよう白い小雀。
○三樂…列子に説く「三楽」。○名医、華陀の五禽戯。体操のようなもの。○五禽…糸のような煙。○沈…沈水香。		


一意
		
終南別業　　　　　終南別業	　　　　　　　　　　　　　　　　　王　維	

中歳頗好道　　　　中歳より 頗 (すこぶ)る道を好む
晚家南山陲　　　　晩 (ばん)に 南山の陲 (ほとり)に家す
興來每獨往　　　　興 来りて 毎に独往 (どくおう)し
勝事空自知　　　　勝事 空しく自 (おのずか)ら知る
行到水窮處　　　　行ゆく到る 水の窮まる処
坐看雲起時　　　　坐して看る 雲の起る時
偶然値林偶　　　　偶然 林叟 (りんそう)に値 (あ)い
談笑滯還期　　　　談笑 還期 (かんき)を滞 (とどこお)らす　　　　

【語釈】
○終南…終南山。○別業…別荘。○中歳…中年。○頗…いささか。○道…ここでは仏教。○晩…晩年。○家…家を構える。○南山…終南山。○陲…ほとり、周辺。○毎…常に。ことあるごとに。○勝事…すぐれたこと。○空…只の意。○窮…おわる、水窮處は水源地。○林叟…きこりの老人。
(参考文献)　『新釈漢文大系　詩人編　３』


晚泊潯陽望廬山　　晩に潯 (じん)陽 (よう)に泊し 廬山 (ろざん)を望む　　　　　　　　	孟浩然	

挂席幾千里　　　　席を挂 (か)く 幾千里
名山都未逢　　　　名山 都 (すべ「)て未だ逢 (あ)わず
泊舟潯陽郭　　　　舟を泊す 潯 (じん)陽 (よう)の郭 (かく)
[bookmark: _Hlk116554619]始見香爐峰　　　　始めて見る 香炉峰
嘗讀遠公傳　　　　嘗 (かつ)	て 遠公の伝を読んで
[bookmark: _Hlk116554966]永懷塵外蹤　　　　永く懐う 塵外の蹤 (あと)
[bookmark: _Hlk116555013]東林精舍近　　　　東林 (とうりん)精舎 (しょうじゃ)近し
日暮但聞鐘　　　　日暮 但 (た)だ鐘を聞く

【語釈】　　　　
○潯陽…江西省九江市。○廬山…江西省九江市の近くの名山。○香炉峰…廬山の主峰。○遠公…晉の高僧慧遠、廬山の東林寺の住職。○塵外…俗世間の塵の外。○東林精舍…東林寺。　　　　　


[bookmark: _Hlk116559186]茶人　　　　　　　茶人	　　　　　　　　　　　　　　　　　陸龜蒙	

[bookmark: _Hlk116559132][bookmark: _Hlk116558673]天賦識靈草　　　　天賦 (てんぷ) 霊草 (れいそう)を識る
自然鍾野姿　　　　自然 野姿を鍾 (あつ)む
[bookmark: _Hlk116559146]閑來北山下　　　　閑 (かん)に 北山の下に来 (きた)る
似與東風期　　　　東風と期するに似たり
[bookmark: _Hlk116559253]雨後探芳去　　　　雨後 芳 (ほう)を探 (さぐ)って去る
雲間幽路危　　　　雲間 幽路危 (あやう)し
[bookmark: _Hlk116559341]唯應報春鳥　　　　唯だ 応 (まさ)に報 (ほう)春 (しゅん)鳥 (ちょう)のみ
得共斯人知　　　　斯 (こ)の人と共に 知ることを得べし

【語釈】
○天賦…生まれつき。○靈草…めでたく良い草。ここでは茶。○野姿…自然で素朴な姿。○鍾…集める。備える。○北山…陸龜蒙の茶園があった山。○芳…新茶の芽。○報春鳥…ウグイス。


尋陸鴻漸不遇　　　　陸鴻漸 (りくこうぜん)を尋ねて遇わず　　　　　　　　　　　　僧皎然	
移家雖帶郭　　　　家を移して 郭 (かく)を帯 (お)ぶと雖 (いえど)も
野徑入桑麻　　　　野径 桑 (そう)麻 (ま)に入る
近種籬邊菊　　　　近ごろ 籬 (り)辺 (へん)に菊を種え
秋來未著花　　　　秋来 未だ花を著けず
扣門無犬吠　　　　門を扣けども 犬の吠ゆる無し
欲去問西家　　　　去らんと欲して 西家を問う
報道山中出　　　　報じて道う 山中より出て
歸來每日斜　　　　帰り来れば 日 毎 (つね)に斜めなりと　　　　
		
【語釈】
○陸鴻漸…名は羽、復州（河北）の人、安史の乱後、東南地方に集まった自然派詩人の一人。○帶郭…負郭に同じ、城郭を後にすること。○野徑…のみち。○桑麻…桑と麻。○西家…西隣の家。○報道…答える。
（参考文献）　『唐詩三百首』



起句		

軍中醉飲寄沈八劉叟　　　　軍中に酔飲して沈八 (ちんはち)・劉叟 (りゅうひ)に寄す	暢　當	

酒渴愛江清　　　　酒渇 (しゅかつ) 江の清きを愛す
[bookmark: _Hlk116561247]餘酣漱晚汀　　　　余酣 (よかん) 晩汀に漱 (くちすすぐ)ぐ
[bookmark: _Hlk116561358]軟莎欹坐輭　　　　軟莎 (なんさ) 欹坐 穏 (おだ)やかに
冷石醉眠醒　　　　冷石 酔眠醒 (さ)む
野膳隨行帳　　　　野 (や)膳 (ぜん) 行帳 (こうちょう)に随い
華音發從伶　　　　華音 (かいん) 従 (じゅう)伶 (れい)を発す
數杯君不見　　　　数杯 君見えず
[bookmark: _Hlk116562160]都已遣沈冥　　　　都 (す)已 (で)に 沈冥 (ちんめい)を遣 (や)る　

【語釈】
○沈八・劉叟…共に不祥。○酒渴…酒を多量に飲んだときの渇き。○餘酣…酒に中る。○晩汀…夜の渚。○軟莎…柔らかいハマナスゲ。○欹坐…ひざを曲げて坐る。○野膳…粗末な食事。○行帳…テント。○華音…佳麗な音楽。○從伶…従者の伶人（音楽官）。○都已…已に。○沈冥…前後のことも分別出来ない状態。


題江陵臨沙驛樓　　江陵の臨沙 (りんさ)の駅楼に題す	　　　　　　　　　　司空曙	

江天清更愁　　　　江天 清くして 更に愁う
風柳入江樓　　　　風柳 江楼に入る
雁惜楚山晚　　　　雁は惜しむ 楚山の晩
蟬知秦樹秋　　　　蟬は知る 秦樹の秋
淒涼多獨醉　　　　淒 (せい)涼 (りょう) 多くは独酔
零落半同遊　　　　零落 (れいらく) 半ば同遊
豈復平生意　　　　豈に復た 平生の意ならんや
蒼然蘭杜洲　　　　蒼然 (そうぜん)たり 蘭 (らん)杜 (と)の州

【語釈】
○江陵…湖北省江稜。○臨沙驛…江稜府に属する宿場。○江天…長江と空。○風柳…風にそよぐ柳。○淒涼…物寂しい、痛ましい。○零落…木の葉の散ること、ここでは落ちぶれること。○同遊…かつての友人。○豈復…反語。○平生意…かつて思っていたこと。○蒼然…日暮れの薄暗いさま。○蘭杜…蘭と杜若、共に香草。　　　


送耿山人遊湖南　　　耿 (こう)山人 (さんじん)の湖南に遊ぶを送る　　　　　　	周　賀	

南行隨越僧　　　　南行 越 (えつ)僧 (そう)に随う
[bookmark: _Hlk116567618]舊業一池菱　　　　旧業 一池の菱
兩鬢已垂雪　　　　両鬢 已に雪を垂る
[bookmark: _Hlk116567779]五湖歸挂罾　　　　五湖 帰りて罾 (あみ)を挂 (か)く
[bookmark: _Hlk116567875]夜濤鳴柵鏁　　　　夜濤 (やとう) 柵鏁 (さくさ)を鳴らし
寒葦露船燈　　　　寒 (かん)葦 (い) 船灯を露わす
去此更無事　　　　此 (ここ)より去りて 更に無事ならば
却來猶不能　　　　却来 (きゃくらい)すること 猶 (な)お能 (あた)わず　

【語釈】
○耿山人…不祥。山人は山に隠棲している人。○越僧…春秋時代の越の国の僧。○舊業…旧の別荘。○五湖歸…范蠡が功なって後、五湖に舟を浮かべて去った故事。○罾…よつであみ。○柵鏁…魚を捕らえるヤナ。○寒葦…寒々とした葦。○却來…本拠地に戻る。


宿巴江　　　　　　巴江に宿る　　　　　　　　　　　　　　　　　棲　蟾	

江聲五十里　　　　江声 五十里
瀉碧急於弦　　　　碧を瀉 (そそ)いで 弦よりも急なり
不覺日又不　　　　覚えず 日 (ひ)又た夜 (よる)
爭教人少年　　　　争 (いかで)か 人をして少年ならしめん
[bookmark: _Hlk116568628]一汀巫峽月　　　　一汀 巫峡 (ふきょう)の月
兩岸子規天　　　　両岸 子規の天
山影似相伴　　　　山影 相伴 (あいともな)うに似たり
濃遮到客船　　　　濃 (こまやか)に遮 (さえぎ)って 客船 (かくせん)に到る

【語釈】
○巴江…三峡のあたり。○江聲…長江の流れる音。○碧…碧色の水。○弦…弦楽器における急弦。○少年…若い人。○巫峽…三峡の一つ。○子規…ホトトギス。○客船…旅客を乗せた船。



結句		

[bookmark: _Hlk116569506]送陵陳法師赴上元　　　陵 (りょう)陳 (ちん)法師 (ほうし)の上元 (じょうげん)に赴 (おもむ)くを送る　　　　	皇甫冉	

延陵初罷講　　　　延陵 (えんりょう) 初めて講を罷 (や)む
[bookmark: _Hlk116569861]建業去隨緣　　　　建業に去りて 縁に随う
翻譯推多學　　　　翻訳 多学を推 (お)す
[bookmark: _Hlk116570150]擅場最少年　　　　擅場 最も少年
浣衣逢野水　　　　衣を浣 (あら)いて 野水に逢い
乞食向人煙　　　　食を乞いて 人煙に向う
遍禮南朝寺　　　　遍く 南朝の寺を礼し
焚香古像前　　　　香を焚く 古像の前

【語釈】
○陳法師…不祥。○上元…江蘇省江寧県。○延陵…江蘇省江寧県。○建業…南京。　○翻譯…経典を梵語から漢語に翻訳する。○擅場…主席。



送從弟歸河朔　　　従弟の河朔 (かさく)に帰るを送る 	　　　　　　　　　　李嘉祐	

故郷何可到　　　　故郷 何 (いつ)か到るべき
令弟獨能歸　　　　令弟 独り能 (よ)く帰る
[bookmark: _Hlk116572006]諸將旌旄節　　　　諸将 旄 (ぼう)節 (せつ)を旌 (あらわ)す
何人重布衣　　　　何人か 布衣 (ほい)を重んず
空城流水在　　　　空城 流水在り
荒澤舊村稀　　　　荒沢 旧村稀なり
秋日平原路　　　　秋日 平原の路
蟲鳴桑葉飛　　　　虫鳴きて 桑葉飛ぶ

【語釈】　　　　
○河朔…河北省、山東省全域。○令弟…自分自身の従弟。○旄節…使臣や武将画素の印として持つ、羽毛で飾った旗指物。○布衣…布の衣。無位無官の者が着る。



喜晴　　　　　　　晴るるを喜ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　李敬方	

[bookmark: _Hlk116572978]到台十二旬　　　　台に到りて 十二旬
一片雨中春　　　　一片 雨中の春
林果黃梅盡　　　　林果 黄梅尽き
[bookmark: _Hlk116573118]山苗半夏新　　　　山 (さん)苗 (びょう) 半夏 (はんか)新 (あらた)なり
陽烏朝展翅　　　　陽 (よう)烏 (う) 朝に翅 (つばさ)を展べ
陰魄夜飛輪　　　　陰魄 夜 輪 (りん)を飛ばす
[bookmark: _Hlk116573275]坐喜無雲物　　　　坐 (い)ながら喜ぶ 雲物の無きを
分明見北辰　　　　分明に 北辰を見る

【語釈】
○台…浙江省台州市。○半夏…薬草の名。カラスビシャク。○陽烏…太陽。○陰魄…月。○雲物…雲などの障害物。



[bookmark: _Hlk116585797]茅山　　　　　　　茅山 (ぼうざん)	　　　　　　　　　　　　　　　　　杜荀鶴	

步步入山門　　　　歩々 (ほほ) 山門に入 (い)る
仙家鳥徑分　　　　仙家 鳥径 (ちょうけい)分る
[bookmark: _Hlk116586107]漁樵不到處　　　　漁 (ぎょ)樵 (しょう) 到らざる処
麋鹿自成羣　　　　麋 (び)鹿 (ろく) 自ら群を成す
石面迸出水　　　　石面 水を迸出 (ほうしゅつ)し
松頭穿破雲　　　　松頭 雲を穿破 (せんぱ)す
[bookmark: _Hlk116586217]道人星月下　　　　道人 星月の下
[bookmark: _Hlk116586288]相次禮茅君　　　　相次いで 茅 (ぼう)君 (くん)を礼す

【語釈】　　　　　
○茅山…江蘇省鎮江市にある山。○步步…一歩一歩。○仙家…仙人の住居。○鳥徑…鳥だけが通れるような細く険しい道。○漁樵…漁夫ときこり。隠者のイメージ。○麋鹿…鹿。○道人…道教の修行をする人。○茅君…仙の祖。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　





詠物		


山中流泉　　　　　山中の流泉	　　　　　　　　　　　　　儲光羲	

山中有流水　　　　山中に 流水有り
[bookmark: _Hlk116628136]借問不知名　　　　借問 (しゃもん)すれども 名を知らず
映地爲天色　　　　地に映じて 天色を為し
飛空作雨聲　　　　空に飛びて 雨声を作す
[bookmark: _Hlk116628227]轉來深澗滿　　　　転じ来りて 深澗 (しんかん)に満ち
分出小池平　　　　分れ出ずれば 小池平かなり
[bookmark: _Hlk116628320]恬澹無人見　　　　恬澹 (てんたん) 人の見る無く
年年長自清　　　　年々 (ねんねん) 長 (とこ)しえに自 (おのずか)ら清し

【語釈】
○借問…人に尋ねる。○天色…天空の色。○深澗…深い渓。○恬澹…安静。　　　


冷井　　　　　　　冷井 	孫　欣	

[bookmark: _Hlk116628775]仙闈初鑿井　　　　仙闈 (せんい) 初めて井を鑿 (うが)つ
靈液沁成泉　　　　霊 (れい)液 (えき)　沁 (ひた)して泉を成す
色湛青苔裏　　　　色は湛 (たた)う 青苔の裏 (うち)
[bookmark: _Hlk116799671]寒凝紫綆邊　　　　寒は凝る 紫綆 (しこう)の辺
[bookmark: _Hlk116799721]銅瓶向影落　　　　銅 (どう)瓶 (へい) 影に向って落ち
玉甃抱虛圓　　　　玉甃 (ぎょくしゅう) 虚を抱いて円 (まどか)なり
永頼調神鼎　　　　永く頼って 神像を調 (ととの)う
堯時奉萬年　　　　尭 (ぎょう)時 (じ) 万年を奉ず

【語釈】
○仙闈…宮中。○靈液…天上の露。○青苔…緑色の苔。○紫綆…紫色のつるべ縄。○銅瓶…銅製のつるべ瓶。○玉甃…玉のような石畳。○堯時…堯帝のとき、今の天下太平の世をなぞらえる。　　　


僧舍小池　　　　　僧舎の小池	　　　　　　　　　　　　　　張　鼎	

[bookmark: _Hlk116800581]引出白雲根　　　　引いて白雲の根 (こん)より出で
[bookmark: _Hlk116800606]潺潺漲蘚痕　　　　潺々 (せんせん)として蘚 (せん)痕 (こん)に漲 (みなぎ)る
冷光搖砌錫　　　　冷光 砌 (ぜい)錫 (しゃく)を揺 (うご)がし
疎影露枝猿　　　　疎影 枝 (し)猿 (えん)を露 (あら)わす
淨帶凋霜葉　　　　浄は 霜に凋 (しぼ)む葉を帯び
香通洗藥源　　　　香は 薬を洗う源 (みなもと)に通ず
[bookmark: _Hlk116800924]貝多文字古　　　　貝 (ばい)多 (た) 文字古りたり
宜向此中翻　　　　宜 (よろ)しく此の中に向って翻 (ほん)すべし　　　　

【語釈】
○白雲根…石のこと。○潺潺…浅い水の流れるさま。さらさら。○蘚痕…苔の生ずるところ。○砌錫…みぎりにかけてある錫杖。○貝多…貝多羅樹の葉。インドでは、経文を書き付けるのに用いた。転じて仏典。○翻…仏典を翻訳する。


聞笛　　　　　　　笛を聞く	　　　　　　　　　　　　　　　　　戎　昱	　

[bookmark: _Hlk116801853]入夜思歸切　　　　夜に入り 思帰 (しき)切なり
笛聲寒更哀　　　　笛声 (てきせい) 寒 (かん) 更に哀 (かな)し
愁人不願聽　　　　愁人 聴くを願わず
自到枕邊來　　　　自 (おのずか)ら 枕辺に到り来る
風起塞雲斷　　　　風起こりて 塞雲 (さいうん)断え
夜深關月開　　　　夜深くして 関月開く
平明獨惆悵　　　　平明 独り惆悵 (ちゅうちょう)す
落盡一庭梅　　　　落ち尽す 一庭の梅

【語釈】
○思歸…故郷に帰りたいと思う気持ち。○枕前…枕元。○塞雲…寨に懸かる雲。○關月…関所（国境）に懸かる月、関山月。○平明…夜明け。○惆悵…嘆き悲しむ。　　　　


感秋林　　　　　　秋林に感ず　　　　　　　　　　　　　　　	姚　倫	

試向東林望　　　　試 (こころみ)に 東林 (とうりん)に向って望む
[bookmark: _Hlk116804207]方知節候殊　　　　方 (まさ)に知る 節候 (せつこう)の殊 (こと)なるを
亂聲千葉下　　　　乱声 千葉 (せんよう)下り
寒影一巢孤　　　　寒影 一巣孤なり
不蔽秋天雁　　　　秋天の雁を蔽 (おお)わず
驚飛夜月烏　　　　夜月の烏を驚 (けい)飛 (ひ)す
霜風與春日　　　　霜風と春日と
幾度遣榮枯　　　　幾度か栄枯を遣 (や)る

【語釈】　
○節候…季節時候。　　　


杏花　　　　　　　杏花 	　　　　　　　　　　　　　　　　　溫　憲	

團雪上晴梢　　　　団 (だん)雪 (せつ) 晴 (せい)梢 (しょう)に上り
[bookmark: _Hlk116805372][bookmark: _Hlk116805432]紅明映碧寥　　　　紅明 碧寥 (へきりょう)に映ず
店香風起夜　　　　店は香 (かんば)し 風起る夜
村白雨休朝　　　　村は白し 雨休 (や)む朝
靜落猶聯蒂　　　　静かに落ちて 猶お蒂 (ほぞ)に連なり
繁開正滿條　　　　繁く開きて 正に条 (えだ)に満つ
[bookmark: _Hlk116805623]澹然閑賞久　　　　澹 (たん)然 (ぜん)として 閑 (かん)に賞する久し
[bookmark: _Hlk116805801]無以破嬌嬈　　　　嬌嬈 (きょうじょう)に似たるを 奈 (いか)んするともなし　　　　

【語釈】
○團雪…丸い雪（杏花）。○晴梢…晴れた日の梢。○紅明…赤い杏花。○碧寥…青天。店…酒屋、杏を植えて印とする。○蒂…花のほぞ。○澹然…余念の無いさま。○嬌嬈…董嬌嬈。美人の代名詞。
　　　　　　　　　　


孤鴈　　　　　　　孤鴈  	　　　　　　　　　　　　　　　　崔　塗	

[bookmark: _Hlk116807464]幾行歸塞盡　　　　幾行 (いくこう)か 塞に帰り尽く
念爾獨何之　　　　念う 爾 (なんじ)が独り何 (いずく)に之 (い)く
暮雨相呼疾　　　　暮雨　相い呼ぶこと疾 (はや)し
寒塘欲下遲　　　　寒塘 (かんとう) 下らんと欲すること遅し
渚雲低暗度　　　　渚雲 低くして暗に度 (わた)り
關月冷相隨　　　　関月 冷 (ひややか)にして相随う
未必逢矰繳　　　　未だ必しも矰繳 (そうしゃく)に逢わず
孤飛自可疑　　　　孤飛 自 (おのずか)ら疑うべし

【語釈】
○塞…塞のある北方の地。○寒塘…冷たい隄。○渚雲…渚にかかる雲。○關月…国境の関にかかる月。○矰繳…矢に糸をつけて射るもの。　



雨　　　　　　　　雨	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧皎然	

片雨拂簷楹　　　　片雨 簷楹 (えんえい)を払う
煩襟四坐清　　　　煩 (はん)襟 (きん) 四坐清し
霏微過麥隴　　　　霏微 (ひび)として 麦隴 (ばくろう)を過ぎ
[bookmark: _Hlk116809068]蕭瑟傍莎城　　　　蕭瑟 (しょうしつ)として 莎 (さ)城 (じょう)に傍 (そ)う
靜愛和花落　　　　静に愛す 花に和して落つるを
幽聞入竹聲　　　　幽 (かすか)に聞く 竹に入 (い)る声
朝觀興無盡　　　　朝に観て 興 尽くること無し
高詠寄閑情　　　　高く詠じて 閑情を寄す

【語釈】
○片雨…局部的に降る雨。○簷楹…家屋の軒の柱。○煩襟…心の悶え。○霏微…雨や雪がしきりに降るさま。○麥隴…麦畑。○蕭瑟…物寂しいさま。○莎城…ハマスゲの茂る街。○閑情…もの静かな心。　
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